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研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て
世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進
～ ウ イ ル ス 学  研  究 の い ま 、 そ し て こ れ か ら ～

特 集

ド ロ ー ン に よ る 空 撮 ！
今 回 は 「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」

m o vi e

21 621 6
1

m o vi e鹿 大 K A D AI J O U R N A L

● 編 集 ・ 発 行 ／ 鹿 児 島 大 学 広 報 セ ン タ ー

〒 8 9 0 - 8 5 8 0 鹿 児 島 市 郡 元 一 丁 目 2 1 番 2 4 号 　 T E L : 0 9 9 - 2 8 5 - 7 0 3 5 　 F A X : 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 5 4 　 E - m ail : s b u n s h o @ k u a s . k a g o s hi m a - u. a c.j p

2 0 2 1 年 3 月 発 行

　 本 学 は 、 多 彩 で 豊 か な 鹿 児 島 の 地 域 資 源 を 生 か し た 教 育 、 研

究  、 地  域  貢  献  等 を 進 め て い ま す 。 そ の  中 で 、 医  学 、 歯  学 に 関 す る 教

育 、 研 究 お よ び 医 療 実 践 の 機 能 が 集 約 さ れ て い る の が 桜 ヶ 丘 キ ャ

ン パ ス で す 。 医 ・ 歯 学 部 が 教 育 の 分 野 、 医 歯 学 総 合 研 究 科 と 保 健

学 研 究 科 が 研 究 の 分 野 、 診 療 に つ い て は 鹿 児 島 大 学 病 院 が 中 心

と な っ て  担  っ て い ま す 。こ れ ら 各  部  局  の  緊  密  な  連  携  の も と 、 南  九  州

に お い て 求 め ら れ る 高 度 な 医 療 ・ 医 学 を 牽 引 す る と 同 時 に 、 国 際

社 会 に 貢 献 す る「 グ ロ ー カ ル 」 な 研 究 、 教 育 を 推 進 し て い ま す 。

　  前  々  号  で  は  郡  元  キ ャ ン パ  ス か  ら 、 今  号  で  は  桜 ヶ 丘  キ ャ ン パ  ス か

ら 、 雄  大 な 桜 島 は ど こ か ら で も 本  学 を 見 守 っ て く れ て お り ま す 。

　 「 2 0 1 9  か ご し ま の 新 特 産 品 コ ン ク ー ル 」 （ か ご し ま の 新 特 産 品 コ ン ク ー ル 実 行 委 員 会 主 催 ） の 工 芸 ・ 生 活 用 品 部 門

に て 、 最 高 賞 と な る 鹿 児 島 県 知 事 賞 を 受 賞 し た 「 あ づ ま バ ッ グ 」 （ 本 学 ・ 環 境 色 彩 学 研 究 会 と 亀 﨑 染 工 に よ る 共 同 研

究 開 発 商 品 ） の モ チ ー フ と し て 使 わ れ た 「 麻 の 葉 」 柄 の マ ス ク ケ ー ス で す 。 一 般 的 な サ イ ズ の 不 織 布 マ ス ク （ サ ー ジ

カ ル マ ス ク ） が 収 納 可 能 。 箱 付 で 贈 り 物 に も お す す め で す 。

ケ ー ス に マ ス ク を 収 納 し 畳 ん で ボ タ ン を 止 め る

と コ ン パ ク ト に 。 表 面 は 「 か ご ん ま の 色 ® 」 を

組 み 合 わ せ て 描 い た お し ゃ れ な 「 麻 の 葉 」 柄 で す 。

マ ス ク ケ ー ス （ 麻 の 葉 ）

鹿 大 プ ラ ス で は 、 鹿 児 島 大 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 販 売 し て い る 鹿 児 島

大 学 の 研 究 ・ 教 育 活 動 の 成 果 と し て 完 成 し た 商 品 を 紹 介 し ま す 。

素 材 ： 表 地 　 綿 1 0 0 ％ （ 1 1  号 帆 布 ） 裏 地 　 綿 1 0 0 ％

染 色 ： 本 染 め

高 さ 約 1 3 c m ×  幅 2 6 c m （ 広 げ た サ イ ズ ） ／ 撥 水 加 工 4 , 1 8 0  円 （ 税 込 ）

お 求 め ・ お 問 い 合 わ せ 先 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー （ 鹿 児 島 大 学 正 門 横 ）

鹿 大 プ ラ ス

☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 6 4 　 開 館 時 間 ： 月 曜 日 ～ 金 曜 日 （ 休 日 ・ 祝 祭 日 を 除 く ） 　 ９ ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 （ 昼 休 み 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0 ）

今 号 の 表 紙 「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」

ド ロ ー ン に よ る
空 撮 ！ 今 回 は

「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」
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鹿 児 島 大 学 で は 従 来 、 成 人 Ｔ 細
胞 白 血 病 ウ イ ル ス （

H
T
L
V

－

1） 感 染 症 を 中 心 に 、 ヒ ト 免 疫 不
全 ウ イ ル ス （

H
I
V

－

1）  、 Ｂ 型

肝 炎 ウ イ ル ス （

H
B
V
） 等 の 研 究 。

熊 本 大 学 に お い て は ヒ ト 免 疫 不 全ウ イ ル ス （

H
I
V

－

1） に 主 軸 を

置 い た 研 究 が 継 続 さ れ て き ま し た 。そ れ ぞ れ 二 十 数 年 に 及 ぶ 歴 史 が あり ま し た が 、 と も に 小 規 模 な 研 究体 制 で あ っ た た め 、 教 員 の タ イ ムリ ー な 採 用 や 若 手 研 究 者 の 確 保 など フ レ キ シ ブ ル な 運 営 が 困 難 な 状況 に あ り ま し た 。 少 子 化 の 進 む 現

状 に お い て 、 い ず れ の 大 学 に お いて も 次 代 の 教 育 研 究 を 担 う 人 材 の確 保 ・ 育 成 は 、 喫 緊 の 課 題 で す 。
前 身 で あ る ２ つ の セ ン タ ー が

研 究 対 象 と す る

H
I
V

－

1、

H
T
L
V

－

1と い う ２ つ の 難 治

性 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス と 、 同 じ く難 治 性 で 逆 転 写 酵 素 を 持 つ Ｂ 型肝 炎 ウ イ ル ス （

H
B
V
） に お い て

は 、 研 究 分 野 と 方 向 性 が 非 常 に 近い 一 方 、 そ れ ぞ れ 研 究 の 強 み が 異な る と い う 特 徴 が あ り ま す 。 両 セン タ ー に は 、 九 州 新 幹 線 の 利 用 でお よ そ １ 時 間 と い う 地 の 利 も あ るこ と か ら 、 統 合 ・ 再 編 と い う 道 に 、私 は 大 き な 意 義 と 活 路 を 見 出 し まし た 。 そ こ で
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年 か ら 両 大

学 間 、 さ ら に 文 部 科 学 省 と の 協 議を 重 ね 、 ３ つ の 統 合 ・ 再 編 部 門 と

２ つ の 新 設 部 門 を 配 し た 、 当 セ ンタ ー の 開 設 に 至 り ま し た 。 本 学 にお い て は 、 教 育 の 面 に お い て 既 に 、山 口 大 学 と の 共 同 獣 医 学 部 が 設 置さ れ て い ま す が 、 研 究 の 面 に お いて 、 国 立 大 学 の 枠 を 越 え て １ つ の研 究 セ ン タ ー が 設 置 さ れ た の は 全国 初 の 試 み で す 。
現 在 、 長 期 を 見 据 え た 戦 略 的 な

人 事 を 含 め 、 両 キ ャ ン パ ス 一 体 とな っ た 運 営 を 行 っ て お り 、 次 代 を担 う 研 究 者 を 志 す 学 生 に は 、 学 部  ・専 攻 を 問 わ ず 学 び の 門 戸 を 開 い てい ま す 。 将 来 に わ た り 、 従 来 の 研究 対 象 で あ る ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル スは も と よ り 、 あ ら ゆ る 感 染 症 の 予防 と 治 癒 に 貢 献 で き る 拠 点 と し て 、研 究 教 育 の 充 実 と 継 続 を 目 指 し てま い り ま す 。

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス に お い て
は 、 セ ン タ ー 発 足 を 機 に 、 旧 来 の分 子 病 理 病 態 研 究 分 野 が 神 経 免 疫学 分 野 へ 、 分 子 ウ イ ル ス 感 染 研 究分 野 が ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー研 究 分 野 へ と 改 称 。 新 た に 成 人

T

細 胞 白 血 病 ・ リ ン パ 腫 （

A
T
L
）

の 基 礎 研 究 分 野 を 設 置 し た こ と に加 え 、 大 学 に お け る 基 礎 研 究 を もと に 社 会 へ の 貢 献 を 推 進 す る 目 的で 、 ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ーチ 部 門 を 新 設 し ま し た 。
当 セ ン タ ー で は 、 教 育 ・ 研 究 に

携 わ る ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト 制度 を 導 入 し 、 昨 年 度 は 熊 本 キ ャ ンパ ス で の 授 業 も 実 施 し ま し た 。 また 、 教 員 の 選 考 に お い て も ２ キ ャン パ ス の 教 員 が 共 同 で 参 画 す る ほ

か 、 共 通 の 資 金 を プ ー ル し 、 研 究支 援 や セ ミ ナ ー 開 催 な ど に 運 用 して い ま す 。 ま た 、 大 型 機 器 を 共 同利 用 す る シ ス テ ム を 導 入 し 、 限 られ た 資 金 ・ 資 源 の 有 効 活 用 を 図 って い ま す 。
研 究 面 で は 、

A
T
L
（ 成 人

T

細 胞 白 血 病 ） や

H
T
L
V

－

1
関

連 脊 髄 症 （

H
A
M

／

T
S
P
） の 原

因 と な る 「 成 人

T

細 胞 白 血 病 ウ

イ ル ス （

H
T
L
V

－

1）  」 と 、 肝

癌 の 原 因 と な る 「

B

型 肝 炎 ウ イ ル

ス （

H
B
V
）  」 を 中 心 と し た 難 治 性

ウ イ ル ス 疾 患 の 病 態 解 明 と 、 新 しい 診 断 ・ 治 療 法 の 開 発 に 取 り 組 んで い ま す 。

H
T
L
V

－

1と

H
B
V

は 熊 本 大 学 キ ャ ン パ ス が 得 意 と する

H
I
V

－

1と と も に 、 逆 転 写

酵 素 を も ち 排 除 困 難 で あ る 共 通 点が あ り ま す 。 一 般 的 に は 異 な るフ ィ ー ル ド の 研 究 者 が 交 わ る こ とは な い の で す が 、 大 学 と 各 分 野 の枠 を 越 え て 統 合 ・ 再 編 さ れ た セ ンタ ー と し て 、 従 来 の 常 識 に と ら われ な い 新 し い 研 究 領 域 を 創 設 し 、社 会 に 貢 献 す る レ ベ ル の 高 い 研 究を さ ら に 推 進 し た い と 思 い ま す 。

研 究 体 制  の 統 合  ・  再 編  に よ  っ  て 世 界 水 準  の  ウ  イ  ル  ス 学 研 究 を 推 進

〜 ウ  イ  ル  ス 学 研 究  の  い  ま 、  そ し て  こ れ か ら 〜

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル  ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー次 代 を 担 う 研 究 者 を 確 保  ・  育 成 し 、世 界 的 課 題 で あ る ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル  ス 克 服  へ 。枠 を 越 え た 新 た な 研 究 領 域 を 創 設 し 、人 類 に 貢 献 す る 研 究 を 推 進 す る 。

鹿 児 島 大 学 キ  ャ  ン  パ  ス

特 集

平 成

3 1（
2 0 1 9

） 年 ４ 月 １ 日 、 鹿 児 島 大 学 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー と 熊 本 大 学 エ イ ズ 学 研 究 セ ン タ ー を 統 合 ・ 再 編 。  「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共

同 研 究 セ ン タ ー 」 と し て 新 た な ス タ ー ト を 切 り 、 ２ 年 を 迎 え よ う と し て い ま す 。 折 し も 昨 年 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （

C
O
V
I
D

－

1 9
※

1） の 急 速 な 感

染 拡 大 を 受 け 、 同 セ ン タ ー 抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野 で は 、 緊 急 的 に 抗 ウ イ ル ス （

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※

2） 薬 の 研 究 に 着 手 。 ６ 月 に は 治 療 薬 候 補 と な

る 化 合 物 の 同 定 に 成 功 し 、 現 在 、 臨 床 試 験 に 向 け 、 製 薬 会 社 と の 共 同 研 究 を 進 め て い ま す 。
地 域 、 国 内 の み な ら ず 世 界 に 寄 与 す る 研 究 ・ 開 発 に 取 り 組 む 、 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー に つ い て 紹 介 し ま す 。

※

1  C
O
V
I
D

－

1 9： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

　 　
※

2  S
A
R
S

－

C
o
V

－

2：
C
O
V
I
D

－

1 9を 引 き 起 こ す ウ イ ル ス の 名 称

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 長

馬 場 昌 範  特 任 教 授

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス 長

池 田 正 徳  教 授

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

設 立 の 理 念「 世 界 的 課 題 で あ る 、

排 除 困 難 ・ 潜 伏 感 染 す る レ ト ロ ウ イ ル ス 感

染 症 の 克 服 の た め 、 限 ら れ た 両 セ ン タ ー の 資 源 を 有 効 活 用 し 、感 染 病 態 の 基 礎 研 究 を 基 に 、 感 染 予 防 と 治 癒 を 目 指 し た 世 界 的な 研 究 ・ 教 育 を 推 進 す る 」
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H
I
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H
I
V

－

1、

H
T
L
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－
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性 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス と 、 同 じ く難 治 性 で 逆 転 写 酵 素 を 持 つ Ｂ 型肝 炎 ウ イ ル ス （

H
B
V
） に お い て

は 、 研 究 分 野 と 方 向 性 が 非 常 に 近い 一 方 、 そ れ ぞ れ 研 究 の 強 み が 異な る と い う 特 徴 が あ り ま す 。 両 セン タ ー に は 、 九 州 新 幹 線 の 利 用 でお よ そ １ 時 間 と い う 地 の 利 も あ るこ と か ら 、 統 合 ・ 再 編 と い う 道 に 、私 は 大 き な 意 義 と 活 路 を 見 出 し まし た 。 そ こ で

2 0 1 7

年 か ら 両 大

学 間 、 さ ら に 文 部 科 学 省 と の 協 議を 重 ね 、 ３ つ の 統 合 ・ 再 編 部 門 と

２ つ の 新 設 部 門 を 配 し た 、 当 セ ンタ ー の 開 設 に 至 り ま し た 。 本 学 にお い て は 、 教 育 の 面 に お い て 既 に 、山 口 大 学 と の 共 同 獣 医 学 部 が 設 置さ れ て い ま す が 、 研 究 の 面 に お いて 、 国 立 大 学 の 枠 を 越 え て １ つ の研 究 セ ン タ ー が 設 置 さ れ た の は 全国 初 の 試 み で す 。
現 在 、 長 期 を 見 据 え た 戦 略 的 な

人 事 を 含 め 、 両 キ ャ ン パ ス 一 体 とな っ た 運 営 を 行 っ て お り 、 次 代 を担 う 研 究 者 を 志 す 学 生 に は 、 学 部  ・専 攻 を 問 わ ず 学 び の 門 戸 を 開 い てい ま す 。 将 来 に わ た り 、 従 来 の 研究 対 象 で あ る ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル スは も と よ り 、 あ ら ゆ る 感 染 症 の 予防 と 治 癒 に 貢 献 で き る 拠 点 と し て 、研 究 教 育 の 充 実 と 継 続 を 目 指 し てま い り ま す 。

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス に お い て
は 、 セ ン タ ー 発 足 を 機 に 、 旧 来 の分 子 病 理 病 態 研 究 分 野 が 神 経 免 疫学 分 野 へ 、 分 子 ウ イ ル ス 感 染 研 究分 野 が ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー研 究 分 野 へ と 改 称 。 新 た に 成 人

T

細 胞 白 血 病 ・ リ ン パ 腫 （

A
T
L
）

の 基 礎 研 究 分 野 を 設 置 し た こ と に加 え 、 大 学 に お け る 基 礎 研 究 を もと に 社 会 へ の 貢 献 を 推 進 す る 目 的で 、 ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ーチ 部 門 を 新 設 し ま し た 。
当 セ ン タ ー で は 、 教 育 ・ 研 究 に

携 わ る ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト 制度 を 導 入 し 、 昨 年 度 は 熊 本 キ ャ ンパ ス で の 授 業 も 実 施 し ま し た 。 また 、 教 員 の 選 考 に お い て も ２ キ ャン パ ス の 教 員 が 共 同 で 参 画 す る ほ

か 、 共 通 の 資 金 を プ ー ル し 、 研 究支 援 や セ ミ ナ ー 開 催 な ど に 運 用 して い ま す 。 ま た 、 大 型 機 器 を 共 同利 用 す る シ ス テ ム を 導 入 し 、 限 られ た 資 金 ・ 資 源 の 有 効 活 用 を 図 って い ま す 。
研 究 面 で は 、

A
T
L
（ 成 人

T

細 胞 白 血 病 ） や

H
T
L
V

－

1
関

連 脊 髄 症 （

H
A
M

／

T
S
P
） の 原

因 と な る 「 成 人

T

細 胞 白 血 病 ウ

イ ル ス （

H
T
L
V

－

1）  」 と 、 肝

癌 の 原 因 と な る 「

B

型 肝 炎 ウ イ ル

ス （

H
B
V
）  」 を 中 心 と し た 難 治 性

ウ イ ル ス 疾 患 の 病 態 解 明 と 、 新 しい 診 断 ・ 治 療 法 の 開 発 に 取 り 組 んで い ま す 。

H
T
L
V

－

1と

H
B
V

は 熊 本 大 学 キ ャ ン パ ス が 得 意 と する

H
I
V

－

1と と も に 、 逆 転 写

酵 素 を も ち 排 除 困 難 で あ る 共 通 点が あ り ま す 。 一 般 的 に は 異 な るフ ィ ー ル ド の 研 究 者 が 交 わ る こ とは な い の で す が 、 大 学 と 各 分 野 の枠 を 越 え て 統 合 ・ 再 編 さ れ た セ ンタ ー と し て 、 従 来 の 常 識 に と ら われ な い 新 し い 研 究 領 域 を 創 設 し 、社 会 に 貢 献 す る レ ベ ル の 高 い 研 究を さ ら に 推 進 し た い と 思 い ま す 。

研 究 体 制  の 統 合  ・  再 編  に よ  っ  て 世 界 水 準  の  ウ  イ  ル  ス 学 研 究 を 推 進

〜 ウ  イ  ル  ス 学 研 究  の  い  ま 、  そ し て  こ れ か ら 〜

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル  ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー次 代 を 担 う 研 究 者 を 確 保  ・  育 成 し 、世 界 的 課 題 で あ る ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル  ス 克 服  へ 。枠 を 越 え た 新 た な 研 究 領 域 を 創 設 し 、人 類 に 貢 献 す る 研 究 を 推 進 す る 。

鹿 児 島 大 学 キ  ャ  ン  パ  ス

特 集

平 成

3 1（
2 0 1 9

） 年 ４ 月 １ 日 、 鹿 児 島 大 学 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー と 熊 本 大 学 エ イ ズ 学 研 究 セ ン タ ー を 統 合 ・ 再 編 。  「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共

同 研 究 セ ン タ ー 」 と し て 新 た な ス タ ー ト を 切 り 、 ２ 年 を 迎 え よ う と し て い ま す 。 折 し も 昨 年 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （

C
O
V
I
D

－

1 9
※

1） の 急 速 な 感

染 拡 大 を 受 け 、 同 セ ン タ ー 抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野 で は 、 緊 急 的 に 抗 ウ イ ル ス （

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※

2） 薬 の 研 究 に 着 手 。 ６ 月 に は 治 療 薬 候 補 と な

る 化 合 物 の 同 定 に 成 功 し 、 現 在 、 臨 床 試 験 に 向 け 、 製 薬 会 社 と の 共 同 研 究 を 進 め て い ま す 。
地 域 、 国 内 の み な ら ず 世 界 に 寄 与 す る 研 究 ・ 開 発 に 取 り 組 む 、 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー に つ い て 紹 介 し ま す 。

※

1  C
O
V
I
D

－

1 9： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

　 　
※

2  S
A
R
S

－

C
o
V

－

2：
C
O
V
I
D

－

1 9を 引 き 起 こ す ウ イ ル ス の 名 称

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 長

馬 場 昌 範  特 任 教 授

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス 長

池 田 正 徳  教 授

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

設 立 の 理 念「 世 界 的 課 題 で あ る 、

排 除 困 難 ・ 潜 伏 感 染 す る レ ト ロ ウ イ ル ス 感

染 症 の 克 服 の た め 、 限 ら れ た 両 セ ン タ ー の 資 源 を 有 効 活 用 し 、感 染 病 態 の 基 礎 研 究 を 基 に 、 感 染 予 防 と 治 癒 を 目 指 し た 世 界 的な 研 究 ・ 教 育 を 推 進 す る 」
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私 た ち の 研 究 室 で は 、
H
T
L
V

－

1（ 成 人 Ｔ 細 胞 白

血 病 ウ イ ル ス ） に よ っ て 引 き 起こ さ れ る 、 脊 髄 の 炎 症 性 疾 患H
A
M

に つ い て の 研 究 を 専 門 に

行 っ て い ま す 。 白 血 病 を 引 き 起こ す 病 原 体 と し て 知 ら れ て い たH
T
L
V

－

1が 、 白 血 病 だ け で

は な く 脊 髄 症 を 引 き 起 こ す ウ イル ス で あ る と い う こ と が 明 ら か

に な っ た の は

1 9 8 6

年 の こ と 。

鹿 児 島 大 学 脳 神 経 内 科 （ 当 時 の第 三 内 科 ） 納 先 生 の チ ー ム に よる 研 究 の 成 果 で す 。 一 種 類 の 病原 体 が 異 な る ２ つ の 病 気 を 引 き起 こ す と い う こ と は 、 当 時 の 医学 の 常 識 を 大 き く 超 え る 発 見 でし た 。 当 時 、 医 師 に な っ た ば かり の 私 は 、 こ の 難 病 を 解 明 し たい と い う 意 欲 に 燃 え 、 昼 は 診 療 、夜 中 に 実 験 、 研 究 と い う こ と をや っ て き ま し た 。 現 在 は 、 研 究を 軸 と し て い ま す が 、 毎 週 の 診療 も 継 続 し て い ま す 。 研 究 を 進め る 上 で 、 患 者 さ ん の 声 が ヒ ント に な る こ と も あ る よ う に 思 いま す 。
H
A
M

の 患 者 さ ん は 、 下 肢

が 突 っ 張 っ て 思 う よ う に 歩 け なく な る こ と に 加 え 、 排 尿 ・ 排便 障 害 と い う 症 状 に 悩 ま さ れ ます 。 ト イ レ の 回 数 も 増 え 、 病 気が 進 行 し て 、 車 い す 生 活 に な ると 介 助 も 必 要 で す 。 行 動 に 制 限

が 出 て 活 動 性 が 落 ち 、 人 間 と して の 尊 厳 に も ダ メ ー ジ を 受 ける 、 と て も シ ビ ア な 病 気 で す 。感 染 者 は 世 界 で

2 0 0 0

万 〜

3 0 0 0

万 人 、 日 本 全 国 で お よ

そ

7 5万 人 と 推 計 さ れ ま す が 、 そ

の ほ と ん ど は 九 州 に 集 中 し 、 とく に 鹿 児 島 は 感 染 者 の 多 い 地 域で す 。 感 染 し て も 、 ほ と ん ど の方 は 発 症 す る こ と は あ り ま せ んが 、 実 際 に 苦 し ん で お ら れ る 患者 さ ん を 目 の 当 た り に す る と 、医 師 と し て の 責 務 を 痛 感 い た しま す 。
現 在 、 発 症 病 態 に つ い て は ７

割 方 分 か っ て き ま し た が 、 残 念な が ら 根 治 療 法 の 確 立 に は 至 って い ま せ ん 。 そ こ で 、 数 年 前 から は 、 ウ イ ル ス の 感 染 動 物 モ デル を 作 成 し 、 そ こ か ら 治 療 薬 を探 る と い う 、 こ れ ま で と は 逆 転の 発 想 に よ る ア プ ロ ー チ を 試 みて い る と こ ろ で す 。
今 回 、 セ ン タ ー に 組 み 込 ま れ

た こ と で 、 私 た ち の 研 究 領 域 が外 部 か ら 認 識 さ れ や す く な っ たこ と を 嬉 し く 思 っ て い ま す 。 認知 度 が 上 が る こ と は 、 研 究 活 動を 促 進 す る 上 で の 期 待 の 一 つ で

す 。 他 分 野 の ウ イ ル ス 学 の 先 生た ち と の 情 報 交 換 ・ 連 携 も 大 いに 生 か し て 、 研 究 を 加 速 さ せ てい き た い 。

H
A
M

の 病 気 の 原

因 を は っ き り さ せ 、 治 療 を 作 って い く と い う の が 、 鹿 児 島 大 学の 研 究 者 と し て の 最 終 的 な ミ ッシ ョ ン だ と 考 え て い ま す 。

抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分
野 は 、 抗 ウ イ ル ス 薬 の 研 究 をす る 分 野 で す 。 本 来 は 、 主 と して

H
I
V

－

1や 肝 炎 ウ イ ル ス 、

A
T
L
（ 成 人 Ｔ 細 胞 白 血 病 ）  、 マ

ダ ニ が 媒 介 す る 致 死 率 の 高 いS
F
T
S
（ 重 症 熱 性 血 小 板 減 少

症 候 群 ） な ど の 治 療 薬 に つ い ての 基 礎 研 究 を 行 っ て き ま し た 。現 在 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 （

C
O
V
I
D

－

1 9） の 発 生

を 機 に 、 抗 ウ イ ル ス 薬 を 専 門 とす る 研 究 者 と し て の 社 会 的 責 任が あ る と 考 え 、 従 来 の 研 究 を 全て ス ト ッ プ し 、

C
O
V
I
D

－

1 9

治 療 薬 に 絞 っ て 研 究 を 進 め て いま す 。
今 回 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2） 治 療

薬 に 関 し 、 薬 剤 の 同 定 を 迅 速 に行 う こ と が で き た の は 、 こ れ まで

3 0年 に わ た っ て 収 集 し て き た

お よ そ

3 0 0 0

種 の 薬 剤 が 手 元

に あ っ た か ら で す 。 そ の 中 か ら数 種 の 候 補 薬 を 定 め て 試 験 し たと こ ろ 、 幸 い 、 試 験 管 の 中 で 有効 な 薬 剤 を ２ 、  ３ 種 同 定 す る こ とに 成 功 し ま し た 。 現 在 、 次 の 段階 と し て 製 薬 会 社 に 特 許 を 譲 渡

し 、 臨 床 試 験 に 向 け て の 研 究 を共 同 で 進 め て い ま す 。 全 く の 新薬 で す の で 、 厳 密 な 安 全 性 試 験や 動 物 動 態 実 験 を 経 て 、 臨 床 試験 に 進 む こ と に な り ま す 。 新 薬開 発 に は さ ま ざ ま な 困 難 も つ きも の で す が 、

1日 も 早 い 実 用 化

へ 向 け 、 全 力 を 挙 げ て い る と ころ で す 。 治 療 薬 は 、 ワ ク チ ン に比 べ る と ウ イ ル ス の 変 異 に 対 応し や す い と い う 強 み も あ り ま す 。ウ イ ル ス 対 策 は 、 健 康 な ヒ ト が予 防 目 的 に 接 種 す る ワ ク チ ン 、病 気 に か か っ た 人 を 治 療 す る 薬剤 、 の 二 本 立 て で 進 め る 必 要 があ る の で す 。
た だ 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス や イ ン

フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス は 、 治 っ たら 体 内 か ら 排 除 さ れ る た め 、 完全 治 癒 も 可 能 で す 。 一 方 、 わ れわ れ の 本 来 の テ ー マ で あ る レ トロ ウ イ ル ス と い う の は 、 細 胞 の中 に 入 り こ み 、 一 生 体 の 中 に 居続 け る と い う 性 質 が あ り ま す 。一 旦 体 に 入 る と 、 元 に は 戻 れ ない 。 体 に 入 っ た ウ イ ル ス を ど うや っ て 撃 退 す る か 、 と い う こ とが 世 界 共 通 の 研 究 課 題 な の で す 。い ま 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 陰 に

隠 れ て 社 会 の 関 心 が 薄 れ て い ます が 、

H
I
V

－

1感 染 者 、 エ イ

ズ 発 症 者 と も 年 々 、 増 加 し て いま す 。 ま た 、 鹿 児 島 県 に 感 染 者の 多 い

H
T
L
V

－

1、
A
T
L

に つ い て も 、 い ま だ 決 め 手 と なる 治 療 方 法 が 見 つ か っ て い ま せん 。 お よ そ

3 0年 前 、 突 如 エ イ ズ

が 社 会 に 現 れ た よ う に 、 今 後 、ど ん な 感 染 症 が 出 現 す る か と いう こ と も 未 知 で す 。 セ ン タ ー とし て 、 分 野 の 枠 を 越 え た 新 し い研 究 の あ り 方 を 模 索 す る と と もに 、 次 世 代 の 研 究 者 を 育 成 す るこ と で 知 的 財 産 を 継 承 し 、 将 来に わ た っ て 社 会 に 貢 献 す る 拠 点た る こ と を 目 指 し て い ま す 。

神 経 免 疫 学 分 野

久 保 田 龍 二  教 授

抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野

馬 場 昌 範  特 任 教 授

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

〈 神 経 免 疫 学 分 野 の ス タ ッ フ 〉〈 抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野 の ス タ ッ フ 〉

〈 B S L 3 室 に お け る 実 験 の 様 子 〉

九 州 の

H
A
M
研 究 拠 点 と し て 、

根 治 療 法 確 立  へ 向 け 、  粘 り 強 く 歩 み 続 け る 。
3 0年 に わ た る 研 究 成 果 と 知 見 を 応 用 し 、

新 型 の 感 染 症 克 服 に 迅 速 に 臨 む 。
神 経 免 疫 学 分 野抗 ウ  イ  ル  ス 化 学 療 法 研 究 分 野 # 1# 2
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私 た ち の 研 究 室 で は 、
H
T
L
V

－

1（ 成 人 Ｔ 細 胞 白

血 病 ウ イ ル ス ） に よ っ て 引 き 起こ さ れ る 、 脊 髄 の 炎 症 性 疾 患H
A
M

に つ い て の 研 究 を 専 門 に

行 っ て い ま す 。 白 血 病 を 引 き 起こ す 病 原 体 と し て 知 ら れ て い たH
T
L
V

－

1が 、 白 血 病 だ け で

は な く 脊 髄 症 を 引 き 起 こ す ウ イル ス で あ る と い う こ と が 明 ら か

に な っ た の は

1 9 8 6

年 の こ と 。

鹿 児 島 大 学 脳 神 経 内 科 （ 当 時 の第 三 内 科 ） 納 先 生 の チ ー ム に よる 研 究 の 成 果 で す 。 一 種 類 の 病原 体 が 異 な る ２ つ の 病 気 を 引 き起 こ す と い う こ と は 、 当 時 の 医学 の 常 識 を 大 き く 超 え る 発 見 でし た 。 当 時 、 医 師 に な っ た ば かり の 私 は 、 こ の 難 病 を 解 明 し たい と い う 意 欲 に 燃 え 、 昼 は 診 療 、夜 中 に 実 験 、 研 究 と い う こ と をや っ て き ま し た 。 現 在 は 、 研 究を 軸 と し て い ま す が 、 毎 週 の 診療 も 継 続 し て い ま す 。 研 究 を 進め る 上 で 、 患 者 さ ん の 声 が ヒ ント に な る こ と も あ る よ う に 思 いま す 。
H
A
M

の 患 者 さ ん は 、 下 肢

が 突 っ 張 っ て 思 う よ う に 歩 け なく な る こ と に 加 え 、 排 尿 ・ 排便 障 害 と い う 症 状 に 悩 ま さ れ ます 。 ト イ レ の 回 数 も 増 え 、 病 気が 進 行 し て 、 車 い す 生 活 に な ると 介 助 も 必 要 で す 。 行 動 に 制 限

が 出 て 活 動 性 が 落 ち 、 人 間 と して の 尊 厳 に も ダ メ ー ジ を 受 ける 、 と て も シ ビ ア な 病 気 で す 。感 染 者 は 世 界 で

2 0 0 0

万 〜

3 0 0 0

万 人 、 日 本 全 国 で お よ

そ

7 5万 人 と 推 計 さ れ ま す が 、 そ

の ほ と ん ど は 九 州 に 集 中 し 、 とく に 鹿 児 島 は 感 染 者 の 多 い 地 域で す 。 感 染 し て も 、 ほ と ん ど の方 は 発 症 す る こ と は あ り ま せ んが 、 実 際 に 苦 し ん で お ら れ る 患者 さ ん を 目 の 当 た り に す る と 、医 師 と し て の 責 務 を 痛 感 い た しま す 。
現 在 、 発 症 病 態 に つ い て は ７

割 方 分 か っ て き ま し た が 、 残 念な が ら 根 治 療 法 の 確 立 に は 至 って い ま せ ん 。 そ こ で 、 数 年 前 から は 、 ウ イ ル ス の 感 染 動 物 モ デル を 作 成 し 、 そ こ か ら 治 療 薬 を探 る と い う 、 こ れ ま で と は 逆 転の 発 想 に よ る ア プ ロ ー チ を 試 みて い る と こ ろ で す 。
今 回 、 セ ン タ ー に 組 み 込 ま れ

た こ と で 、 私 た ち の 研 究 領 域 が外 部 か ら 認 識 さ れ や す く な っ たこ と を 嬉 し く 思 っ て い ま す 。 認知 度 が 上 が る こ と は 、 研 究 活 動を 促 進 す る 上 で の 期 待 の 一 つ で

す 。 他 分 野 の ウ イ ル ス 学 の 先 生た ち と の 情 報 交 換 ・ 連 携 も 大 いに 生 か し て 、 研 究 を 加 速 さ せ てい き た い 。

H
A
M

の 病 気 の 原

因 を は っ き り さ せ 、 治 療 を 作 って い く と い う の が 、 鹿 児 島 大 学の 研 究 者 と し て の 最 終 的 な ミ ッシ ョ ン だ と 考 え て い ま す 。

抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分
野 は 、 抗 ウ イ ル ス 薬 の 研 究 をす る 分 野 で す 。 本 来 は 、 主 と して

H
I
V

－
1や 肝 炎 ウ イ ル ス 、

A
T
L
（ 成 人 Ｔ 細 胞 白 血 病 ）  、 マ

ダ ニ が 媒 介 す る 致 死 率 の 高 いS
F
T
S
（ 重 症 熱 性 血 小 板 減 少

症 候 群 ） な ど の 治 療 薬 に つ い ての 基 礎 研 究 を 行 っ て き ま し た 。現 在 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 （

C
O
V
I
D

－

1 9） の 発 生

を 機 に 、 抗 ウ イ ル ス 薬 を 専 門 とす る 研 究 者 と し て の 社 会 的 責 任が あ る と 考 え 、 従 来 の 研 究 を 全て ス ト ッ プ し 、

C
O
V
I
D

－

1 9

治 療 薬 に 絞 っ て 研 究 を 進 め て いま す 。
今 回 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2） 治 療

薬 に 関 し 、 薬 剤 の 同 定 を 迅 速 に行 う こ と が で き た の は 、 こ れ まで

3 0年 に わ た っ て 収 集 し て き た

お よ そ

3 0 0 0

種 の 薬 剤 が 手 元

に あ っ た か ら で す 。 そ の 中 か ら数 種 の 候 補 薬 を 定 め て 試 験 し たと こ ろ 、 幸 い 、 試 験 管 の 中 で 有効 な 薬 剤 を ２ 、  ３ 種 同 定 す る こ とに 成 功 し ま し た 。 現 在 、 次 の 段階 と し て 製 薬 会 社 に 特 許 を 譲 渡

し 、 臨 床 試 験 に 向 け て の 研 究 を共 同 で 進 め て い ま す 。 全 く の 新薬 で す の で 、 厳 密 な 安 全 性 試 験や 動 物 動 態 実 験 を 経 て 、 臨 床 試験 に 進 む こ と に な り ま す 。 新 薬開 発 に は さ ま ざ ま な 困 難 も つ きも の で す が 、

1日 も 早 い 実 用 化

へ 向 け 、 全 力 を 挙 げ て い る と ころ で す 。 治 療 薬 は 、 ワ ク チ ン に比 べ る と ウ イ ル ス の 変 異 に 対 応し や す い と い う 強 み も あ り ま す 。ウ イ ル ス 対 策 は 、 健 康 な ヒ ト が予 防 目 的 に 接 種 す る ワ ク チ ン 、病 気 に か か っ た 人 を 治 療 す る 薬剤 、 の 二 本 立 て で 進 め る 必 要 があ る の で す 。
た だ 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス や イ ン

フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス は 、 治 っ たら 体 内 か ら 排 除 さ れ る た め 、 完全 治 癒 も 可 能 で す 。 一 方 、 わ れわ れ の 本 来 の テ ー マ で あ る レ トロ ウ イ ル ス と い う の は 、 細 胞 の中 に 入 り こ み 、 一 生 体 の 中 に 居続 け る と い う 性 質 が あ り ま す 。一 旦 体 に 入 る と 、 元 に は 戻 れ ない 。 体 に 入 っ た ウ イ ル ス を ど うや っ て 撃 退 す る か 、 と い う こ とが 世 界 共 通 の 研 究 課 題 な の で す 。い ま 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 陰 に

隠 れ て 社 会 の 関 心 が 薄 れ て い ます が 、

H
I
V

－

1感 染 者 、 エ イ

ズ 発 症 者 と も 年 々 、 増 加 し て いま す 。 ま た 、 鹿 児 島 県 に 感 染 者の 多 い

H
T
L
V

－

1、
A
T
L

に つ い て も 、 い ま だ 決 め 手 と なる 治 療 方 法 が 見 つ か っ て い ま せん 。 お よ そ

3 0年 前 、 突 如 エ イ ズ

が 社 会 に 現 れ た よ う に 、 今 後 、ど ん な 感 染 症 が 出 現 す る か と いう こ と も 未 知 で す 。 セ ン タ ー とし て 、 分 野 の 枠 を 越 え た 新 し い研 究 の あ り 方 を 模 索 す る と と もに 、 次 世 代 の 研 究 者 を 育 成 す るこ と で 知 的 財 産 を 継 承 し 、 将 来に わ た っ て 社 会 に 貢 献 す る 拠 点た る こ と を 目 指 し て い ま す 。

神 経 免 疫 学 分 野

久 保 田 龍 二  教 授

抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野

馬 場 昌 範  特 任 教 授

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

〈 神 経 免 疫 学 分 野 の ス タ ッ フ 〉〈 抗 ウ イ ル ス 化 学 療 法 研 究 分 野 の ス タ ッ フ 〉

〈 B S L 3 室 に お け る 実 験 の 様 子 〉

九 州 の

H
A
M
研 究 拠 点 と し て 、

根 治 療 法 確 立  へ 向 け 、  粘 り 強 く 歩 み 続 け る 。
3 0年 に わ た る 研 究 成 果 と 知 見 を 応 用 し 、

新 型 の 感 染 症 克 服 に 迅 速 に 臨 む 。
神 経 免 疫 学 分 野抗 ウ  イ  ル  ス 化 学 療 法 研 究 分 野 # 1# 2
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T R 三 つ の 橋 渡 し

⒈ 基 礎 研 究 の 橋 渡 し … 知  財 マ ネ ジ メ ン ト

⒉ 臨 床 研 究 へ の 橋 渡 し

非 臨 床 P O C （ Pr o of - of c o n c e pt ） 、 薬 事

⒊ 実 用 化 へ の 橋 渡 し … 産 学 連 携 （ 出 口 戦 略 ）

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

当 研 究 分 野 で は 、 持 続 感 染 に
よ り 人 を 死 に 至 ら し め る ウ イ ルス の 研 究 を 行 っ て い ま す 。 その 中 で 主 た る 守 備 範 囲 は 、 が んの 原 因 に な る 腫 瘍 ウ イ ル ス です 。 具 体 的 に は 、 Ｃ 型 肝 炎 ウ イル ス

（
H
C
V
）  、 Ｂ 型 肝 炎 ウ イ ル

ス （

H
B
V
）  、 お よ び ヒ ト Ｔ 細

胞 白 血 病 ウ イ ル ス

（
H
T
L
V

－
1） で す 。 化 学 合 成 し た ウ イ ル

ス 遺 伝 子 を 細 胞 に 導 入 し て 人 工ウ イ ル ス を 作 製 す る 「 リ バ ー スジ ェ ネ テ ィ ク ス 法 」 に よ る 研 究を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 ウ イ ルス の タ ン パ ク 質 と 宿 主 因 子 の 相互 作 用 に 関 す る 研 究 を 行 っ て いま す 。
肝 炎 ウ イ ル ス の 中 で ６ カ 月 以

上 肝 炎 が 持 続 す る 慢 性 肝 炎 を 引き 起 こ す の は 、

H
B
V
、
H
C
V
、

お よ び

H
D
V

で す 。 血 液 に よ っ

て 感 染 す る

H
B
V

や

H
C
V

に

よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 慢 性 肝 炎は 致 死 的 な 肝 硬 変 、 肝 が ん へ と進 行 し ま す 。 肝 硬 変 や 肝 が ん に進 行 す る 前 に 、 ウ イ ル ス を 排 除す る こ と が 重 要 な 予 防 策 で す 。当 分 野 の ミ ッ シ ョ ン は 、 こ れ らの ウ イ ル ス の 弱 点 を 見 つ け て 、ウ イ ル ス を 撲 滅 す る こ と で す 。
抗 ウ イ ル ス 剤 を 開 発 す る た め

に は 、 ２ つ の こ と が 必 要 に な りま す 。 １ つ は 薬 剤 の ラ イ ブ ラリ ー 、 ２ つ 目 は 、 薬 剤 の ア ッ セ

イ
※

1の た め の 培 養 細 胞 で す 。 当

セ ン タ ー 全 体 で は 約

7 0 0 0

種

の 薬 剤 ラ イ ブ ラ リ ー を 保 有 し てお り 、 ま た 、 こ れ ま で 培 っ た ウイ ル ス に 対 す る 評 価 系 の 技 術 があ り ま す 。 主 要 な ３ つ の ウ イ ルス 以 外 に も い ろ い ろ 扱 っ て い ます の で 、 現 在 は 、 こ れ ら の 薬 剤や 評 価 系 の 技 術 を 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス （

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2） に 応 用 し て 、 社 会 貢 献 す る
こ と も 使 命 の 一 つ だ と 考 え て いま す 。

人 類 が 唯 一 撲 滅 で き た ウ イ ル
ス と し て 天 然 痘 が あ り ま す が 、S

A
R
S

－

C
o
V

－

2は 撲 滅

が 難 し い 特 徴 を 持 っ て い る た め 、長 き に わ た る 付 き 合 い に な っ てい く こ と も 予 測 で き ま す 。 さ らに 今 後 、 新 興 感 染 症

※

2、 再 興 感

染 症

※

3な ど 出 現 す る こ と も 危

惧 さ れ る と こ ろ で す 。 セ ン タ ーに 新 設 さ れ た ト ラ ン ス レ ー シ ョナ ル リ サ ー チ 分 野 に 薬 事 、 薬 剤

の エ キ ス パ ー ト の 先 生 も 配 置 され ま し た の で 、 薬 剤 ラ イ ブ ラリ ー を さ ら に 拡 充 し て 、 将 来 にわ た っ て さ ま ざ ま な 感 染 症 に 迅速 に 対 応 で き る 仕 組 み を 構 築 する こ と も 、 私 た ち の 長 期 的 ミ ッシ ョ ン と 考 え て い ま す 。※

1
　 ア ッ セ イ ： 薬 剤 の 候 補 （ 化 合 物 ） が 薬に な り う る か を 調 べ る た め 、 細 胞 や 試験 管 内 等 で 活 性 や 反 応 を 定 住 的 、 ま たは 定 量 的 に 測 定 す る 方 法

※

2
　 新 興 感 染 症 ： 新 し い 病 原 体 に よ る 感 染症

※

3
　 再 興 感 染 症 ： か つ て 存 在 し た 感 染 症 で 、一 旦 封 じ 込 め た か に 見 え た も の の 再 び流 行 を 見 せ て い る 感 染 症

ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ー
チ （

T
R
） と は 、 一 般 に は 馴 染

み の な い 言 葉 で す が 、 ひ と 言 でい う と 、 大 学 で 行 わ れ た 基 礎 研究 の 結 果 を 、 患 者 さ ん の 治 療 や診 断 に つ な げ る 「 橋 渡 し 研 究 」と い う 意 味 で す 。

2 0 0 3

年 に

米 国 医 学 研 究 所 で 定 義 さ れ た もの で す 。
あ る 化 合 物 が 薬 剤 と し て 有 効

か ど う か 判 定 す る 場 合 、 基 礎 研究 に お い て は 比 較 的 シ ン プ ル に結 果 が 出 る の で す が 、 患 者 さ んに 持 っ て い く ま で に は 、 そ こ から 非 常 に 複 雑 な プ ロ セ ス を 経 る必 要 が あ り ま す 。 細 胞 を 使 う 実験 や 動 物 実 験 な ど に よ っ て 行 う「 非 臨 床 試 験 」 で

P
O
C
※

1を 確

保 で き た ら 、 よ う や く 次 に ヒ トに よ る 「 臨 床 試 験 」 に 進 む こ とが で き ま す 。 臨 床

P
O
C

を 獲

得 で き る と 、 そ の 先 に 実 用 化 の可 能 性 が 見 え て き ま す 。 そ の 間に は 多 く の 煩 雑 な 手 続 き や ル ール が あ り 、 一 つ の 薬 剤 が 製 品 とし て 世 に 出 る ま で 通 常 ９ 〜

1 5年

ほ ど か か り ま す 。 製 薬 企 業 の 研究 は 、 薬 剤 の ニ ー ズ や マ ー ケ ット に 基 く 目 的 （ 出 口 ） が あ っ て研 究 を 進 め て お り 、 薬 事

※

2や 臨

床 開 発 部 門 が そ の 研 究 成 果 を 引き 継 い で 医 薬 品 ま で 仕 上 げ ま すが 、 学 術 機 関 で あ る 大 学 は 非 常に レ ベ ル の 高 い 研 究 が あ る に も

か か わ らず 、 研 究以 降 の サポ ー ト 機能 が な いこ と か ら基 礎 研 究の  「 出 口 」に つ な がる プ ロ セス が 不 十分 な の です 。
現 在 、

馬 場 先 生 が 製 薬 会 社 と 共 同 で 研究 を 進 め ら れ て い る 事 例 の よ うに 、 研 究 の 見 通 し が あ る 程 度 つい た 時 点 で 、 製 薬 企 業 に つ な ぐこ と も 必 要 で す 。 そ の た め に は情 報 管 理 や 特 許 関 連 な ど の 知 財マ ネ ジ メ ン ト 、 出 口 戦 略 も 必 要に な っ て き ま す 。 ま た 、 国 際 見本 市 な ど へ の 参 加 を 通 じ 、 研 究シ ー ズ を 製 薬 企 業 に ア ピ ー ル す

る こ と も 私 た ち の 責 務 だ と 考 えて い ま す 。
こ れ ま で 大 学 で あ ま り 馴 染 み

の な か っ た 分 野 で す の で 、 ま だ認 知 度 は 低 い 分 野 で す が 、 本 学の 「 進 取 の 精 神 」 に 則 り 、 セ ンタ ー の み な ら ず 学 内 に 対 し て も研 究 シ ー ズ の 「 橋 渡 し 」 に つ いて の 浸 透 を 図 り 、 大 学 の 社 会 貢献 に 資 す る こ と が で き れ ば 幸 いで す 。※

1
P
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：

P
ro

of
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f

C
o
n
c
e
pt研 究 開 発 中

で あ る 新 薬 候 補 物 質 の 有 用 性 や 効 果 が認 め ら れ る こ と 。

※

2
　 薬 事 ： 製 薬 会 社 等 に お い て 医 薬 品 の 承認 申 請 や 社 内 に お け る 監 査 ・ 教 育 を 行う 仕 事 。 厚 生 労 働 省 へ 提 出 す る 申 請 書作 成 や 製 品 の 添 付 文 書 の 作 成 ・ 改 訂 を行 う ほ か 、 厚 生 労 働 省 と の 折 衝 ・ 申 請業 務 を 行 う 。

ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 分 野

池 田 正 徳  教 授

ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ  ー チ  分  野

須 藤 正 幸  特 任 教 授

〈 ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 分 野 の ス タ ッ フ 〉〈 ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ー チ  分  野  の ス タ ッ フ 〉

薬 剤 ラ イ ブ ラ リ ー と 評 価 系 技 術 を 強 み に 、ウ イ ル  ス 学 の 拠 点 と し て 研 究 活 動 を 推 進 。創 薬 研 究 の 実 用 化 を 後 押 し す る 、「 橋 渡 し 」  の  エ  キ ス  パ  ー ト 部 門 。
ウ  イ  ル  ス 情 報 テ ク  ノ  ロ ジ  ー 研 究 分 野ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョ  ナ  ル  リ サ  ー チ 分 野 # 3# 4

バ イ オ ジ ャ パ ン 2 0 2 0 @ 横 浜 活 動 風 景
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T R 三 つ の 橋 渡 し

⒈ 基 礎 研 究 の 橋 渡 し … 知  財 マ ネ ジ メ ン ト

⒉ 臨 床 研 究 へ の 橋 渡 し

非 臨 床 P O C （ Pr o of - of c o n c e pt ） 、 薬 事

⒊ 実 用 化 へ の 橋 渡 し … 産 学 連 携 （ 出 口 戦 略 ）

特 集

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て 世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進 ～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、そ し て こ れ か ら ～

鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス

当 研 究 分 野 で は 、 持 続 感 染 に
よ り 人 を 死 に 至 ら し め る ウ イ ルス の 研 究 を 行 っ て い ま す 。 その 中 で 主 た る 守 備 範 囲 は 、 が んの 原 因 に な る 腫 瘍 ウ イ ル ス です 。 具 体 的 に は 、 Ｃ 型 肝 炎 ウ イル ス

（
H
C
V
）  、 Ｂ 型 肝 炎 ウ イ ル

ス （

H
B
V
）  、 お よ び ヒ ト Ｔ 細

胞 白 血 病 ウ イ ル ス

（
H
T
L
V

－

1） で す 。 化 学 合 成 し た ウ イ ル

ス 遺 伝 子 を 細 胞 に 導 入 し て 人 工ウ イ ル ス を 作 製 す る 「 リ バ ー スジ ェ ネ テ ィ ク ス 法 」 に よ る 研 究を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 ウ イ ルス の タ ン パ ク 質 と 宿 主 因 子 の 相互 作 用 に 関 す る 研 究 を 行 っ て いま す 。
肝 炎 ウ イ ル ス の 中 で ６ カ 月 以

上 肝 炎 が 持 続 す る 慢 性 肝 炎 を 引き 起 こ す の は 、

H
B
V
、
H
C
V
、

お よ び

H
D
V

で す 。 血 液 に よ っ

て 感 染 す る

H
B
V

や

H
C
V

に

よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 慢 性 肝 炎は 致 死 的 な 肝 硬 変 、 肝 が ん へ と進 行 し ま す 。 肝 硬 変 や 肝 が ん に進 行 す る 前 に 、 ウ イ ル ス を 排 除す る こ と が 重 要 な 予 防 策 で す 。当 分 野 の ミ ッ シ ョ ン は 、 こ れ らの ウ イ ル ス の 弱 点 を 見 つ け て 、ウ イ ル ス を 撲 滅 す る こ と で す 。
抗 ウ イ ル ス 剤 を 開 発 す る た め

に は 、 ２ つ の こ と が 必 要 に な りま す 。 １ つ は 薬 剤 の ラ イ ブ ラリ ー 、 ２ つ 目 は 、 薬 剤 の ア ッ セ

イ
※

1の た め の 培 養 細 胞 で す 。 当

セ ン タ ー 全 体 で は 約
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の 薬 剤 ラ イ ブ ラ リ ー を 保 有 し てお り 、 ま た 、 こ れ ま で 培 っ た ウイ ル ス に 対 す る 評 価 系 の 技 術 があ り ま す 。 主 要 な ３ つ の ウ イ ルス 以 外 に も い ろ い ろ 扱 っ て い ます の で 、 現 在 は 、 こ れ ら の 薬 剤や 評 価 系 の 技 術 を 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス （

S
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－
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－

2） に 応 用 し て 、 社 会 貢 献 す る
こ と も 使 命 の 一 つ だ と 考 え て いま す 。

人 類 が 唯 一 撲 滅 で き た ウ イ ル
ス と し て 天 然 痘 が あ り ま す が 、S

A
R
S

－

C
o
V

－
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染 症

※

3な ど 出 現 す る こ と も 危

惧 さ れ る と こ ろ で す 。 セ ン タ ーに 新 設 さ れ た ト ラ ン ス レ ー シ ョナ ル リ サ ー チ 分 野 に 薬 事 、 薬 剤

の エ キ ス パ ー ト の 先 生 も 配 置 され ま し た の で 、 薬 剤 ラ イ ブ ラリ ー を さ ら に 拡 充 し て 、 将 来 にわ た っ て さ ま ざ ま な 感 染 症 に 迅速 に 対 応 で き る 仕 組 み を 構 築 する こ と も 、 私 た ち の 長 期 的 ミ ッシ ョ ン と 考 え て い ま す 。※
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　 再 興 感 染 症 ： か つ て 存 在 し た 感 染 症 で 、一 旦 封 じ 込 め た か に 見 え た も の の 再 び流 行 を 見 せ て い る 感 染 症

ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ー
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） と は 、 一 般 に は 馴 染

み の な い 言 葉 で す が 、 ひ と 言 でい う と 、 大 学 で 行 わ れ た 基 礎 研究 の 結 果 を 、 患 者 さ ん の 治 療 や診 断 に つ な げ る 「 橋 渡 し 研 究 」と い う 意 味 で す 。
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米 国 医 学 研 究 所 で 定 義 さ れ た もの で す 。
あ る 化 合 物 が 薬 剤 と し て 有 効

か ど う か 判 定 す る 場 合 、 基 礎 研究 に お い て は 比 較 的 シ ン プ ル に結 果 が 出 る の で す が 、 患 者 さ んに 持 っ て い く ま で に は 、 そ こ から 非 常 に 複 雑 な プ ロ セ ス を 経 る必 要 が あ り ま す 。 細 胞 を 使 う 実験 や 動 物 実 験 な ど に よ っ て 行 う「 非 臨 床 試 験 」 で
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保 で き た ら 、 よ う や く 次 に ヒ トに よ る 「 臨 床 試 験 」 に 進 む こ とが で き ま す 。 臨 床
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得 で き る と 、 そ の 先 に 実 用 化 の可 能 性 が 見 え て き ま す 。 そ の 間に は 多 く の 煩 雑 な 手 続 き や ル ール が あ り 、 一 つ の 薬 剤 が 製 品 とし て 世 に 出 る ま で 通 常 ９ 〜
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ほ ど か か り ま す 。 製 薬 企 業 の 研究 は 、 薬 剤 の ニ ー ズ や マ ー ケ ット に 基 く 目 的 （ 出 口 ） が あ っ て研 究 を 進 め て お り 、 薬 事

※

2や 臨

床 開 発 部 門 が そ の 研 究 成 果 を 引き 継 い で 医 薬 品 ま で 仕 上 げ ま すが 、 学 術 機 関 で あ る 大 学 は 非 常に レ ベ ル の 高 い 研 究 が あ る に も

か か わ らず 、 研 究以 降 の サポ ー ト 機能 が な いこ と か ら基 礎 研 究の  「 出 口 」に つ な がる プ ロ セス が 不 十分 な の です 。
現 在 、

馬 場 先 生 が 製 薬 会 社 と 共 同 で 研究 を 進 め ら れ て い る 事 例 の よ うに 、 研 究 の 見 通 し が あ る 程 度 つい た 時 点 で 、 製 薬 企 業 に つ な ぐこ と も 必 要 で す 。 そ の た め に は情 報 管 理 や 特 許 関 連 な ど の 知 財マ ネ ジ メ ン ト 、 出 口 戦 略 も 必 要に な っ て き ま す 。 ま た 、 国 際 見本 市 な ど へ の 参 加 を 通 じ 、 研 究シ ー ズ を 製 薬 企 業 に ア ピ ー ル す

る こ と も 私 た ち の 責 務 だ と 考 えて い ま す 。
こ れ ま で 大 学 で あ ま り 馴 染 み

の な か っ た 分 野 で す の で 、 ま だ認 知 度 は 低 い 分 野 で す が 、 本 学の 「 進 取 の 精 神 」 に 則 り 、 セ ンタ ー の み な ら ず 学 内 に 対 し て も研 究 シ ー ズ の 「 橋 渡 し 」 に つ いて の 浸 透 を 図 り 、 大 学 の 社 会 貢献 に 資 す る こ と が で き れ ば 幸 いで す 。※
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で あ る 新 薬 候 補 物 質 の 有 用 性 や 効 果 が認 め ら れ る こ と 。

※

2
　 薬 事 ： 製 薬 会 社 等 に お い て 医 薬 品 の 承認 申 請 や 社 内 に お け る 監 査 ・ 教 育 を 行う 仕 事 。 厚 生 労 働 省 へ 提 出 す る 申 請 書作 成 や 製 品 の 添 付 文 書 の 作 成 ・ 改 訂 を行 う ほ か 、 厚 生 労 働 省 と の 折 衝 ・ 申 請業 務 を 行 う 。

ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 分 野

池 田 正 徳  教 授

ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ  ー チ  分  野

須 藤 正 幸  特 任 教 授

〈 ウ イ ル ス 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 分 野 の ス タ ッ フ 〉〈 ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ー チ  分  野  の ス タ ッ フ 〉

薬 剤 ラ イ ブ ラ リ ー と 評 価 系 技 術 を 強 み に 、ウ イ ル  ス 学 の 拠 点 と し て 研 究 活 動 を 推 進 。創 薬 研 究 の 実 用 化 を 後 押 し す る 、「 橋 渡 し 」  の  エ  キ ス  パ  ー ト 部 門 。
ウ  イ  ル  ス 情 報 テ ク  ノ  ロ ジ  ー 研 究 分 野ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョ  ナ  ル  リ サ  ー チ 分 野 # 3# 4

バ イ オ ジ ャ パ ン 2 0 2 0 @ 横 浜 活 動 風 景
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世 界 を 学 び 、 考 え 、
自 ら の 価 値 観 を

相 対 化 す る 。

鹿 児 島 大 学 総 合 科 学 域 総 合 教 育 学 系 総 合 教 育 機 構 

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

［ 学 位 ］ 神 戸 大 学 大 学 院 博 士 後 期 課 程 単 位 取 得 退 学 　

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 国 際 政 治 学 会 、 日 本 中 東 学 会 、 日 本 平 和 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 国 際 関 係 論 、 イ ラ ン 地 域 研 究

［ 研 究 テ ー マ ］ イ ラ ン の 女 性 と 子 ど も の 権 利 、 日 本 に お け

る 外 国 人 移 民 問 題

森 田 豊 子 (  も り た  ・  と よ こ )  特 任 准 教 授

森 田

　 豊 子

特 任 准 教 授

「 グ  ロ  ー  バ  ル  社 会 を 生 き  る 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

の 偏 見 に つ い て 触 れ る と き 、  パ ソ コ ンの カ メ ラ の 前 で 森 田 先 生 は 、  ム ス リ ム女 性 の 象 徴 で あ る 黒 い ベ ー ル を 身 に まと う 。  「 イ ラ ン で 買 い ま し た 。  イ ス ラ ーム で は 、  女 性 を 家 族 以 外 の 男 性 か ら 守る た め の も の だ と 考 え ら れ て い る の です が 、  ヨ ー ロ ッ パ で は 女 性 を 抑 圧 す るシ ン ボ ル と さ れ 、

2 0 0 4

年 以 降 フ ラ

ン ス な ど で ヴ  ェ ー ル 着 用 を 禁 止 す る 法律 が い く つ も 制 定 さ れ ま し た 。  日 本 はど う し た ら よ  い  で し ょ う ？

学 校 で 男 性

教 師 の 前 で 水 着 に な れ な い と い う ム スリ ム の 女 子 が い た ら ど う し ま す か ？ 」  。森 田 先 生 の 話 に 引 き 込 ま れ 、  自 然 と 視野 が 海 外 へ と 広 が っ て い く 。  と 同 時 に 、日 ご ろ い か に 視 線 を 外 へ 向 け て い な いか 、  と い う こ と に 気 づ か さ れ る 。「
9
・
1 1

の 後 、  イ ス ラ ー ム は 怖 い と

い う イ メ ー ジ が 広 ま る な か で 、  物 事 を一 方 的 に 見 な い よ う に す る と い う こと が 大 事 だ と い う こ と を 伝 え て き まし た 。  「 ム ス リ ム は 戦 争 ば か り し て いる 」  と し て 、  植 民 地 支 配 を 受 け て き た歴 史 や 西 洋 中 心 的 な 世 界 の 構 造 に 気づ か な い 人 が 多 い で す 。  世 界 を 語 る 上で イ ス ラ ー ム か ら 見 た 視 点 で 語 る とい う の は 、  多 様 な 価 値 観 を 考 え る 良 い訓 練 に な り ま す 」  。  授 業 を 受 け て 、  何 が正 し い の か 分 か ら な く な り ま し た 、  と言 わ れ る の が

一
番 嬉 し い 、  と 森 田 先

生 は 笑 う 。

授 業 終 盤 、  ブ レ イ ク ア ウ ト ル ー ム を
作 り 、  オ ン ラ イ ン に よ る グ ル ー プ 討 論の 時 間 が 設 け ら れ た 。  「 女 性 兵 士 、  中 絶と 同 性 婚 、  ベ ー ル の 話 、  ど れ で も い い ので 話 し 合 っ て く だ さ い 」  。  各 グ ル ー プ の発 表 で は  「 日 本 に 暮 ら し て い て ジ ェ ンダ ー ギ ャ ッ プ に つ い て こ れ ま で 自 覚 する こ と が な か  っ た 」  「 日 本 で は 宗 教 的 縛り が な い こ と も あ り 、  同 性 婚 に つ い ては 法 的 に も 個 人 の 自 由 を 拡 大 す べ きで は な い か 」  「 イ ス ラ ー ム か ら 見 る と 、女 性 が 肌 を 露 出 す る 欧 米 の 水 着 の 方が 女 性 差 別 と い う 考 え 方 に な る の では 」  な ど 、  さ ま ざ ま に 考 え を 巡 ら せ た 意見 が 出 さ れ た 。

　 「 た と え 海 外 に 行 く こ と が で き な くと も 、  グ ロ ー バ ル な 視 点 や マ イ ン ド を学 ぶ こ と は で き る は ず 」  。  グ ロ ー バ ル セン タ ー が 発 行 し た 今 年 度 の  「 海 外 研 修ノ ー ト 」  に 記 さ れ た メ ッ セ ー ジ は 、  森 田先 生 の 思 い で も あ る 。

　 冷 戦 と は 何 か 、  平 和 と は 何 か 、  国 際
経 済 の し く み 、  人 権 と は 何 か 、  ナ シ ョナ リ ズ ム と は 何 か 、  移 民 の 問 題 。  グロ ー バ ル セ ン タ ー の 森 田 豊 子 先 生 が担 当 す る 講 義  「 グ ロ ー バ ル 社 会 を 生 きる 」  は 、  さ ま ざ ま な 角 度 か ら 国 際 社 会に つ い て 学 び 、  考 察 す る カ リ キ ュ ラ ムが 組 ま れ て い る 。  あ る

1
日 、  オ ン ラ イ

ン 授 業 を 行 う 森 田 先 生 の 研 究 室 に 潜入 し て 、  そ の 講 義 風 景 を 見 学 さ せ て いた だ い た 。
　 こ の 日 の 授 業 の テ ー マ は  「 世 界 に お

け る ジ ェ ン ダ ー 」  。  ジ ェ ン ダ ー と は 、  生物 学 的 な 性 別 に 対 し 、  社 会 的  ・  文 化 的に つ く ら れ る 性 別 の こ と 。  「 現 在 、  日 本の ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ 指 数 は 、

1 5 3

カ 国 中

1 2 1

位 。  ア ジ ア の 韓 国 や 中 国

に 比 べ て も 、  日 本 は 断 然 低 い で す 。  健 康や 教 育 の 格 差 は そ ん な に 大 き く あ りま せ ん が 、  一 番 低 い の は 政 治 分 野 へ の

進 出  （

1 4 4

位 ）  と 経 済 格 差  （

1 1 5

位 ）

で す 」  。  森 田 先 生 は 、

1 0 0

年 前 の イ ギ

リ ス で サ フ ラ ジ  ェ  ッ ト と 名 乗 る 女 性 たち が 起 こ し た 参 政 権 運 動 を 描 い た 映画 を 紹 介 し 、  か つ て 全 世 界 で 女 性 の 参政 権 が 認 め ら れ て い な か  っ た 事 実 に つい て 語 る 。  「 ど こ で 差 が 出 て き た の でし ょ う ？ 」  。

3
分 の

2
を 女 性 が 占 め る

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 閣 僚 の 写 真 を 示し 、  問 い か け る 。  「 下 院 に お い て 、  女 性 議員 数 の 占 め る 割 合 は 世 界 で 平 均 お よそ

2 0%
、  １ 位 の ル ワ ン ダ で は

5 0%
を 超

え て い ま す 。  日 本 で は ク ォ ー タ ー 制

※の

導 入 も ま だ 早 い の で は 、  と い う 声 も あり ま す が 、  世 界 を 見 る と か な り 遅 れ てい る と い う の が わ か る 。  こ れ を 変 え てい く の か 、  変 え た く な い の か 。  皆 さ ん の考 え 方 が 大 事 で す 」
　 森 田 先 生 の 専 門 は 、  イ ラ ン を 中 心 と

す る 現 代 中 東 地 域 研 究 と 国 際 関 係 論 。イ ラ ン な ど 海 外 で の フ ィ ー ル ド 研 究 の経 験 も 豊 富 で 、  そ の 語 り 口 は 臨 場 感 にあ ふ れ て い る 。  戦 争 と 女 性 、  中 絶 や 同性 婚 に 関 す る 海 外 の 議 論 と 宗 教 の 関係 な ど 、  自 身 の 見 聞 き し た 事 柄 や 映画 、  書 籍 、  漫 画 の 紹 介 を 交 え つ つ 話 が進 め ら れ る 。  イ ス ラ ー ム に 対 す る 諸 国

潜 入 ル ポ

1 5 3 カ 国 中 1 2 1 位

ど ん な 状 況 に 置 か れ て も

揺 さ ぶ ら れ て 、混 乱 し て 、  見 つ け て ほ し い

※ 人 口 比 に 基 づ き 議 員 や 管 理 職 の 一 定 割 合 を 女 性 に 振 り 分 け る 制 度
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世 界 を 学 び 、 考 え 、
自 ら の 価 値 観 を

相 対 化 す る 。

鹿 児 島 大 学 総 合 科 学 域 総 合 教 育 学 系 総 合 教 育 機 構 

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

［ 学 位 ］ 神 戸 大 学 大 学 院 博 士 後 期 課 程 単 位 取 得 退 学 　

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 国 際 政 治 学 会 、 日 本 中 東 学 会 、 日 本 平 和 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 国 際 関 係 論 、 イ ラ ン 地 域 研 究

［ 研 究 テ ー マ ］ イ ラ ン の 女 性 と 子 ど も の 権 利 、 日 本 に お け

る 外 国 人 移 民 問 題

森 田 豊 子 (  も り た  ・  と よ こ )  特 任 准 教 授

森 田

　 豊 子

特 任 准 教 授

「 グ  ロ  ー  バ  ル  社 会 を 生 き  る 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

の 偏 見 に つ い て 触 れ る と き 、  パ ソ コ ンの カ メ ラ の 前 で 森 田 先 生 は 、  ム ス リ ム女 性 の 象 徴 で あ る 黒 い ベ ー ル を 身 に まと う 。  「 イ ラ ン で 買 い ま し た 。  イ ス ラ ーム で は 、  女 性 を 家 族 以 外 の 男 性 か ら 守る た め の も の だ と 考 え ら れ て い る の です が 、  ヨ ー ロ ッ パ で は 女 性 を 抑 圧 す るシ ン ボ ル と さ れ 、

2 0 0 4

年 以 降 フ ラ

ン ス な ど で ヴ  ェ ー ル 着 用 を 禁 止 す る 法律 が い く つ も 制 定 さ れ ま し た 。  日 本 はど う し た ら よ  い  で し ょ う ？

学 校 で 男 性

教 師 の 前 で 水 着 に な れ な い と い う ム スリ ム の 女 子 が い た ら ど う し ま す か ？ 」  。森 田 先 生 の 話 に 引 き 込 ま れ 、  自 然 と 視野 が 海 外 へ と 広 が っ て い く 。  と 同 時 に 、日 ご ろ い か に 視 線 を 外 へ 向 け て い な いか 、  と い う こ と に 気 づ か さ れ る 。「
9
・
1 1

の 後 、  イ ス ラ ー ム は 怖 い と

い う イ メ ー ジ が 広 ま る な か で 、  物 事 を一 方 的 に 見 な い よ う に す る と い う こと が 大 事 だ と い う こ と を 伝 え て き まし た 。  「 ム ス リ ム は 戦 争 ば か り し て いる 」  と し て 、  植 民 地 支 配 を 受 け て き た歴 史 や 西 洋 中 心 的 な 世 界 の 構 造 に 気づ か な い 人 が 多 い で す 。  世 界 を 語 る 上で イ ス ラ ー ム か ら 見 た 視 点 で 語 る とい う の は 、  多 様 な 価 値 観 を 考 え る 良 い訓 練 に な り ま す 」  。  授 業 を 受 け て 、  何 が正 し い の か 分 か ら な く な り ま し た 、  と言 わ れ る の が

一
番 嬉 し い 、  と 森 田 先

生 は 笑 う 。

授 業 終 盤 、  ブ レ イ ク ア ウ ト ル ー ム を
作 り 、  オ ン ラ イ ン に よ る グ ル ー プ 討 論の 時 間 が 設 け ら れ た 。  「 女 性 兵 士 、  中 絶と 同 性 婚 、  ベ ー ル の 話 、  ど れ で も い い ので 話 し 合 っ て く だ さ い 」  。  各 グ ル ー プ の発 表 で は  「 日 本 に 暮 ら し て い て ジ ェ ンダ ー ギ ャ ッ プ に つ い て こ れ ま で 自 覚 する こ と が な か  っ た 」  「 日 本 で は 宗 教 的 縛り が な い こ と も あ り 、  同 性 婚 に つ い ては 法 的 に も 個 人 の 自 由 を 拡 大 す べ きで は な い か 」  「 イ ス ラ ー ム か ら 見 る と 、女 性 が 肌 を 露 出 す る 欧 米 の 水 着 の 方が 女 性 差 別 と い う 考 え 方 に な る の では 」  な ど 、  さ ま ざ ま に 考 え を 巡 ら せ た 意見 が 出 さ れ た 。

　 「 た と え 海 外 に 行 く こ と が で き な くと も 、  グ ロ ー バ ル な 視 点 や マ イ ン ド を学 ぶ こ と は で き る は ず 」  。  グ ロ ー バ ル セン タ ー が 発 行 し た 今 年 度 の  「 海 外 研 修ノ ー ト 」  に 記 さ れ た メ ッ セ ー ジ は 、  森 田先 生 の 思 い で も あ る 。

　 冷 戦 と は 何 か 、  平 和 と は 何 か 、  国 際
経 済 の し く み 、  人 権 と は 何 か 、  ナ シ ョナ リ ズ ム と は 何 か 、  移 民 の 問 題 。  グロ ー バ ル セ ン タ ー の 森 田 豊 子 先 生 が担 当 す る 講 義  「 グ ロ ー バ ル 社 会 を 生 きる 」  は 、  さ ま ざ ま な 角 度 か ら 国 際 社 会に つ い て 学 び 、  考 察 す る カ リ キ ュ ラ ムが 組 ま れ て い る 。  あ る

1
日 、  オ ン ラ イ

ン 授 業 を 行 う 森 田 先 生 の 研 究 室 に 潜入 し て 、  そ の 講 義 風 景 を 見 学 さ せ て いた だ い た 。
　 こ の 日 の 授 業 の テ ー マ は  「 世 界 に お

け る ジ ェ ン ダ ー 」  。  ジ ェ ン ダ ー と は 、  生物 学 的 な 性 別 に 対 し 、  社 会 的  ・  文 化 的に つ く ら れ る 性 別 の こ と 。  「 現 在 、  日 本の ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ 指 数 は 、

1 5 3

カ 国 中

1 2 1

位 。  ア ジ ア の 韓 国 や 中 国

に 比 べ て も 、  日 本 は 断 然 低 い で す 。  健 康や 教 育 の 格 差 は そ ん な に 大 き く あ りま せ ん が 、  一 番 低 い の は 政 治 分 野 へ の

進 出  （

1 4 4

位 ）  と 経 済 格 差  （

1 1 5

位 ）

で す 」  。  森 田 先 生 は 、

1 0 0

年 前 の イ ギ

リ ス で サ フ ラ ジ  ェ  ッ ト と 名 乗 る 女 性 たち が 起 こ し た 参 政 権 運 動 を 描 い た 映画 を 紹 介 し 、  か つ て 全 世 界 で 女 性 の 参政 権 が 認 め ら れ て い な か  っ た 事 実 に つい て 語 る 。  「 ど こ で 差 が 出 て き た の でし ょ う ？ 」  。

3
分 の

2
を 女 性 が 占 め る

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 閣 僚 の 写 真 を 示し 、  問 い か け る 。  「 下 院 に お い て 、  女 性 議員 数 の 占 め る 割 合 は 世 界 で 平 均 お よそ

2 0%
、  １ 位 の ル ワ ン ダ で は

5 0%
を 超

え て い ま す 。  日 本 で は ク ォ ー タ ー 制

※の

導 入 も ま だ 早 い の で は 、  と い う 声 も あり ま す が 、  世 界 を 見 る と か な り 遅 れ てい る と い う の が わ か る 。  こ れ を 変 え てい く の か 、  変 え た く な い の か 。  皆 さ ん の考 え 方 が 大 事 で す 」
　 森 田 先 生 の 専 門 は 、  イ ラ ン を 中 心 と

す る 現 代 中 東 地 域 研 究 と 国 際 関 係 論 。イ ラ ン な ど 海 外 で の フ ィ ー ル ド 研 究 の経 験 も 豊 富 で 、  そ の 語 り 口 は 臨 場 感 にあ ふ れ て い る 。  戦 争 と 女 性 、  中 絶 や 同性 婚 に 関 す る 海 外 の 議 論 と 宗 教 の 関係 な ど 、  自 身 の 見 聞 き し た 事 柄 や 映画 、  書 籍 、  漫 画 の 紹 介 を 交 え つ つ 話 が進 め ら れ る 。  イ ス ラ ー ム に 対 す る 諸 国

潜 入 ル ポ

1 5 3 カ 国 中 1 2 1 位

ど ん な 状 況 に 置 か れ て も

揺 さ ぶ ら れ て 、混 乱 し て 、  見 つ け て ほ し い

※ 人 口 比 に 基 づ き 議 員 や 管 理 職 の 一 定 割 合 を 女 性 に 振 り 分 け る 制 度
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思 っ て 教 え て い る 、  と 一 人 の先 生 に 言 わ れ て 。  ６ 年 間 も 在籍 し た が 、  こ の 言 葉 を 聞 け て良 か っ た 」  。  ひ と 段 落 し た ら 、鹿 大 で 学 び 直 し た い 、  と 母 校へ の 思 い を 語 り ま す 。
　 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム に は 、  受

賞 を き っ か け に 視 察 や 見 学に 訪 れ る 人 も 増 え ま し た 。
「 外 と 中 を つ な ぐ 場 所 」  と し

て 秦 泉 寺 さ ん は 昨 年 、  カ フ ェを オ ー プ ン 。  景 観 を 引 き た てる そ の ユ ニ ー ク な デ ザ イ ンは 、

2 0 2 1

年 、  鹿 児 島 県 の

主 催 す る 第

7
回  「 人  ・  ま ち  ・

デ ザ イ ン 賞 」  を 受 賞 し ま した 。  次 な る 取 り 組 み と し て 、地 域 の 高 齢 者 を バ ス で 送 迎し 、  買 い 物 と 食 事 を 楽 し ん でも ら え る 新 た な ソ ー シ ャ ルビ ジ ネ ス を 企 画 し て い ま す 。
「 出 る 杭 は 打 た れ る 、  と 言 う

け ど 、  出 過 ぎ た ら 、  流 れ を 作れ る 人 間 に な れ る 。  若 い 人 たち に 、  も っ と 出 て し ま え 、  と言 い た い で す ね 」  。  笑 う 秦 泉寺 さ ん の 肩 越 し に 、  実 家 の 畑か ら 移 植 し 、  こ の 地 に 根 づ いた ブ ル ー ベ リ ー の 木 が 見 えま し た 。

あ る 人 が  「 転 ば な い で 」  生 きて い け る 社 会 へ の 思 い を 語り ま す 。
　 秦 泉 寺 さ ん の こ れ ま で の

道 の り は  「 お よ そ 順 風 満 帆と は 程 遠 い 」  も の で し た 。  本学 入 学 前 は 、  医 学 部 を 目 指し な が ら

3
年 を 費 や し 、

4

年 目 の 春 、  仕 方 な く 鹿 児 島へ 。  「 仮 面 浪 人 で も し て 、  また ど こ か の 医 学 部 を 受 け よう と 考 え て い た と こ ろ 、  『 浪人 時 代 も 含 め

4
年 分 の 学 費

は 出 し た か ら 、  あ と は 自 力で 卒 業 を 』  と い う 、  ま さ か の電 話 が 母 か ら あ っ て 」  。  医 学へ の 道 を 断 念 し た 秦 泉 寺 さん は 、  絶 望 の な か 、  塾 講 師 、ガ ソ リ ン ス タ ン ド と 深 夜 まで ア ル バ イ ト を 掛 け 持 ち し 、紆 余 曲 折 の

6
年 間 の 学 生 生

活 を 経 て 卒 業 証 書 を 手 に しま す 。  「 物 理 を 学 び た く て 入学 し た わ け で は な か っ た 為に 、  物 理 を 学 ん で 何 に な ると 悩 ん だ こ と も あ り ま す 。で も あ る 時 、  物 理 は 物 事 を論 理 的 に 考 察 す る 力 を 身 につ け る 根 源 的 ツ ー ル 。  社 会に 出 て か ら も 役 に 立 つ と

賞 は 嬉 し い け ど 、  本当 は 、  障 が い を 持 つ

方 へ の 支 援 が 当 た り 前 の こと に な る の が 一 番 じ ゃ な いか と 思 い ま す 」  。  南 さ つ ま 市を 拠 点 に 農 産 物 生 産  ・  加 工を 手 が け る

㈱

南 風 ベ ジ

フ ァ ー ム は

2 0 1 5

年 、  障

が い 者 福 祉 事 業 を ス タ ート 。

5
年 間 で 障 が い 者

4 0人

を 含 む

6 0人 の 雇 用 を 創 出 し 、

農 作 業 の 受 委 託 を 通 じ 地 域の 農 家 の 負 担 を 軽 減 し て いる 点 な ど が 評 価 さ れ 、  農 林水 産 省 に よ る

2 0 1 9

年 度

「 デ ィ ス カ バ ー 農 山 漁 村  （ む
ら ）  の 宝 」  全 国 優 良 事 例 の 一つ と し て 選 ば れ ま し た 。  「 特に 高 齢 化 が 進 む 地 域 で は 、働 き 手 不 足 は 切 実 。  障 が いが あ る 方 を 支 援 す る 、  と いう の で は な く 、  障 が い が ある 方 で も 働 け る 施 設 を 作 って 、  会 社 も 利 用 者 さ ん も 地域 も

wi n

‐
wi n

の 関 係

に な れ る モ デ ル を 作 っ た んで す 」  。  同 社 を 主 宰 す る 理 学部
O B

の 秦 泉 寺 弘 さ ん は 、

活 動 が 評 価 さ れ た こ と へ の喜 び と と も に 、  ハ ン デ ィ の

「 受

2

1 3

5

64

7

1 波 打 つ よ う な 屋 根 を の せ た お し ゃ れ な カ フ ェ を 令 和 ２ 年 ９ 月 に オ ー プ ン 。 イ メ ー ジ は 国 立 競 技 場 。 　 2 「 よ そ も の の 自 分 と 、 地 域 の 人 と が 交 流 す る 場 が 作 り た か っ た 」 と い

う カ フ ェ 店 内 。 自 然 光 差 し 込 む 心 地 よ い 空 間 で す 。 　 3 ハ ウ ス 内 に は 、 イ ス ラ エ ル の 農 法 を ヒ ン ト に 考 案 し た 高 床 式 砂 栽 培 施 設 を 設 置 。 青 菜 の 濃 い 香 り が そ の 品 質 を 物 語 っ

て い ま す 。 　 4 自 社 農 園 で 育 て た 野 菜 を 味 わ っ て も ら う た め に 作 り 出 し た サ ラ ダ の よ う な ピ ザ 。 野 菜 て ん こ 盛 り で 生 地 が 見 え ま せ ん 。 　 5 「 利 用 者 さ ん 一 人 一 人 を 矯 正 す る

の で は な く 、 そ れ ぞ れ 無 理 な く 働 く こ と の で き る 環 境 づ く り が ト ッ プ の 仕 事 」 と い う の が 秦 泉 寺 さ ん の ポ リ シ ー 。 　 6 「 商 品 や サ ー ビ ス を 売 り に い く の で は な く 、 人 が 買 い に 来

る よ う な も の を 作 れ ば い い 」 。 ビ ジ ネ ス の 奥 義 を 実 践 す る 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム で す 。 　 7 鹿 児 島 大 学 研 究 室 で の 一 コ マ 。 友 人 た ち が １ 年 早 く 卒 業 し た 卒 業 式 の 日 の 写 真 。

非 営 利 型 一 般 社 団 法 人 南 風 代 表 理 事 ／ 施 設 長 秦 泉 寺 弘 （ じ ん  ぜ  ん じ  ひ ろ し ）

福 岡 県 出 身 。 2 0 0 2 年 3 月 　 鹿 児 島 大 学 理 学 部 物 理 学 科 卒 業 。 漬 物 会 社 勤 務 を 経 て 2 0 0 3 年 ㈲ ち く

し の フ ー ズ 設 立 。 2 0 1 2 年 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム 設 立 。 2 0 1 4 年 総 合 化 事 業 計 画 認 定 （ 6 次 産 業 化 計 画 ） 、

加 工 場 本 稼 働 。 2 0 1 5 年 障 が い 者 福 祉 事 業 開 始 。 精 神 保 健 福 祉 士

O B O G
I N T E R VI E W

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ
大 き な 流 れ に 対 し て 、本 当 に こ れ で 良 い の か 、  と一  人 で も 言 え る よ う に な っ て ほ し い 。日 本 は も う 少 し変 わ る ん じ ゃ な い か な 。
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思 っ て 教 え て い る 、  と 一 人 の先 生 に 言 わ れ て 。  ６ 年 間 も 在籍 し た が 、  こ の 言 葉 を 聞 け て良 か っ た 」  。  ひ と 段 落 し た ら 、鹿 大 で 学 び 直 し た い 、  と 母 校へ の 思 い を 語 り ま す 。
　 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム に は 、  受

賞 を き っ か け に 視 察 や 見 学に 訪 れ る 人 も 増 え ま し た 。
「 外 と 中 を つ な ぐ 場 所 」  と し

て 秦 泉 寺 さ ん は 昨 年 、  カ フ ェを オ ー プ ン 。  景 観 を 引 き た てる そ の ユ ニ ー ク な デ ザ イ ンは 、

2 0 2 1

年 、  鹿 児 島 県 の

主 催 す る 第

7
回  「 人  ・  ま ち  ・

デ ザ イ ン 賞 」  を 受 賞 し ま した 。  次 な る 取 り 組 み と し て 、地 域 の 高 齢 者 を バ ス で 送 迎し 、  買 い 物 と 食 事 を 楽 し ん でも ら え る 新 た な ソ ー シ ャ ルビ ジ ネ ス を 企 画 し て い ま す 。
「 出 る 杭 は 打 た れ る 、  と 言 う

け ど 、  出 過 ぎ た ら 、  流 れ を 作れ る 人 間 に な れ る 。  若 い 人 たち に 、  も っ と 出 て し ま え 、  と言 い た い で す ね 」  。  笑 う 秦 泉寺 さ ん の 肩 越 し に 、  実 家 の 畑か ら 移 植 し 、  こ の 地 に 根 づ いた ブ ル ー ベ リ ー の 木 が 見 えま し た 。

あ る 人 が  「 転 ば な い で 」  生 きて い け る 社 会 へ の 思 い を 語り ま す 。
　 秦 泉 寺 さ ん の こ れ ま で の

道 の り は  「 お よ そ 順 風 満 帆と は 程 遠 い 」  も の で し た 。  本学 入 学 前 は 、  医 学 部 を 目 指し な が ら

3
年 を 費 や し 、

4

年 目 の 春 、  仕 方 な く 鹿 児 島へ 。  「 仮 面 浪 人 で も し て 、  また ど こ か の 医 学 部 を 受 け よう と 考 え て い た と こ ろ 、  『 浪人 時 代 も 含 め
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は 出 し た か ら 、  あ と は 自 力で 卒 業 を 』  と い う 、  ま さ か の電 話 が 母 か ら あ っ て 」  。  医 学へ の 道 を 断 念 し た 秦 泉 寺 さん は 、  絶 望 の な か 、  塾 講 師 、ガ ソ リ ン ス タ ン ド と 深 夜 まで ア ル バ イ ト を 掛 け 持 ち し 、紆 余 曲 折 の

6
年 間 の 学 生 生

活 を 経 て 卒 業 証 書 を 手 に しま す 。  「 物 理 を 学 び た く て 入学 し た わ け で は な か っ た 為に 、  物 理 を 学 ん で 何 に な ると 悩 ん だ こ と も あ り ま す 。で も あ る 時 、  物 理 は 物 事 を論 理 的 に 考 察 す る 力 を 身 につ け る 根 源 的 ツ ー ル 。  社 会に 出 て か ら も 役 に 立 つ と

賞 は 嬉 し い け ど 、  本当 は 、  障 が い を 持 つ

方 へ の 支 援 が 当 た り 前 の こと に な る の が 一 番 じ ゃ な いか と 思 い ま す 」  。  南 さ つ ま 市を 拠 点 に 農 産 物 生 産  ・  加 工を 手 が け る
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5
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ら ）  の 宝 」  全 国 優 良 事 例 の 一つ と し て 選 ば れ ま し た 。  「 特に 高 齢 化 が 進 む 地 域 で は 、働 き 手 不 足 は 切 実 。  障 が いが あ る 方 を 支 援 す る 、  と いう の で は な く 、  障 が い が ある 方 で も 働 け る 施 設 を 作 って 、  会 社 も 利 用 者 さ ん も 地域 も
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O B

の 秦 泉 寺 弘 さ ん は 、
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1 波 打 つ よ う な 屋 根 を の せ た お し ゃ れ な カ フ ェ を 令 和 ２ 年 ９ 月 に オ ー プ ン 。 イ メ ー ジ は 国 立 競 技 場 。 　 2 「 よ そ も の の 自 分 と 、 地 域 の 人 と が 交 流 す る 場 が 作 り た か っ た 」 と い
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て い ま す 。 　 4 自 社 農 園 で 育 て た 野 菜 を 味 わ っ て も ら う た め に 作 り 出 し た サ ラ ダ の よ う な ピ ザ 。 野 菜 て ん こ 盛 り で 生 地 が 見 え ま せ ん 。 　 5 「 利 用 者 さ ん 一 人 一 人 を 矯 正 す る
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る よ う な も の を 作 れ ば い い 」 。 ビ ジ ネ ス の 奥 義 を 実 践 す る 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム で す 。 　 7 鹿 児 島 大 学 研 究 室 で の 一 コ マ 。 友 人 た ち が １ 年 早 く 卒 業 し た 卒 業 式 の 日 の 写 真 。

非 営 利 型 一 般 社 団 法 人 南 風 代 表 理 事 ／ 施 設 長 秦 泉 寺 弘 （ じ ん  ぜ  ん じ  ひ ろ し ）

福 岡 県 出 身 。 2 0 0 2 年 3 月 　 鹿 児 島 大 学 理 学 部 物 理 学 科 卒 業 。 漬 物 会 社 勤 務 を 経 て 2 0 0 3 年 ㈲ ち く

し の フ ー ズ 設 立 。 2 0 1 2 年 南 風 ベ ジ フ ァ ー ム 設 立 。 2 0 1 4 年 総 合 化 事 業 計 画 認 定 （ 6 次 産 業 化 計 画 ） 、

加 工 場 本 稼 働 。 2 0 1 5 年 障 が い 者 福 祉 事 業 開 始 。 精 神 保 健 福 祉 士

O B O G
I N T E R VI E W

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ
大 き な 流 れ に 対 し て 、本 当 に こ れ で 良 い の か 、  と一  人 で も 言 え る よ う に な っ て ほ し い 。日 本 は も う 少 し変 わ る ん じ ゃ な い か な 。
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つ て 多 重 人 格 障 害 と 呼ば れ た 解 離 性 同  一  性 障

害 は 、  ひ と り  の 人 間 の 中 に  い  くつ も の 人 格 が 現 れ 、  あ る 人 格が 現 れ  て  い  る 時 に は 、  別 の 人 格で あ る 時 の 記 憶 を 持 た な  い とい う 精 神 的 な 病 の  一  つ 。  別 人 格（ 副 人 格 ）  が 罪 を 犯 し 、  本 人  （ 主
人 格 ）  が そ の 行 為 を 覚 え て  いな  い 場 合 、  刑 事 責 任 は 問 う こと が  で き る の か ？

そ ん な 複 雑

な テ ー  マ  に  つ  い  て 、  国 内 で 先 駆的 に 取 り 組 ん で き た 法 学 者 が上 原 大 祐 先 生 。  法 学 に 加 え 、精 神 医 学 や 哲 学 、  心 理 学 な ど多 分 野 の 知 見 を 取 り 入 れ 、  新し  い 分 野 の 探 究 を 続 け る 上 原先 生 に 、  法 学 を 学 ぶ 意 義 や 面白 さ に  つ  い  て 伺  っ  た 。
法 学 と は 、  「 法 解 釈 の 方 法 を

学 ぶ 学 問 」  と 、  上 原 先 生 。  法 を論 理 的 に 解 釈 す る 道 筋 に  つ  いて 理 解 を 深 め る た め 、  「 人 を 殺し た 」  と  い う 事 例 を 挙 げ 、  話 を進 め る 。  「 ① 包 丁 で 刺 し て 死 亡さ せ て  し ま  っ  た 。  ② 素 手 で 殴  った ら 打 ち ど こ ろ が 悪 く 、  死 亡

な る  の か な 、  と 思  っ  た こ と が  〝 責任 能 力 〞  を テ  ー  マ  に 選 ん だ 動 機で す 」  。  当 時 、  国 内 で は 解 離 性同  一  性 障 害 そ  の も  の  に 関 す る 研究 が ほ と ん ど 行 わ れ  て  い  な か  った た め 、  裁 判 事 例 も １ 、 2 件 。
「 大 学 院 で は 、  ア  メ リ カ の 議 論

を 日 本 に 紹 介 す る 形 の 論 文 を書 き ま し た が  、  当 時 、  学 会 で は見 向 き も さ れ ま せ ん で  し た 」  。だ が  、  こ こ

2 0数 年 の 間 に 国 内 で

も

3 0件 余 り  の 裁 判 例 が 出 て き

た と  い  う 。
若 い 世 代  へ  の メ  ッ  セ ー  ジ と し

て 、  い  ろ ん な 分 野 に 関 心 を 持  って ほ し  い  、  と 上 原 先 生 。  「 私 自身 、  家 族 の 影 響 で も と も と 医学 に 興 味 が あ り 、  心 理 学 の 本も ず  い  ぶ ん 読 み ま し た 。  文 学 や哲 学 の 世 界 に も 心 ひ か れ ます 。  現 在 の 研 究 テ ー  マ  は 、  自 分の 興 味 、  関 心 を 全 て  ミ  ッ  ク  ス  した と こ ろ か ら 生 ま れ ま し た 」  。自 分 の 興 味 、  関 心 と 新 し  い 知識 や 学 び を 組 み 合 わ せ 、  新 しい 発 想 や 知 見 を 生 み 出 す こ とを 目 指 し て ほ し  い  、  と 話 す 。

を 排 し 、

問 題 解 決 の

基 準 を 公 正 に

導 き 出 す た め  の  ツ ー

ル な の だ 。  「 長  い 人 間 の 歴

史 や 営 み か ら 導 き 出 さ れ 、  社会 全 体 が 納 得 で き る 共 通 のル  ー  ル  が 法 律 で す 。  絶 対 的 な 正解 は な  い  し 、  正 解 は 時 代 と と もに 変 わ  っ  て  い  く 。  正 解 に ど う や  って 近 づ  い  て  い  く  か  、  模 索 し 続 け  てい  る 学 問 だ と 言 え ま す 」  。  文 学と 似 て  い  る 、  と 先 生 は 言 う 。
　 上 原 先 生 が  「 解 離 性 同  一  性 障

害 患 者 た る 被 告 人 の 刑 事 責 任能 力 」  と  い う 研 究 テ ー  マ  に 取 り組 む こ と に な  っ  た き  っ  か け は 、学 生 時 代 に 読 ん だ 小 説 や 漫画 。  ち ょ う ど 高 校 生 か ら 大 学生 に  か け  て  の 時 期 、  実 在 の 人 物を モ デ  ル  に 書 か れ た  「

2 4人 の ビ

リ ー ミ リ ガ  ン 」  を は じ め 、  解 離性 同  一  性 障 害 者  （ 多 重 人 格 障害 者 ）  に よ る 犯 罪 を テ ー  マ  と した 小 説 や 漫 画 が ブ ー  ム に 。  「 ドラ  マ  で は 、  犯 人 が 捕 ま  っ  て 終 わり で す が  、  裁 判 を や  っ  た ら ど う

論 理 的

な 根 拠 が 大 事 に

な り ま す 」  。  〝 殺 し た 〞  と  い う 言葉 は  〝 自 然 の 死 期 に 先 立  っ  て 、故 意 に 他 人 の 死 を 惹 起 す る こと 〞  と 、  刑 法 で は 定 義 づ け ら れて  い  る 。  そ  こ か ら 、  怪 我 を さ せ  て死 な せ て  し ま う 、  誤  っ  て 死 な せて  し ま う 、  と は 異 な る 概 念 で ある と 結 論 を 導 く こ と が で き るの  で あ る 。  解 釈 の 手 が か り は 、  一つ  の 条 文 だ け で は な く 他 の 条文 を 見 る こ と 、  と 上 原 先 生 は話 す 。  ②  の ケ ー  ス  に は 刑 法 ２ ０５ 条  「 身 体 を 傷 害 し 、  よ  っ  て 人を 死 亡 さ せ た 者 は 、  ３ 年 以 上の 有 期 懲 役 に 処 す る 。  」  が 適 用さ れ 、  ③  の ケ ー  ス  に は 刑 法 ２ １０ 条  「 過 失 に よ り 人 を 死 亡 させ た 者 は 、

5 0万 円 以 下 の 罰 金

に 処 す る 。  」  が 適 用 さ れ る 。  「 法学 は 、  言 葉 の 意 味 を 確 定 し て  いく 作 業 で す 」  。  法 律 と は 、  感 情

さ せ た 。  ③ 階 段 で  よ ろ け た と ころ 、  前 の 人 を 突 き 飛 ば  し て  し まい  、  打 ち ど こ ろ が 悪 く 、  死 亡 させ た 。  こ の ３ 例 の 中 で 、  人 を  〝 殺し た 〞  、  に 当 て は ま る  の は ど れ  でし ょ う か ？

全 部 で  し ょ う か ？

」  。  ち な み に 、  殺 人 に  つ  い  て  の 刑罰 を 定 め た 法 律 は 、  刑 法 １ ９９ 条  「 人 を 殺 し た 者 は 、  死 刑 又は 無 期 も し く は 五 年 以 上 の 懲役 に 処 す る 」  で あ る 。  （ 読 者 の 皆さ ん も 、  こ  こ で  し ば  し 、  お 考 え くだ さ  い  ）
　 結 論 は 、  上 記 ３  つ  の 事 例 の う

ち 、  刑 法 に お  い  て  〝 殺 し た 〞  に 該当 す る の は ①  の 事 例 の み 。  「 直感 的 に は 、  死 な せ た と  い う こ とで は 全 部  一  緒 で す が  、  答 え を 導き 出 す に は 、  条 文 の

〝
殺 し た

〞と

い う 言 葉 の 範 囲 を 解 釈 す る 、

法 と は 、 社 会 に 存 在 す る 、 人 間 が 作 り 上 げ て き た ル ー ル 。

法 学 を 学 ぶ こ と は 、 論 理 的 で 普 遍 的 な 結 論 を 導 き 出 す 、

思 考 の 訓 練 に な り ま す 。

か

S c h ol a r I nt e r vi e w

研 究 室 か ら

広 島 大 学 大 学 院 社 会 科 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 2 0 0 9 年 3 月 単 位 取 得

退 学 、2 0 1 1 年 4 月 鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 准 教 授 着 任 、2 0 1 7 年 4 月 よ

り 現 職

■ 所 属 学 会 ： 日 本 医 事 法 学 会 、 日 本 刑 法 学 会

■ 専 門 分 野 ： 刑 法

■  研  究  テ  ー  マ ： ○ 解 離 性 同 一 性 障 害 患 者 た る 被 告 人 の 刑 事 責 任 能 力 

○ 刑 事 責 任 と 人 格 の 同 一 性

上 原 　 大 祐 （ う え は ら ・ だ い す け ）P r o fil e

こ れ は 、  殺 人 で し ょ う か ？

「

2 4人 の ビ リ ー  ・  ミ リ ガ ン 」

の 責 任 能 力 と は ？

興 味 と 学 び を 融 合さ せ て 新 た な 発 想 へ

法 文 学 部法 文 学 部上 原

大 祐

准 教 授

オ ン ラ イ ン 授 業 に あ た り 、 受 講 生 の ス

ト レ ス を 軽 減 す る た め 音 響 、 照 明 に も

こ だ わ っ て  い る 。

異 分 野 の 連 携 を 図 り 平 成 2 7 年 、 「 鹿 児

島 　 法 と 心 理 研 究 会 」 を 立 ち 上 げ た 。
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つ て 多 重 人 格 障 害 と 呼ば れ た 解 離 性 同  一  性 障

害 は 、  ひ と り  の 人 間 の 中 に  い  くつ も の 人 格 が 現 れ 、  あ る 人 格が 現 れ  て  い  る 時 に は 、  別 の 人 格で あ る 時 の 記 憶 を 持 た な  い とい う 精 神 的 な 病 の  一  つ 。  別 人 格（ 副 人 格 ）  が 罪 を 犯 し 、  本 人  （ 主
人 格 ）  が そ の 行 為 を 覚 え て  いな  い 場 合 、  刑 事 責 任 は 問 う こと が  で き る の か ？

そ ん な 複 雑

な テ ー  マ  に  つ  い  て 、  国 内 で 先 駆的 に 取 り 組 ん で き た 法 学 者 が上 原 大 祐 先 生 。  法 学 に 加 え 、精 神 医 学 や 哲 学 、  心 理 学 な ど多 分 野 の 知 見 を 取 り 入 れ 、  新し  い 分 野 の 探 究 を 続 け る 上 原先 生 に 、  法 学 を 学 ぶ 意 義 や 面白 さ に  つ  い  て 伺  っ  た 。
法 学 と は 、  「 法 解 釈 の 方 法 を

学 ぶ 学 問 」  と 、  上 原 先 生 。  法 を論 理 的 に 解 釈 す る 道 筋 に  つ  いて 理 解 を 深 め る た め 、  「 人 を 殺し た 」  と  い う 事 例 を 挙 げ 、  話 を進 め る 。  「 ① 包 丁 で 刺 し て 死 亡さ せ て  し ま  っ  た 。  ② 素 手 で 殴  った ら 打 ち ど こ ろ が 悪 く 、  死 亡

な る  の か な 、  と 思  っ  た こ と が  〝 責任 能 力 〞  を テ  ー  マ  に 選 ん だ 動 機で す 」  。  当 時 、  国 内 で は 解 離 性同  一  性 障 害 そ  の も  の  に 関 す る 研究 が ほ と ん ど 行 わ れ  て  い  な か  った た め 、  裁 判 事 例 も １ 、 2 件 。
「 大 学 院 で は 、  ア  メ リ カ の 議 論

を 日 本 に 紹 介 す る 形 の 論 文 を書 き ま し た が  、  当 時 、  学 会 で は見 向 き も さ れ ま せ ん で  し た 」  。だ が  、  こ こ

2 0数 年 の 間 に 国 内 で

も

3 0件 余 り  の 裁 判 例 が 出 て き

た と  い  う 。
若 い 世 代  へ  の メ  ッ  セ ー  ジ と し

て 、  い  ろ ん な 分 野 に 関 心 を 持  って ほ し  い  、  と 上 原 先 生 。  「 私 自身 、  家 族 の 影 響 で も と も と 医学 に 興 味 が あ り 、  心 理 学 の 本も ず  い  ぶ ん 読 み ま し た 。  文 学 や哲 学 の 世 界 に も 心 ひ か れ ます 。  現 在 の 研 究 テ ー  マ  は 、  自 分の 興 味 、  関 心 を 全 て  ミ  ッ  ク  ス  した と こ ろ か ら 生 ま れ ま し た 」  。自 分 の 興 味 、  関 心 と 新 し  い 知識 や 学 び を 組 み 合 わ せ 、  新 しい 発 想 や 知 見 を 生 み 出 す こ とを 目 指 し て ほ し  い  、  と 話 す 。

を 排 し 、

問 題 解 決 の

基 準 を 公 正 に

導 き 出 す た め  の  ツ ー

ル な の だ 。  「 長  い 人 間 の 歴

史 や 営 み か ら 導 き 出 さ れ 、  社会 全 体 が 納 得 で き る 共 通 のル  ー  ル  が 法 律 で す 。  絶 対 的 な 正解 は な  い  し 、  正 解 は 時 代 と と もに 変 わ  っ  て  い  く 。  正 解 に ど う や  って 近 づ  い  て  い  く  か  、  模 索 し 続 け  てい  る 学 問 だ と 言 え ま す 」  。  文 学と 似 て  い  る 、  と 先 生 は 言 う 。
　 上 原 先 生 が  「 解 離 性 同  一  性 障

害 患 者 た る 被 告 人 の 刑 事 責 任能 力 」  と  い う 研 究 テ ー  マ  に 取 り組 む こ と に な  っ  た き  っ  か け は 、学 生 時 代 に 読 ん だ 小 説 や 漫画 。  ち ょ う ど 高 校 生 か ら 大 学生 に  か け  て  の 時 期 、  実 在 の 人 物を モ デ  ル  に 書 か れ た  「

2 4人 の ビ

リ ー ミ リ ガ  ン 」  を は じ め 、  解 離性 同  一  性 障 害 者  （ 多 重 人 格 障害 者 ）  に よ る 犯 罪 を テ ー  マ  と した 小 説 や 漫 画 が ブ ー  ム に 。  「 ドラ  マ  で は 、  犯 人 が 捕 ま  っ  て 終 わり で す が  、  裁 判 を や  っ  た ら ど う

論 理 的

な 根 拠 が 大 事 に

な り ま す 」  。  〝 殺 し た 〞  と  い う 言葉 は  〝 自 然 の 死 期 に 先 立  っ  て 、故 意 に 他 人 の 死 を 惹 起 す る こと 〞  と 、  刑 法 で は 定 義 づ け ら れて  い  る 。  そ  こ か ら 、  怪 我 を さ せ  て死 な せ て  し ま う 、  誤  っ  て 死 な せて  し ま う 、  と は 異 な る 概 念 で ある と 結 論 を 導 く こ と が で き るの  で あ る 。  解 釈 の 手 が か り は 、  一つ  の 条 文 だ け で は な く 他 の 条文 を 見 る こ と 、  と 上 原 先 生 は話 す 。  ②  の ケ ー  ス  に は 刑 法 ２ ０５ 条  「 身 体 を 傷 害 し 、  よ  っ  て 人を 死 亡 さ せ た 者 は 、  ３ 年 以 上の 有 期 懲 役 に 処 す る 。  」  が 適 用さ れ 、  ③  の ケ ー  ス  に は 刑 法 ２ １０ 条  「 過 失 に よ り 人 を 死 亡 させ た 者 は 、

5 0万 円 以 下 の 罰 金

に 処 す る 。  」  が 適 用 さ れ る 。  「 法学 は 、  言 葉 の 意 味 を 確 定 し て  いく 作 業 で す 」  。  法 律 と は 、  感 情

さ せ た 。  ③ 階 段 で  よ ろ け た と ころ 、  前 の 人 を 突 き 飛 ば  し て  し まい  、  打 ち ど こ ろ が 悪 く 、  死 亡 させ た 。  こ の ３ 例 の 中 で 、  人 を  〝 殺し た 〞  、  に 当 て は ま る  の は ど れ  でし ょ う か ？

全 部 で  し ょ う か ？

」  。  ち な み に 、  殺 人 に  つ  い  て  の 刑罰 を 定 め た 法 律 は 、  刑 法 １ ９９ 条  「 人 を 殺 し た 者 は 、  死 刑 又は 無 期 も し く は 五 年 以 上 の 懲役 に 処 す る 」  で あ る 。  （ 読 者 の 皆さ ん も 、  こ  こ で  し ば  し 、  お 考 え くだ さ  い  ）
　 結 論 は 、  上 記 ３  つ  の 事 例 の う

ち 、  刑 法 に お  い  て  〝 殺 し た 〞  に 該当 す る の は ①  の 事 例 の み 。  「 直感 的 に は 、  死 な せ た と  い う こ とで は 全 部  一  緒 で す が  、  答 え を 導き 出 す に は 、  条 文 の

〝
殺 し た

〞と

い う 言 葉 の 範 囲 を 解 釈 す る 、

法 と は 、 社 会 に 存 在 す る 、 人 間 が 作 り 上 げ て き た ル ー ル 。

法 学 を 学 ぶ こ と は 、 論 理 的 で 普 遍 的 な 結 論 を 導 き 出 す 、

思 考 の 訓 練 に な り ま す 。

か

S c h ol a r I nt e r vi e w

研 究 室 か ら

広 島 大 学 大 学 院 社 会 科 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 2 0 0 9 年 3 月 単 位 取 得

退 学 、2 0 1 1 年 4 月 鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 准 教 授 着 任 、2 0 1 7 年 4 月 よ

り 現 職

■ 所 属 学 会 ： 日 本 医 事 法 学 会 、 日 本 刑 法 学 会

■ 専 門 分 野 ： 刑 法

■  研  究  テ  ー  マ ： ○ 解 離 性 同 一 性 障 害 患 者 た る 被 告 人 の 刑 事 責 任 能 力 

○ 刑 事 責 任 と 人 格 の 同 一 性

上 原 　 大 祐 （ う え は ら ・ だ い す け ）P r o fil e

こ れ は 、  殺 人 で し ょ う か ？

「

2 4人 の ビ リ ー  ・  ミ リ ガ ン 」

の 責 任 能 力 と は ？

興 味 と 学 び を 融 合さ せ て 新 た な 発 想 へ

法 文 学 部法 文 学 部上 原

大 祐

准 教 授

オ ン ラ イ ン 授 業 に あ た り 、 受 講 生 の ス

ト レ ス を 軽 減 す る た め 音 響 、 照 明 に も

こ だ わ っ て  い る 。

異 分 野 の 連 携 を 図 り 平 成 2 7 年 、 「 鹿 児

島 　 法 と 心 理 研 究 会 」 を 立 ち 上 げ た 。
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N ee ds

S e e ds

歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト の 開 発〜 フ  ル デ ジ タ  ル 化 を 通 じ て 目 指 す
　 　
歯 科 治 療 技 術 の 集 積 と 精 度 向 上 〜

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科歯 科 生 体 材 料 学 分 野菊 地

聖 史

教 授

第 六 回

a p pe al p oi nt

a p pe al p oi nt

歯 科 治 療 支 援 ソ フ ト ウ ェ ア 及 び 治 療 ロ ボ ッ ト の 開 発 を 通 じ 、 歯 科 治 療 に お け る 曖 昧 さ を
排 除 し 、 治 療 を 最 適 化 し 、 技 術 革 新 の 速 度 向 上 を 目 指 し ま す 。 優 れ た 治 療 技 術 の 蓄 積 、
継 承 を 実 現 し 、 教 育 へ の 応 用 も 期 待 で き ま す 。

※ 1 C A D ： C o m p ut er - Ai d e d D e si g n コ ン ピ ュ ー タ ー 支 援 設 計 、 C A M ： C o m p ut er - Ai d e d M a n uf a ct uri n g コ ン ピ ュ ー タ ー 支 援 製 造

※ 2 歯 科 用 ハ ン ド ピ ー ス ： 歯 な ど を 削 る と き に 使 用 す る 歯 科 医 療 機 器

※ 3 S oft w ar e - D e fi n e d D e nti str y( S D D) ： 菊 地 先 生 が 提 唱 す る 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 定 義 さ れ る 歯 科 治 療

歯 科 技 工 領 域 に お い て 既 に 導 入 さ れ て い る C A D / C A M シ ス テ ム と 統 合 す る こ と で 、 歯
科 修 復 物 の 適 合 精 度 が 向 上 し ま す 。 装 着 後 の 脱 落 や 破 損 、 二 次 う 蝕 （ む し 歯 ） な ど の
ト ラ ブ ル の 減 少 が 期 待 で き ま す 。

産 学 連 携 に 関 す る 相 談 ・ お 問 い 合 わ せ 窓 口 ： 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 8 4 9 1

近 年 、  歯 科 医 療 に C A D/
C A M

※ 1

技 術 が 導 入 さ れ 、  歯 科 技 工

領 域 を 中 心 と  し  て 急 速 な デ  ジ  タ  ル 化が 進 ん  で  い  ま す  。

一
方 、  歯  の 形 成  （ 切 削 ）

は 、  歯 科 用  ハ  ン  ド  ピ  ー  ス

※ 2

に  よ  る 手 作

業 で 行 わ れ  て  い  る  の が 現 状 で す  。  歯 の切 削 は 、  歯 科 修 復 物  （ 詰 め 物 や 被  せ 物な ど ）  製 作  の 出 発 点 で  あ り  、  そ  の 技 術は 、  以 降  の 全  て  の 工 程 に 影 響 を 及 ぼ  しま す  。  と り わ け 、  ジ  ル  コ  ニ  ア  セ  ラ  ミ  ッ  ク  スな ど  の 新 し  い  材 料 や C A D / C A Mな ど  の 先 進 技 術  の 利 点 を 最 大 限 に 活か  す  に  は 、  切 削 精 度  の  さ  ら な  る 向 上 が求 め  ら  れ  て  い  ま  す  。
菊 地 先 生  の 研 究 室  で  は 、  治 療  の

一
部

を 自 動 化 す る 歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト を 開発 す る  こ と で  、  歯 の 切 削 か ら 型 取 り  、歯 科 修 復 物  の 設計  ・  製 作 ま で の全 行 程 を デ  ジ タル 化 す る  「  フ  ル デジ タ ル

歯 科 用

C A D / C A Mシ  ス  テ  ム  」  の 開 発を 目 指 し 、  研 究を
行  っ  て  い ま す

。

歯 科 切 削 な ど の 治 療 技 術 を
デ ジ タ ル 化 し 、  そ れ に よ  っ て ロボ  ッ ト を 稼 働 さ せ る こ と が 実現

で き れ ば

「

S
oft

ware-
De

fi
ne

d 

De
ntistr

y

」が 具 現 化 す る こ と に

な り ま す 。  現 在 、  歯 科 医 に 委 ね られ  て  い  る 治 療 技 術 が  ソ  フ  ト ウ  ェ  アと し て  「 見 え る 化 」  さ れ る こ と で 、ば ら  つ き の 解 消 や 治 療 の 最 適 化を 実 現 す る ほ か  、  技 術 の 蓄 積 と継 承 、  技 術 革 新 の  ス  ピ ー ド 向 上 、歯 科 教 育  へ  の 応 用 な ど 、  多 く の派 生 効 果 が 考 え ら れ ま す  。
　 ま た 、  既 に 歯 科 技 工 領 域 に 導

入 さ れ  て  い  る C A D / C A M シス テ ム と の 統 合 に よ り 、  歯 の 切削 か ら 修 復 物 製 作 ま で 全 工 程の デ  ジ タ  ル 化 が 実 現 す れ ば 、  コ  ンピ  ュ  ー タ ー 支 援 の メ リ  ッ ト が 最大 限 に 発 揮 さ れ る こ と が 期 待さ れ ま す 。  そ の 結 果 、  歯 科 修 復物 の 適 合 精 度 が 向 上 し 、  装 着 後の 脱 落 や 破 損 、  二 次 う 蝕  （ む し歯 ）  な ど の ト ラ ブ  ル  が 減 少 し 、  新し  い 材 料 の 活 用 が ス  ム ー  ズ に 進む こ と も 期 待 で き ま す 。

研 究 の 背 景 お よ び 目 的

期 待 さ れ る 成 果

【 歯 科 医 療 の 精 度 を 高 め る 上 で 不 可 欠 な 治 療 領 域 の デ ジ タ ル 化 】

【 S oft w ar e- D e fi n e d D e ntistr y ※ 3 の 具 現 化 に よ る 歯 科 医 療 の レ ベ ル 向 上 】

研 究 の 概 要
1 ア ナ ロ グ  か ら デ ジ タ ル  へ

　 歯 を 削 る 範 囲 は 、 歯 の 大 き さ や 形 、う 蝕 の 範 囲 、 あ る い は 修 復 に 用 い る 材 料 な ど に よ っ

て 異 な る た め 、 条 件 に 合 わ せ た 切 削 形 状 の 設 計 法 の 開 発 が 不 可 欠 で す 。 本 研 究 で は 、

歯 の 特 徴 点 を 基 準 と し 、 円 弧 や ベ ジ エ 曲 線 な ど の 幾 何 要 素 を 一 定 の ル ー ル に 基 づ い て

配 置 す る こ と で 、 滑 ら か で 最 狭 部 ま で 工 具 が 到 達 可 能 な 形 状 を 設 計 す る 方 法 を 考 案 し

て い ま す 。 さ ら に 、 従 来 の ハ ン ド ピ ー ス に よ る 切 削 で は 明 確 な 基 準 が な か っ た 切 削 条 件 や

切 削 手 順 に つ い て 、 条 件 の 最 適 化 や 制 御 方 法 の 検 討 を 行 っ て い ま す 。 研 究 室 で は 、 こ れ

ま で 歯 科 医 師 に 委 ね ら れ て い た 治 療 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ を デ ジ タ ル 化 に つ い て 進 め て き ま し

た  。 治  療  の ノ ウ ハ ウ を  明  確  化 し た ソ フ ト ウ ェ ア を ロ ボ ッ ト と い う ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 体  現 さ

せ る 画 期 的 な 治 療 法 を 「 ソ フ ト ウ ェ ア ・ デ フ ァ イ ン ド 歯 科 」 と し て 学 会 等 に お い て 提 唱 し て

い ま す 。（ 図 １ ）

最 終 的 に は 、フ ル デ ジ タ ル 歯 科 用 C A D / C A M

シ ス テ ム の コ ン セ プ ト に  基  づ き 、 従 来 の 歯 科 用

C A D / C A M シ ス テ ム と の 統 合 を 目 指 し て い ま

す 。（ 図 2 ）

3 チ ー ム 「 鹿 児 島 大 学 」 に よ る 研 究 体 制

　 掲 載 し た 歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト は 、 第 1 号 と な る 試 作 機 で す 。 現 在 、よ り コ ン パ ク ト で 機 能 性 を 高 め た 次 号 機 を 開 発 中 で

す 。 ロ ボ ッ ト 開 発 に あ た っ て は 、 菊 地 先 生 の 研 究 室 と 本 学 理 工 学 研 究 科 の 近 藤 英 二 教 授 、 熊 澤 典 良 准 教 授 と の 共 同 に

よ り 研 究 を 進 め て お り 、 装 置 試 作 に 関 し て は 、 同 研 究 科 の 地 域 コ ト づ く り セ ン タ ー の 全 面 的 協 力 を 得 て い ま す 。 ま た 、 特

許 出 願 に 関 し て は 、 本 学 の 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー の サ ポ ー ト の 下 、 行 っ て い ま す 。 ま さ

に 「 チ ー ム 鹿 大 」 に よ る 研 究 ・ 開 発 が 進 め ら れ て い ま す 。

　 口 腔 内 で の 切 削 の 自 動 化 に は 多 く の 課 題 が あ り ま す 。 中 で も 安 全 性 の 確 保 は 最 優 先 さ れ る べ き 課 題 で あ る た め 、 患

者 さ ん の 急 な 動 き な ど の 緊 急 事 態 を 想 定 し た 、 さ ま ざ ま な 安 全 機 構 を 検 討 し て い ま す 。 そ れ で も 不 可 避 の 緊 急 事 態 に 備

え 、 無 人 運 転 は 意 図 し て お ら ず 、 歯 科 医 師 の 管 理 ・ 監 督 の 下 で 自 動 切 削 を 行 う こ と を 前 提 と し て い ま す 。 現 時 点 で の 歯

科 医 療 シ ス テ ム の 下 、 歯 科 医 師 及 び 患 者 さ ん の 心 理 的 側 面 な ど 、 種 々 の 要 因 を 考 慮 し て 導 き 出 し た 方 針 で す 。

2 歯 科 医 師 の 管 理 ・ 監 督 下 で の 運 用

現 在 、  あ り と あ ら ゆ る 分 野 に 情 報 通 信 技 術 が
導 入 さ れ 、  我 々  の 生 活 に 画 期 的 な 変 化 を も た ら しつ  つ あ り ま す 。  歯 科 も 例 外 で は な く 、  「 歯 科 技 工

」  に

つ  い  て は 、  コ  ン  ピ  ュ  ー タ  ー  に  よ  っ  て 詰 め 物 や 被 せ 物 など を 自 動 的 に 製 作 す る C A D/ C A M シ  ス  テ  ム

が 普 及 し  つ  つ あ り ま す 。  一  方 、  虫 歯 を 削 る な ど の  「 歯 科 治 療 」  は 、  依 然 と して 歯 科 医 師 の 熟 練 に よ  っ  て 支 え ら れ て  い ま す 。  歯 科 治 療 に  ロ  ボ  ッ  ト 技 術を 導 入 す る と  い う ア  イ デ  ィ  ア は 、  誰 で  も 思  い  つ く こ と で す が 、  技 術 的 課 題や 法 規 制 を 乗 り 越 え る こ と だ け で な く 、  患 者 さ ん や 歯 科 医 師  へ  の 配 慮も 求 め ら れ ま す 。  そ れ ゆ え 、  実 用 化 の  ハ  ー ド ル が 非 常 に 高 く 、  企 業 が 手を 出 し に く  い 領 域 で す 。  し か し 、  そ の よ う な 研 究 こ そ  「 進 取 の 精 神 」  を 標榜 す る 鹿 児 島 大 学 で 行 う  べ  き と 考 え 、

歯 科 医 師 を ア  シ  ス  ト す る よ う な

「 歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト

」  の 研 究 開 発 に チ  ャ  レ  ン  ジ  し て  い ま す 。

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

　 菊 地

聖 史

（ き く  ち  ・  ま さ  ふ  み ）

教 授

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

　 河 野

博 史

（ こ う の  ・  ひ ろ し ）

講 師

　 現 在 、  AI 、 I o T と い  っ た デ ジ タ  ル テ ク  ノ ロ
ジ ー が 社 会  へ  浸 透 し 、  世 界 中 で デ ジ タ  ル 化 が 急 速に 進 展 し て  い ま す 。  歯 科 医 療 に お  い  て も 、  デ ジ タ  ルデ  ン  テ  ィ  ス  ト リ ー が 急 速 に 発 展 し て き て  お り 、  と りわ け 、  C A D/ C A M テ ク  ノ  ロ  ジ ー  の 普 及 に  よ り 、

歯 の 修 復 物 の 製 作 法 が 大 き く 変 わ  っ  て き て  い ま す 。  私 が 研 究 し て  い  る 歯科 用 ジ  ル  コ  ニ  ア も 、  C A D/ C A M  マ  テ リ ア  ル  の 1  つ で す 。  歯 科 用 ジ  ル  コニ  ア は 、  ジ  ル  コ  ニ  ア に 添 加 物 を 加 え て 特 定 の 結 晶 構 造 に す る こ と で 、  高  い強 度 を 保 ち  つ  つ 、  審 美 的 に も 優 れ た も  の が 開 発 さ れ  て き て  い ま す 。  ま た 、生 体 不 活 性 で あ り 、  ア  レ  ル  ギ ー  の 報 告 は あ り ま せ ん 。  そ の 優 れ た 性 質 のた め 、  世 界 中 で 盛 ん に 研 究 開 発 が 行 わ れ  て  い ま す が 、  当 分 野 で  も 産 業 技術 総 合 研 究 所 の 研 究 者 と 共 に 、  新 し  い 高 機 能 ジ  ル  コ  ニ  ア  の 開 発 を 目 指 して 研 究 に 取 り 組 ん で  い ま す 。 鹿 大 メ  ッ  セ  ー ジ

1 9 8 9 年 3 月

　 東 北 大 学 歯 学 部 卒 業

1 9 9 3 年 3 月

　 東 京 医 科 歯 科 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了

1 9 9 3 年 4 月

　 東 北 大 学 歯 学 部 歯 科 理 工 学 講 座 助 手

2 0 0 0 年 4 月

　 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 助 手

2 0 0 3 年 7 月

　 ベ イ ラ ー 歯 科 大 学 客 員 助 手

2 0 1 2 年

1 2月

　 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 講 師

2 0 1 3 年 2 月

　 鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 教 授

2 0 1 5 年 4 月

　 鹿 児 島 大 学 学 術 研 究 院 医 歯 学 域 歯 学 系 教 授

チ ャ レ ン ジ 精 神

【 図 2 】 フ ル デ ジ タ ル 歯 科 用 C A D / C A M シ ス テ ム

デ ジ タ ル 化

従 来 型 シ ス テ ム

フ ル デ ジ タ ル
シ ス テ ム

手 作 業 に よ る 形 成 （ 歯 の 切 削 ）

デ ジ タ ル 印 象 採 得 （ 歯 型 取 り ）

デ ジ タ ル 設 計 ・ 製 作 （ 詰 め 物 ・ 被 せ 物 等 ）

● ● 先 生 の 支 台 歯 形 成

歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト

● ● ● ● ● 式 窩 洞 形 成

【 図 1 】S D D の 概 念 図

s of t w a r e s of t w a r e

試 作 歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト
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S e e ds

歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト の 開 発〜 フ  ル デ ジ タ  ル 化 を 通 じ て 目 指 す
　 　
歯 科 治 療 技 術 の 集 積 と 精 度 向 上 〜

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科歯 科 生 体 材 料 学 分 野菊 地

聖 史

教 授

第 六 回

a p pe al p oi nt

a p pe al p oi nt

歯 科 治 療 支 援 ソ フ ト ウ ェ ア 及 び 治 療 ロ ボ ッ ト の 開 発 を 通 じ 、 歯 科 治 療 に お け る 曖 昧 さ を
排 除 し 、 治 療 を 最 適 化 し 、 技 術 革 新 の 速 度 向 上 を 目 指 し ま す 。 優 れ た 治 療 技 術 の 蓄 積 、
継 承 を 実 現 し 、 教 育 へ の 応 用 も 期 待 で き ま す 。

※ 1 C A D ： C o m p ut er - Ai d e d D e si g n コ ン ピ ュ ー タ ー 支 援 設 計 、 C A M ： C o m p ut er - Ai d e d M a n uf a ct uri n g コ ン ピ ュ ー タ ー 支 援 製 造

※ 2 歯 科 用 ハ ン ド ピ ー ス ： 歯 な ど を 削 る と き に 使 用 す る 歯 科 医 療 機 器

※ 3 S oft w ar e - D e fi n e d D e nti str y( S D D) ： 菊 地 先 生 が 提 唱 す る 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 定 義 さ れ る 歯 科 治 療

歯 科 技 工 領 域 に お い て 既 に 導 入 さ れ て い る C A D / C A M シ ス テ ム と 統 合 す る こ と で 、 歯
科 修 復 物 の 適 合 精 度 が 向 上 し ま す 。 装 着 後 の 脱 落 や 破 損 、 二 次 う 蝕 （ む し 歯 ） な ど の
ト ラ ブ ル の 減 少 が 期 待 で き ま す 。

産 学 連 携 に 関 す る 相 談 ・ お 問 い 合 わ せ 窓 口 ： 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 8 4 9 1

近 年 、  歯 科 医 療 に C A D/
C A M

※ 1

技 術 が 導 入 さ れ 、  歯 科 技 工

領 域 を 中 心 と  し  て 急 速 な デ  ジ  タ  ル 化が 進 ん  で  い  ま す  。

一
方 、  歯  の 形 成  （ 切 削 ）

は 、  歯 科 用  ハ  ン  ド  ピ  ー  ス

※ 2

に  よ  る 手 作

業 で 行 わ れ  て  い  る  の が 現 状 で す  。  歯 の切 削 は 、  歯 科 修 復 物  （ 詰 め 物 や 被  せ 物な ど ）  製 作  の 出 発 点 で  あ り  、  そ  の 技 術は 、  以 降  の 全  て  の 工 程 に 影 響 を 及 ぼ  しま す  。  と り わ け 、  ジ  ル  コ  ニ  ア  セ  ラ  ミ  ッ  ク  スな ど  の 新 し  い  材 料 や C A D / C A Mな ど  の 先 進 技 術  の 利 点 を 最 大 限 に 活か  す  に  は 、  切 削 精 度  の  さ  ら な  る 向 上 が求 め  ら  れ  て  い  ま  す  。
菊 地 先 生  の 研 究 室  で  は 、  治 療  の

一
部

を 自 動 化 す る 歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト を 開発 す る  こ と で  、  歯 の 切 削 か ら 型 取 り  、歯 科 修 復 物  の 設計  ・  製 作 ま で の全 行 程 を デ  ジ タル 化 す る  「  フ  ル デジ タ ル

歯 科 用

C A D / C A Mシ  ス  テ  ム  」  の 開 発を 目 指 し 、  研 究を
行  っ  て  い ま す

。

歯 科 切 削 な ど の 治 療 技 術 を
デ ジ タ ル 化 し 、  そ れ に よ  っ て ロボ  ッ ト を 稼 働 さ せ る こ と が 実現

で き れ ば

「

S
oft

ware-
De

fi
ne

d 

De
ntistr

y

」が 具 現 化 す る こ と に

な り ま す 。  現 在 、  歯 科 医 に 委 ね られ  て  い  る 治 療 技 術 が  ソ  フ  ト ウ  ェ  アと し て  「 見 え る 化 」  さ れ る こ と で 、ば ら  つ き の 解 消 や 治 療 の 最 適 化を 実 現 す る ほ か  、  技 術 の 蓄 積 と継 承 、  技 術 革 新 の  ス  ピ ー ド 向 上 、歯 科 教 育  へ  の 応 用 な ど 、  多 く の派 生 効 果 が 考 え ら れ ま す  。
　 ま た 、  既 に 歯 科 技 工 領 域 に 導

入 さ れ  て  い  る C A D / C A M シス テ ム と の 統 合 に よ り 、  歯 の 切削 か ら 修 復 物 製 作 ま で 全 工 程の デ  ジ タ  ル 化 が 実 現 す れ ば 、  コ  ンピ  ュ  ー タ ー 支 援 の メ リ  ッ ト が 最大 限 に 発 揮 さ れ る こ と が 期 待さ れ ま す 。  そ の 結 果 、  歯 科 修 復物 の 適 合 精 度 が 向 上 し 、  装 着 後の 脱 落 や 破 損 、  二 次 う 蝕  （ む し歯 ）  な ど の ト ラ ブ  ル  が 減 少 し 、  新し  い 材 料 の 活 用 が ス  ム ー  ズ に 進む こ と も 期 待 で き ま す 。

研 究 の 背 景 お よ び 目 的

期 待 さ れ る 成 果

【 歯 科 医 療 の 精 度 を 高 め る 上 で 不 可 欠 な 治 療 領 域 の デ ジ タ ル 化 】

【 S oft w ar e- D e fi n e d D e ntistr y ※ 3 の 具 現 化 に よ る 歯 科 医 療 の レ ベ ル 向 上 】

研 究 の 概 要
1 ア ナ ロ グ  か ら デ ジ タ ル  へ

　 歯 を 削 る 範 囲 は 、 歯 の 大 き さ や 形 、う 蝕 の 範 囲 、 あ る い は 修 復 に 用 い る 材 料 な ど に よ っ

て 異 な る た め 、 条 件 に 合 わ せ た 切 削 形 状 の 設 計 法 の 開 発 が 不 可 欠 で す 。 本 研 究 で は 、

歯 の 特 徴 点 を 基 準 と し 、 円 弧 や ベ ジ エ 曲 線 な ど の 幾 何 要 素 を 一 定 の ル ー ル に 基 づ い て

配 置 す る こ と で 、 滑 ら か で 最 狭 部 ま で 工 具 が 到 達 可 能 な 形 状 を 設 計 す る 方 法 を 考 案 し

て い ま す 。 さ ら に 、 従 来 の ハ ン ド ピ ー ス に よ る 切 削 で は 明 確 な 基 準 が な か っ た 切 削 条 件 や

切 削 手 順 に つ い て 、 条 件 の 最 適 化 や 制 御 方 法 の 検 討 を 行 っ て い ま す 。 研 究 室 で は 、 こ れ

ま で 歯 科 医 師 に 委 ね ら れ て い た 治 療 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ を デ ジ タ ル 化 に つ い て 進 め て き ま し

た  。 治  療  の ノ ウ ハ ウ を  明  確  化 し た ソ フ ト ウ ェ ア を ロ ボ ッ ト と い う ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 体  現 さ

せ る 画 期 的 な 治 療 法 を 「 ソ フ ト ウ ェ ア ・ デ フ ァ イ ン ド 歯 科 」 と し て 学 会 等 に お い て 提 唱 し て

い ま す 。（ 図 １ ）

最 終 的 に は 、フ ル デ ジ タ ル 歯 科 用 C A D / C A M

シ ス テ ム の コ ン セ プ ト に  基  づ き 、 従 来 の 歯 科 用

C A D / C A M シ ス テ ム と の 統 合 を 目 指 し て い ま

す 。（ 図 2 ）

3 チ ー ム 「 鹿 児 島 大 学 」 に よ る 研 究 体 制

　 掲 載 し た 歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト は 、 第 1 号 と な る 試 作 機 で す 。 現 在 、よ り コ ン パ ク ト で 機 能 性 を 高 め た 次 号 機 を 開 発 中 で

す 。 ロ ボ ッ ト 開 発 に あ た っ て は 、 菊 地 先 生 の 研 究 室 と 本 学 理 工 学 研 究 科 の 近 藤 英 二 教 授 、 熊 澤 典 良 准 教 授 と の 共 同 に

よ り 研 究 を 進 め て お り 、 装 置 試 作 に 関 し て は 、 同 研 究 科 の 地 域 コ ト づ く り セ ン タ ー の 全 面 的 協 力 を 得 て い ま す 。 ま た 、 特

許 出 願 に 関 し て は 、 本 学 の 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー の サ ポ ー ト の 下 、 行 っ て い ま す 。 ま さ

に 「 チ ー ム 鹿 大 」 に よ る 研 究 ・ 開 発 が 進 め ら れ て い ま す 。

　 口 腔 内 で の 切 削 の 自 動 化 に は 多 く の 課 題 が あ り ま す 。 中 で も 安 全 性 の 確 保 は 最 優 先 さ れ る べ き 課 題 で あ る た め 、 患

者 さ ん の 急 な 動 き な ど の 緊 急 事 態 を 想 定 し た 、 さ ま ざ ま な 安 全 機 構 を 検 討 し て い ま す 。 そ れ で も 不 可 避 の 緊 急 事 態 に 備

え 、 無 人 運 転 は 意 図 し て お ら ず 、 歯 科 医 師 の 管 理 ・ 監 督 の 下 で 自 動 切 削 を 行 う こ と を 前 提 と し て い ま す 。 現 時 点 で の 歯

科 医 療 シ ス テ ム の 下 、 歯 科 医 師 及 び 患 者 さ ん の 心 理 的 側 面 な ど 、 種 々 の 要 因 を 考 慮 し て 導 き 出 し た 方 針 で す 。

2 歯 科 医 師 の 管 理 ・ 監 督 下 で の 運 用

現 在 、  あ り と あ ら ゆ る 分 野 に 情 報 通 信 技 術 が
導 入 さ れ 、  我 々  の 生 活 に 画 期 的 な 変 化 を も た ら しつ  つ あ り ま す 。  歯 科 も 例 外 で は な く 、  「 歯 科 技 工

」  に

つ  い  て は 、  コ  ン  ピ  ュ  ー タ  ー  に  よ  っ  て 詰 め 物 や 被 せ 物 など を 自 動 的 に 製 作 す る C A D/ C A M シ  ス  テ  ム

が 普 及 し  つ  つ あ り ま す 。  一  方 、  虫 歯 を 削 る な ど の  「 歯 科 治 療 」  は 、  依 然 と して 歯 科 医 師 の 熟 練 に よ  っ  て 支 え ら れ て  い ま す 。  歯 科 治 療 に  ロ  ボ  ッ  ト 技 術を 導 入 す る と  い う ア  イ デ  ィ  ア は 、  誰 で  も 思  い  つ く こ と で す が 、  技 術 的 課 題や 法 規 制 を 乗 り 越 え る こ と だ け で な く 、  患 者 さ ん や 歯 科 医 師  へ  の 配 慮も 求 め ら れ ま す 。  そ れ ゆ え 、  実 用 化 の  ハ  ー ド ル が 非 常 に 高 く 、  企 業 が 手を 出 し に く  い 領 域 で す 。  し か し 、  そ の よ う な 研 究 こ そ  「 進 取 の 精 神 」  を 標榜 す る 鹿 児 島 大 学 で 行 う  べ  き と 考 え 、

歯 科 医 師 を ア  シ  ス  ト す る よ う な

「 歯 科 治 療  ロ  ボ  ッ  ト

」  の 研 究 開 発 に チ  ャ  レ  ン  ジ  し て  い ま す 。

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

　 菊 地

聖 史

（ き く  ち  ・  ま さ  ふ  み ）

教 授

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

　 河 野

博 史

（ こ う の  ・  ひ ろ し ）

講 師

　 現 在 、  AI 、 I o T と い  っ た デ ジ タ  ル テ ク  ノ ロ
ジ ー が 社 会  へ  浸 透 し 、  世 界 中 で デ ジ タ  ル 化 が 急 速に 進 展 し て  い ま す 。  歯 科 医 療 に お  い  て も 、  デ ジ タ  ルデ  ン  テ  ィ  ス  ト リ ー が 急 速 に 発 展 し て き て  お り 、  と りわ け 、  C A D/ C A M テ ク  ノ  ロ  ジ ー  の 普 及 に  よ り 、

歯 の 修 復 物 の 製 作 法 が 大 き く 変 わ  っ  て き て  い ま す 。  私 が 研 究 し て  い  る 歯科 用 ジ  ル  コ  ニ  ア も 、  C A D/ C A M  マ  テ リ ア  ル  の 1  つ で す 。  歯 科 用 ジ  ル  コニ  ア は 、  ジ  ル  コ  ニ  ア に 添 加 物 を 加 え て 特 定 の 結 晶 構 造 に す る こ と で 、  高  い強 度 を 保 ち  つ  つ 、  審 美 的 に も 優 れ た も  の が 開 発 さ れ  て き て  い ま す 。  ま た 、生 体 不 活 性 で あ り 、  ア  レ  ル  ギ ー  の 報 告 は あ り ま せ ん 。  そ の 優 れ た 性 質 のた め 、  世 界 中 で 盛 ん に 研 究 開 発 が 行 わ れ  て  い ま す が 、  当 分 野 で  も 産 業 技術 総 合 研 究 所 の 研 究 者 と 共 に 、  新 し  い 高 機 能 ジ  ル  コ  ニ  ア  の 開 発 を 目 指 して 研 究 に 取 り 組 ん で  い ま す 。 鹿 大 メ  ッ  セ  ー ジ

1 9 8 9 年 3 月

　 東 北 大 学 歯 学 部 卒 業

1 9 9 3 年 3 月

　 東 京 医 科 歯 科 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了

1 9 9 3 年 4 月

　 東 北 大 学 歯 学 部 歯 科 理 工 学 講 座 助 手

2 0 0 0 年 4 月

　 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 助 手

2 0 0 3 年 7 月

　 ベ イ ラ ー 歯 科 大 学 客 員 助 手

2 0 1 2 年

1 2月

　 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 講 師

2 0 1 3 年 2 月

　 鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科 歯 科 生 体 材 料 学 分 野 教 授

2 0 1 5 年 4 月

　 鹿 児 島 大 学 学 術 研 究 院 医 歯 学 域 歯 学 系 教 授

チ ャ レ ン ジ 精 神

【 図 2 】 フ ル デ ジ タ ル 歯 科 用 C A D / C A M シ ス テ ム

デ ジ タ ル 化

従 来 型 シ ス テ ム

フ ル デ ジ タ ル
シ ス テ ム

手 作 業 に よ る 形 成 （ 歯 の 切 削 ）

デ ジ タ ル 印 象 採 得 （ 歯 型 取 り ）

デ ジ タ ル 設 計 ・ 製 作 （ 詰 め 物 ・ 被 せ 物 等 ）

● ● 先 生 の 支 台 歯 形 成

歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト

● ● ● ● ● 式 窩 洞 形 成

【 図 1 】S D D の 概 念 図
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試 作 歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト
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T o pi cs

鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

• 奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 に 関 す る
  連 携 協 定 を 締 結

1 0 月 2 6 日 、 環 境 省 沖 縄 奄 美 自 然 環 境 事 務 所 、 鹿 児 島 県 、 国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学 及

び 国 立 研 究 開 発 法 人 国 立 環 境 研 究 所 生 物 ・ 生 態 系 環 境 研 究 セ ン タ ー の ４ 者 に よ る 、 奄 美

大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 に 関 す る 連 携 協 定 式 が あ り 、 佐 野 輝 学 長 が 協 定 書

に 署 名 し ま し た 。

本 協 定 は 、 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の う ち 奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 に お い て 、 4 者 の 連 携 の も と 、

長 期 的 な 調 査 研 究 を 促 進 し て 両 島 の 自 然 環 境 ・ 文 化 等 に 関 す

る 科 学 的 ・ 専 門 的 知 見 を 蓄 積 し 、 モ ニ タ リ ン グ や 科 学 的 な 管 理 の

基 盤 を 整 備 し 、 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の 保 全 管 理 に 貢 献 す る と と も に 、 奄 美 群 島 国 立

公 園 の 生 態 系 管 理 型 及 び 環 境 文 化 型 の 保 全 管 理 の 担 い 手 と な る 人 材 育 成 を 図 る こ と

を 目 的 と す る も の 。

今 後 は 4 者 が 相 互 に 連 携 ・ 協 力 し 、 そ れ ぞ れ の 資 源 や 機 能 な ど の 活 用 を 図 り な が ら 、

奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の 保 全 管 理 へ の 貢 献 、 保 全 管 理 に 係 る 人

材 育 成 を 目 指 す こ と と し て い ま す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 令 和 2 年 度 後 期 鹿 児 島 大 学 留 学 生 後 援 会 奨 学 金 授 与 式 を 挙 行
1 2 月 2 3 日 、 令 和 2 年 度 後 期 鹿 児 島 大 学 留 学 生 後 援 会 奨 学 金 授 与 式 を 挙 行 し ま し た 。

こ の 奨 学 金 は 、 優 秀 な 私 費 外 国 人 留 学 生 に 対 し 経 済 的 支 援 を 行 い 、 学 習 効 果 を 高

め る こ と を 目 的 に 授 与 す る も の 。 今 回 は 、 2 0 2 0 年 4 月 に 入 学 し た も の の 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 に 伴 う 世 界 的 な 渡 航 制 限 に よ り 、 日 本 に 長 く 入 国 で き

な か っ た 留 学 生 2 名 を 含 む 8 名 を 奨 学 生 と し て 選 出 、 奨 学 金 を 授 与 し ま し た 。

式 で は 後 援 会 会 長 で あ る 佐 野 輝 学 長 が 、 留 学 生 一 人 ひ と り に 奨 学 金 を 手 渡 し た

後 、 「 世 界 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 を 受 け 大 変 な 状 況 の 中 、 不 慣 れ な 異 国 の 地 で 勉 学 に 励 ん で お ら れ る 皆 様 の 努

力 の 成 果 と し て 奨 学 金 を 得 ら れ た こ と 、 お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。 」 と 祝 辞 を 述 べ 、 「 こ れ か ら も 積 極 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 持 ち

続 け 、 留 学 を 終 え た 後 は 母 国 と の 架 け 橋 に な っ て い た だ き た い 」 と 激 励 し ま し た 。

キ ム オ チ ョ ル さ ん （ 農 林 水 産 学 研 究 科 1 年 ） は 、 奨 学 生 を 代 表 し 、「 現 在 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 猛 威 を ふ る っ て お り 、

経 済 的 に 困 窮 し て い る 学 生 も 多 い が 、 奨 学 金 は 私 た ち の 助 け に な り 、 非 常 に あ り が た い 。 奨 学 金 に 込 め ら れ た 私 た ち

へ の 期 待 に 応 え ら れ る よ う 努 力 し 、 鹿 児 島 大 学 に 恩 返 し で き る よ う 研 究 に 励 み た い 」 と 感 謝 と 抱 負 が 述 べ ら れ ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• ラ グ ビ ー 部 準 優 勝 ！ 第 7 1 回 全 国 地 区 対 抗 大 学 ラ グ ビ ー 大 会
本 学 ラ グ ビ ー 部 が 第 7 1 回 全 国 地 区 対 抗 大 学 大 会 に 出 場 し 、 準 優 勝 し ま し た 。

九 州 代 表 と し て 3 年 連 続 1 8 回 目 の 出 場 と な っ た 今 回 は 、 初 戦 、 松 山 大 学 （ 中 ・ 四 国 代 表 ） に 5 6 - 7 で 勝 利 し 、 続 く 準

決 勝 で は 、 前 回 王 者 で 連 覇 を 狙 う 東 京 学 芸 大 学 （ 関 東 1 区 代 表 ） を 2 1 - 1 9 と 2 点 差 で 下 し ま し た 。

決 勝 で は 強 豪 ・ 大 阪 体 育 大 学 と 対 戦 。 序 盤 か ら 、 昨 年 ま で 関 西 大 学  A  リ ー グ （ 1

部 ） で プ レ ー し て い た 同 大 の 猛 攻 に あ い 、 前 半 0 - 3 6 で 折 り 返 す も 、 後 半 は 意 地 を

見 せ 、 3 9 分 と 4 2 分 に 連 続 で 2 ト ラ イ を 決 め ま し た 。 結 果 、 1 4 - 7 1 と 敗 れ た も の の 、

2 0 1 6 年 、 2 0 1 7 年 以 来 の 準 優 勝 と な り ま し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 無 観 客 試 合 と な っ た 今 大 会 は 、 1 月 2

日 、 パ ロ マ 瑞 穂 ラ グ ビ ー 場 （ 愛 知 県 ） で 開 幕 し 、 1 月 6 日 の 決 勝 戦 を も っ て 全 日

程 を 終 え ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 学 生 が 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 を 見 す え た ま ち づ く り 」 を 提 案 。
  都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ 成 果 発 表 会 を 開 催

1 月 1 8 日 、 鹿 児 島 市 の 「 第 二 次 か ご し ま 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン （ 骨 子 案 ） 外 部 リ ン ク 」 に つ い て 考 え る 学 生 ワ ー ク

シ ョ ッ プ の 成 果 発 表 会 が 鹿 児 島 市 役 所 で 開 催 さ れ 、 本 学 の 学 生 2 7 名 が 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 」 を 見 す え た ま ち づ く り の

ア イ デ ア を 提 案 し ま し た 。

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 ま ち づ く り に 若 い 世 代 の 意 見 を 取 り 入 れ る こ と を 目 的 に 、 鹿 児 島 市 が 市 内 6 大 学 で 開 催 し て

い る も の 。 「 余 暇 ・ 観 光 」 「 産 業 」 「 教 育 ・ 文 化 」 「 移 動 」 「 生 活 空 間 」 を テ ー マ と し た 5 グ ル ー プ に 分 か れ 、 各 テ ー マ に お

け る 「 鹿 児 島 市 の 現 状 」 や 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 市 で の 生 活 イ メ ー ジ 」 等 を 、 市 職 員 や 教 員 も 交 え な が ら 議 論 し て き ま し た 。

今 回 は こ れ ま で の 議 論 を 総 括 し 、 グ ル ー プ ご と に ま と め た ま ち づ く り の た め の 施 策 案 に つ い て 発 表 が 行 わ れ 、 発 表

を 聞 い た 下 鶴 隆 央 鹿 児 島 市 長 か ら は 、 「 2 0 年 後 の 皆 さ ん は 、 今 の 私 と 同 じ 年 の 頃 。 こ の 中 か ら 市 長 に な る 人 が 出 て 、

今 回 の 提 案 を ぜ ひ 、 実 現 し て 欲 し い 。 」 と 学 生 へ の 激 励 が 送 ら れ ま し た 。

鹿 児 島 市 の 第 二 次 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン は 2 0 2 1 年 度 に 策 定 さ れ る 予 定 で す 。
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【 五 万 円 】

鹿 児 島 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社

【 三 万 円 】

鹿 児 島 大 学 教 職 員 組 合 教 育 学 部 支 部

【 団 体 等 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

カ ク イ 株 式 会 社鹿 児 島 空 港 ビ ル デ ィ ン グ 株 式 会 社株 式 会 社 南 日 本 放 送株 式 会 社 九 州 タ ブ チ有 村 商 事 株 式 会 社鎌 田 建 設 株 式 会 社株 式 会 社 南 日 本 銀 行株 式 会 社 カ ク イ ッ ク ス株 式 会 社 南 給中 川 運 輸 株 式 会 社株 式 会 社 ブ ン カ 巧 芸 社九 州 共 同 株 式 会 社株 式 会 社 栄 研 設 備サ ツ マ 薬 品 株 式 会 社鹿 児 島 大 学 教 職 員 組 合 理 学 部 支 部株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行ア プ ラ イ ド 株 式 会 社医 療 法 人 福 賀 会

整 形 外 科 福 村 ク リ ニ ッ ク

鹿 児 島 大 学 精 神 科 医 局医 療 法 人 ひ ま わ り 歯 科

◆ 古 本 募 金
安 田

　 祐 子

松 田

　 洋 介

大 島

　 弘 三

上 薗

　 俊 弘

並 木

　 俊 樹

野 上

　 哲 夫

松 尾

　 奈 津 実

石 橋

　 孝 久

山 下

　 佳 世

岡 田

　 猛

小 林

　 義 孝

安 部

　 淳 一

澤 井

　 隆 志

河 野

　 も と 子

川 田 原

　 正 樹

福 田

　 恭 子

前 田

　 安 徳

勝 濱

　 良 博

小 西

　 央 郎

平 松

　 凜 花

大 峰

　 悠 矢

尾 林

　 聡

渡 辺

　 淳

加 藤

　 和 恵

花 房

　 る り 子

榊

　 春 美

鶴 田

　 純 子

竹 内

　 由 美

四 本

　 美 由 紀

三 次

　 充 和

日 置

　 敦 子

池 田

　 拓 男

皆 村

　 武 一

福 田

　 章

山 下

　 實

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

六 十 三 名
◆ 歯 学 部 基 金【 四 十 四 万 円 】

鹿 児 島 大 学 歯 学 部 後 援 会

【 五 万 円 】

荒 川

　 綾 子

太 田

　 博 見

柳 田

　 敏 孝

田 口

　 則 宏

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

南

　 弘 之

梶 原

　 浩 喜

松 本

　 祐 子

か じ は ら 歯 科 医 院

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

十 名
◆ 鹿 児 島 大 学 病 院 基 金【 百 万 円 】

株 式 会 社 サ ニ タ リ ー一 般 財 団 法 人 親 和 会

【 五 十 万 円 】

社 会 医 療 法 人 緑 泉 会

【 三 十 万 円 】

坂 本

　 泰 二

【 二 十 万 円 】

佐 野

　 輝

【 十 一 万 円 】

浜 田

　 長 輝

【 十 万 円 】

岡 野

　 晃

杉 浦

　 剛

吉 浦

　 敬

佐 潟

　 芳 久

医 療 法 人 潤 愛 会 鮫 島 病 院医 療 法 人 和 芳 会 小 林 中 央 眼 科公 益 社 団 法 人 昭 和 会

【 五 万 円 】

鶴 丸

　 髙 久

宮 内

　 ス ミ ヨ

菊 谷

　 さ お り

岡 本

　 康 裕

九 綿 設 備 工 業 株 式 会 社株 式 会 社 大 城

【 三 万 円 】

岩 下

　 正 美

轟 木

　 睦 美

赤 崎

　 安 昭

杉 村

　 光 隆

山 口

　 忠 雄

山 下

　 聖 二

武 田

　 泰 生

な か む ら 歯 科 医 院

【 二 万 円 】

又 木

　 雄 弘

【 一 万 円 】

濱 洲

　 穂 積

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

尾 﨑

　 建

春 田

　 壽 英

石 塚

　 賢 治

大 園

　 信 栄

南

　 弘 之

青 崎

　 真 一 郎

田 邊

　 弘 美

片 平

　 剛 吉

植 村

　 弘 子

宮 薗

　 幸 江

畠

　 広 子

薗 田

　 誠 二

嘉 戸

　 英 二

小 寺

　 ユ リ 子

大 石

　 充

於 保

　 孝 彦

中 村

　 雅 之

西 之 薗

　 直 記

西 谷

　 佳 浩

小 林

　 裕 明

古 川

　 良 尚

大 脇

　 哲 洋

中 川

　 昌 之

大 塚

　 隆 生

山 村

　 未 美

脇 野

　 龍 也

赤 崎

　 雄 一

下 之 園

　 俊 之

古 里

　 嘉 啓

吉 本

　 幸 司

萩 元

　 美 恵 野

白 濵

　 一 喜

西 郷

　 康 正

政 元

　 い ず み

橘

　 榮

浅 山

　 恵 子

奥 野

　 真 湖

新 内

　 俊 昭

井 本

　 浩

医 療 法 人 一 誠 会 三 宅 病 院医 療 法 人 静 和 会 み な と 病 院田 原 内 科公 益 財 団 法 人鹿 児 島 県 民 総 合 保 健 セ ン タ ー医 療 法 人 明 輝 会医 療 法 人 ク オ ラ医 療 法 人 玉 水 会株 式 会 社 ジ ャ ス ト タ イ ム 二 十 四鹿 児 島 水 処 理 株 式 会 社有 限 会 社 渕 上 事 務 器医 療 法 人 厚 生 会電 新 デ ジ ッ ク 株 式 会 社有 限 会 社 ミ ツ ゾ ノ 防 水株 式 会 社

M
i
s
u
m
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川 内 市 医 師 会 立 市 民 病 院有 限 会 社 毎 日 工 芸 社株 式 会 社 し ん ぷ く株 式 会 社 愛 歯出 水 郡 医 師 会 広 域 医 療 セ ン タ ー霧 島 市 立 医 師 会 医 療 セ ン タ ー

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

八 十 一 名
◆ 練 習 船 基 金【 五 万 円 】

遠 矢

　 良 樹

【 五 千 円 】

鮎 川

　 秋 徳

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

辻 口

　 忠 男

西 元

　 頌 二

幅 野

　 明 正

村 岡

　 祐 輔

岩 元

　 善 巳

濱 崎

　 健 一

増 永

　 利 朗

犬 童

　 弘 文

安 樂

　 和 彦

鬼 丸

　 久 徳

東

　 論 史

鹿 児 島 ド ッ ク 鉄 工 株 式 会 社

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

七 名
◆ 医 学 部 医 学 科 教 育 基 金【 二 万 円 】

宮 原

　 広 典

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

中 村

　 雅 之

松 山

　 賢 治

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

二 名
◆ 教 育 学 部 附 属 学 校 園 基 金【 十 万 円 】

山 口

　 武 志

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

有 倉

　 巳 幸

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

一 名

◆ 動 物 病 院 基 金【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

瀬 戸 口

　 浩

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

四 名
◆ 日 本 野 球 誕 生 百 二 十 五 周 年

　 中 馬 庚 先 生 記 念 試 合 基 金

【 一 万 円 】

内 野

　 公 貴

渡 邊

　 睦

【 四 千 円 】

梶 田

　 和 宏

【 三 千 円 】

鈴 木

　 道 雄

【 千 円 】

佐 藤

　 由 美

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

亀 山

　 正 樹

田 邊

　 幾 之 助

山 口

　 幸 太 郎

松 田

　 典 久

桃 木 野

　 聡

児 玉

　 勇

尾 辻

　 憲 昭

中 村

　 浩 一

立 山

　 佳 人

米 田

　 貴 子

米 田

　 敏 雄

小 森

　 誠 吾

小 橋 口

　 桂 嗣

前 田

　 晶 子

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

三 十 七 名
◆ 工 学 部 創 立 七 十 五 周 年

　 記 念 事 業 基 金

【 十 万 円 】

渡 邊

　 睦

【 五 万 円 】

竹 迫

　 清

曽 我

　 和 弘

【 三 万 円 】

江 口

　 之 浩

廣 崎

　 雅 之

【 一 万 円 】

原

　 英 基

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

田 口

　 哲 志

加 藤

　 孝 明

岡 村

　 純 也

木 方

　 十 根

福 島

　 誠 治

城 森

　 直 人

山 崎

　 洋 樹

西 野

　 法 朋

佐 伯

　 憲 二

藤 本

　 啓 輔

二 宮

　 秀 興

千 田

　 修 司

松 崎

　 健 一 郎

高 口

　 裕 芝

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

七 名

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の 寄 附 者 様 ご 芳 名 一 覧
鹿 大 ｢ 進 取 の 精 神 ｣ 支 援 基 金 へ の ご 協 力 を 賜 り ま し た 皆 様 に 心 よ り お 礼 申 し 上 げ ま す 。 お 受 け い た し ま し た 寄 附 金 は 、 基 金 の 目 的 に 沿 っ て 有 意 義 に 活 用 さ せ て い た だ

き ま す 。ご 寄 附 い た だ き ま し た 皆 様 方 へ の 感 謝 の 意 を 込 め ま し て 、ご 芳 名 等 を 掲 載 さ せ て い た だ き ま す 。

な お 、 ご 意 向 に よ り 、 ご 芳 名 等 の 掲 載 を ご 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 に つ き ま し て は 、 本 誌 に 掲 載 い た し て お り ま せ ん 。 今 後 と も 、 鹿 児 島 大 学 へ の ご 支 援 、 ご 協 力 を 賜 り ま す

よ う お  願 い  申 し 上 げ ま す 。

令 和 3 年 3 月   国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学   学 長 　 佐 野 輝

【 2 0 2 0 年 1 月 か ら 2 0 2 0 年 1 2 月 ま で の 寄 附 者 様 】 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）

◆ 一 般 資 金

及 び

修 学 支 援 事 業 基 金
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鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

• 奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 に 関 す る
  連 携 協 定 を 締 結

1 0 月 2 6 日 、 環 境 省 沖 縄 奄 美 自 然 環 境 事 務 所 、 鹿 児 島 県 、 国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学 及

び 国 立 研 究 開 発 法 人 国 立 環 境 研 究 所 生 物 ・ 生 態 系 環 境 研 究 セ ン タ ー の ４ 者 に よ る 、 奄 美

大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 に 関 す る 連 携 協 定 式 が あ り 、 佐 野 輝 学 長 が 協 定 書

に 署 名 し ま し た 。

本 協 定 は 、 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の う ち 奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 に お い て 、 4 者 の 連 携 の も と 、

長 期 的 な 調 査 研 究 を 促 進 し て 両 島 の 自 然 環 境 ・ 文 化 等 に 関 す

る 科 学 的 ・ 専 門 的 知 見 を 蓄 積 し 、 モ ニ タ リ ン グ や 科 学 的 な 管 理 の

基 盤 を 整 備 し 、 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の 保 全 管 理 に 貢 献 す る と と も に 、 奄 美 群 島 国 立

公 園 の 生 態 系 管 理 型 及 び 環 境 文 化 型 の 保 全 管 理 の 担 い 手 と な る 人 材 育 成 を 図 る こ と

を 目 的 と す る も の 。

今 後 は 4 者 が 相 互 に 連 携 ・ 協 力 し 、 そ れ ぞ れ の 資 源 や 機 能 な ど の 活 用 を 図 り な が ら 、

奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産 推 薦 地 の 保 全 管 理 へ の 貢 献 、 保 全 管 理 に 係 る 人

材 育 成 を 目 指 す こ と と し て い ま す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 令 和 2 年 度 後 期 鹿 児 島 大 学 留 学 生 後 援 会 奨 学 金 授 与 式 を 挙 行
1 2 月 2 3 日 、 令 和 2 年 度 後 期 鹿 児 島 大 学 留 学 生 後 援 会 奨 学 金 授 与 式 を 挙 行 し ま し た 。

こ の 奨 学 金 は 、 優 秀 な 私 費 外 国 人 留 学 生 に 対 し 経 済 的 支 援 を 行 い 、 学 習 効 果 を 高

め る こ と を 目 的 に 授 与 す る も の 。 今 回 は 、 2 0 2 0 年 4 月 に 入 学 し た も の の 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 に 伴 う 世 界 的 な 渡 航 制 限 に よ り 、 日 本 に 長 く 入 国 で き

な か っ た 留 学 生 2 名 を 含 む 8 名 を 奨 学 生 と し て 選 出 、 奨 学 金 を 授 与 し ま し た 。

式 で は 後 援 会 会 長 で あ る 佐 野 輝 学 長 が 、 留 学 生 一 人 ひ と り に 奨 学 金 を 手 渡 し た

後 、 「 世 界 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 を 受 け 大 変 な 状 況 の 中 、 不 慣 れ な 異 国 の 地 で 勉 学 に 励 ん で お ら れ る 皆 様 の 努

力 の 成 果 と し て 奨 学 金 を 得 ら れ た こ と 、 お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。 」 と 祝 辞 を 述 べ 、 「 こ れ か ら も 積 極 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 持 ち

続 け 、 留 学 を 終 え た 後 は 母 国 と の 架 け 橋 に な っ て い た だ き た い 」 と 激 励 し ま し た 。

キ ム オ チ ョ ル さ ん （ 農 林 水 産 学 研 究 科 1 年 ） は 、 奨 学 生 を 代 表 し 、「 現 在 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 猛 威 を ふ る っ て お り 、

経 済 的 に 困 窮 し て い る 学 生 も 多 い が 、 奨 学 金 は 私 た ち の 助 け に な り 、 非 常 に あ り が た い 。 奨 学 金 に 込 め ら れ た 私 た ち

へ の 期 待 に 応 え ら れ る よ う 努 力 し 、 鹿 児 島 大 学 に 恩 返 し で き る よ う 研 究 に 励 み た い 」 と 感 謝 と 抱 負 が 述 べ ら れ ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• ラ グ ビ ー 部 準 優 勝 ！ 第 7 1 回 全 国 地 区 対 抗 大 学 ラ グ ビ ー 大 会
本 学 ラ グ ビ ー 部 が 第 7 1 回 全 国 地 区 対 抗 大 学 大 会 に 出 場 し 、 準 優 勝 し ま し た 。

九 州 代 表 と し て 3 年 連 続 1 8 回 目 の 出 場 と な っ た 今 回 は 、 初 戦 、 松 山 大 学 （ 中 ・ 四 国 代 表 ） に 5 6 - 7 で 勝 利 し 、 続 く 準

決 勝 で は 、 前 回 王 者 で 連 覇 を 狙 う 東 京 学 芸 大 学 （ 関 東 1 区 代 表 ） を 2 1 - 1 9 と 2 点 差 で 下 し ま し た 。

決 勝 で は 強 豪 ・ 大 阪 体 育 大 学 と 対 戦 。 序 盤 か ら 、 昨 年 ま で 関 西 大 学  A  リ ー グ （ 1

部 ） で プ レ ー し て い た 同 大 の 猛 攻 に あ い 、 前 半 0 - 3 6 で 折 り 返 す も 、 後 半 は 意 地 を

見 せ 、 3 9 分 と 4 2 分 に 連 続 で 2 ト ラ イ を 決 め ま し た 。 結 果 、 1 4 - 7 1 と 敗 れ た も の の 、

2 0 1 6 年 、 2 0 1 7 年 以 来 の 準 優 勝 と な り ま し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 無 観 客 試 合 と な っ た 今 大 会 は 、 1 月 2

日 、 パ ロ マ 瑞 穂 ラ グ ビ ー 場 （ 愛 知 県 ） で 開 幕 し 、 1 月 6 日 の 決 勝 戦 を も っ て 全 日

程 を 終 え ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 学 生 が 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 を 見 す え た ま ち づ く り 」 を 提 案 。
  都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ 成 果 発 表 会 を 開 催

1 月 1 8 日 、 鹿 児 島 市 の 「 第 二 次 か ご し ま 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン （ 骨 子 案 ） 外 部 リ ン ク 」 に つ い て 考 え る 学 生 ワ ー ク

シ ョ ッ プ の 成 果 発 表 会 が 鹿 児 島 市 役 所 で 開 催 さ れ 、 本 学 の 学 生 2 7 名 が 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 」 を 見 す え た ま ち づ く り の

ア イ デ ア を 提 案 し ま し た 。

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 ま ち づ く り に 若 い 世 代 の 意 見 を 取 り 入 れ る こ と を 目 的 に 、 鹿 児 島 市 が 市 内 6 大 学 で 開 催 し て

い る も の 。 「 余 暇 ・ 観 光 」 「 産 業 」 「 教 育 ・ 文 化 」 「 移 動 」 「 生 活 空 間 」 を テ ー マ と し た 5 グ ル ー プ に 分 か れ 、 各 テ ー マ に お

け る 「 鹿 児 島 市 の 現 状 」 や 「 2 0 年 後 の 鹿 児 島 市 で の 生 活 イ メ ー ジ 」 等 を 、 市 職 員 や 教 員 も 交 え な が ら 議 論 し て き ま し た 。

今 回 は こ れ ま で の 議 論 を 総 括 し 、 グ ル ー プ ご と に ま と め た ま ち づ く り の た め の 施 策 案 に つ い て 発 表 が 行 わ れ 、 発 表

を 聞 い た 下 鶴 隆 央 鹿 児 島 市 長 か ら は 、 「 2 0 年 後 の 皆 さ ん は 、 今 の 私 と 同 じ 年 の 頃 。 こ の 中 か ら 市 長 に な る 人 が 出 て 、

今 回 の 提 案 を ぜ ひ 、 実 現 し て 欲 し い 。 」 と 学 生 へ の 激 励 が 送 ら れ ま し た 。

鹿 児 島 市 の 第 二 次 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン は 2 0 2 1 年 度 に 策 定 さ れ る 予 定 で す 。
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個 人【 二 百 万 円 】

江 口

　 正 純

【 五 十 万 円 】

佐 野

　 輝

【 二 十 一 万 円 】

赤 崎

　 安 昭

【 二 十 万 円 】

野 口

　 愛 子

左 近 充

　 浩 一

比 嘉

　 健 裕

福 本

　 滉 太 郎

木 下

　 英 二

【 十 万 円 】

冨 田

　 克 利

水 流

　 賢 志

川 畑

　 秋 馬

【 八 万 円 】

松 成

　 裕 子

【 五 万 円 】

内 山

　 修 一

遠 矢

　 良 樹

伊 東

　 祐 二

伊 東

　 文 子

古 川

　 良 尚

山 口

　 武 志

坂 巻

　 祥 孝

宮 本

　 篤

【 四 万 円 】

畝 田 谷 桂 子林

　 敬 人

谷 口

　 昇

【 三 万 円 】

中 原

　 睦 美

杉 村

　 光 隆

山 口

　 明 伸

【 二 万 円 】

野 澤

　 和 生

山 本

　 吉 朗

【 一 万 円 】

濱 田

　 浩 朗

松 田

　 潤 一

今 辻

　 幸 二

山 口

　 や よ い

竹 岡

　 健 一

福 島

　 誠 治

【 千 円 】

辻

　 潔

大 久 保

　 大 介

【 ご 芳 名 の み 掲 載
希 望 の 寄 附 者 様 】田 中

　 賢 治

根 路 銘

　 安 仁

米 田

　 敏 雄

下 田

　 智 子

新 地

　 洋 之

橋 本

　 不 可 思

宿 里

　 芳 孝

小 田

　 和 秀

立 岩

　 洋 一

東

　 樹 志

風 間

　 広 仁

宮 本

　 貴 浩

杉 尾

　 功

山 田

　 雄 一

河 本

　 梓

三 井

　 薫

小 見 山

　 祐 一

橋 口

　 昭 大

西 谷

　 佳 浩

網 谷

　 東 方

二 宮

　 雄 一

三 好

　 宣 彰

及 川

　 豊

浅 山

　 典 久

土 山

　 道 弘

森 川

　 勇 一

木 方

　 十 根

池 田

　 義 之

小 原

　 恭 子

永 山

　 務

村 岡

　 祐 輔

前 田

　 雅 人

並 松

　 靖 子

西 牟 田

　 な つ み

山 木

　 宏 明

ド ナ キ ー ニ ー ル樋 ノ 口

　 正 光

田 口

　 佳 奈 子

後 藤

　 貴 文

石 崎

　 宗 周

加 藤

　 和 恵

大 脇

　 哲 洋

小 澤

　 結 花

張

　 秀 娟

岩 井

　 久

吉 満

　 誠

於 保

　 孝 彦

馬 場

　 昌 範

本 山

　 早 苗

山 口

　 さ お り

渡 邊

　 睦

水 田

　 敬

江 幡

　 恵 吾

平 山

　 斉

小 野

　 智 司

幅 野

　 明 正

森

　 隆 子

仲 谷

　 幸 浩

井 上

　 尚 美

網 谷

　 真 理 恵

伊 牟 田

　 均

Ｎ Ｅ Ｖ Ａ Ｒ Ａ

　 Ｊ Ｏ Ｈ Ｎ

上 笹 貫

　 太 郎

上 谷

　 順 三 郎

平 野

　 謙 一 郎

宇 都 宮

　 敦 浩

平 野

　 恵 子

三 宅

　 一 範

田 中

　 恵 理 子

大 石

　 英 史

寺 薗

　 英 之

池 川

　 直

西 園

　 敏 郎

髙 見

　 龍 也

池 田

　 稔

野 口

　 和 行

隅 田

　 泰 生

武 隈

　 晃

三 好

　 和 睦

河 野

　 嘉 文

山 本

　 雅 史

小 山

　 雄 資

越 塩

　 俊 介

候

　 徳 興

有 倉

　 巳 幸

秋 月

　 大 輔

鮎 川

　 秋 徳

西 村

　 正 宏

宮 野

　 英 彦

山 下

　 憲 一 郞

内 山

　 正 樹

河 内 迫

　 夕 市

河 内 迫

　 純 子

上 原

　 直 子

大 重

　 匡

畠

　 広 子

田 中

　 智 雄

桑 畑

　 安 丈

立 和 名

　 幸 洋

金 井

　 静 香

小 林

　 裕 明

坂 元

　 繭

三 橋

　 廷 央

松 葉 瀬

　 昭 仁

楠 原

　 良 成

木 村

　 健 一

岩 﨑

　 弘 志

田 畑

　 文 子

松 田

　 忠 大

通 山

　 裕 樹

手 塚

　 祐 輔

中 村

　 智 子

春 田

　 奈 央 子

林

　 未 登 里

尾 崎

　 孝 宏

住 吉

　 文 夫

竹 内

　 宏

八 代

　 利 香

小 湊

　 葉 月

中 尾

　 優 子

嶽 崎

　 俊 郎

松 浦

　 洋 人

寺 岡

　 行 雄

堀 江

　 雄 二

城 戸

　 秀 之

谷

　 淳 至

瀬 戸 口

　 浩

丹 羽

　 謙 治

米 山

　 政 晴

藤 井

　 伸 平

野 間

　 尚 宜

田 代

　 正 一

坂 本

　 泰 二

田 浦

　 悟

大 山

　 祐 紀 子

今 村

　 果 音

堤

　 清

中 島

　 勝 秀

浅 野

　 敏 之

久 見 木

　 大 介

安 樂

　 和 彦

松 本

　 祐 子

野 澤

　 知 弘

【 掲 載 を 希 望
さ れ な い 寄 附 者 様 】

三 百 六 名

団 体 等【 一 千 万 円 】

一 般 財 団 法 人 岩 崎 育 英 文 化 財 団

【 百 万 円 】

鹿 児 島 大 学 事 務 協 議 会 一 同株 式 会 社

M
i
s
u
m
i

【 五 十 万 円 】

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

【 三 十 五 万 四 四 六 六 円 】

鹿 児 島 大 学 理 工 学 研 究 科 技 術 部実 験 ・ 実 習 技 術 研 究 会

2
0
2
0

鹿 児 島 大 学

【 三 十 万 円 】

鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 同 窓 会

【 二 十 万 円 】

エ ス オ ー シ ー 株 式 会 社株 式 会 社 ト ヨ タ レ ン タ リ ー ス 鹿 児 島坂 元 醸 造 株 式 会 社株 式 会 社 南 日 本 総 合 サ ー ビ ス

【 十 万 円 】

ソ フ ト マ ッ ク ス 株 式 会 社株 式 会 社 西 原 商 会大 福 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社株 式 会 社 東 条 設 計野 村 證 券 株 式 会 社 鹿 児 島 支 店鹿 児 島 ト ヨ ペ ッ ト 株 式 会 社株 式 会 社 エ フ ワ ンイ ン フ ラ テ ッ ク 株 式 会 社ト ヨ タ カ ロ ー ラ 鹿 児 島 株 式 会 社一 般 社 団 法 人 建 造 物 診 断 技 術 研 究 会

【 五 万 円 】

鹿 児 島 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社

【 三 万 円 】

鹿 児 島 大 学 教 職 員 組 合 教 育 学 部 支 部

【 団 体 等 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

カ ク イ 株 式 会 社鹿 児 島 空 港 ビ ル デ ィ ン グ 株 式 会 社株 式 会 社 南 日 本 放 送株 式 会 社 九 州 タ ブ チ有 村 商 事 株 式 会 社鎌 田 建 設 株 式 会 社株 式 会 社 南 日 本 銀 行株 式 会 社 カ ク イ ッ ク ス株 式 会 社 南 給中 川 運 輸 株 式 会 社株 式 会 社 ブ ン カ 巧 芸 社九 州 共 同 株 式 会 社株 式 会 社 栄 研 設 備サ ツ マ 薬 品 株 式 会 社鹿 児 島 大 学 教 職 員 組 合 理 学 部 支 部株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行ア プ ラ イ ド 株 式 会 社医 療 法 人 福 賀 会

整 形 外 科 福 村 ク リ ニ ッ ク

鹿 児 島 大 学 精 神 科 医 局医 療 法 人 ひ ま わ り 歯 科

◆ 古 本 募 金
安 田

　 祐 子

松 田

　 洋 介

大 島

　 弘 三

上 薗

　 俊 弘

並 木

　 俊 樹

野 上

　 哲 夫

松 尾

　 奈 津 実

石 橋

　 孝 久

山 下

　 佳 世

岡 田

　 猛

小 林

　 義 孝

安 部

　 淳 一

澤 井

　 隆 志

河 野

　 も と 子

川 田 原

　 正 樹

福 田

　 恭 子

前 田

　 安 徳

勝 濱

　 良 博

小 西

　 央 郎

平 松

　 凜 花

大 峰

　 悠 矢

尾 林

　 聡

渡 辺

　 淳

加 藤

　 和 恵

花 房

　 る り 子

榊

　 春 美

鶴 田

　 純 子

竹 内

　 由 美

四 本

　 美 由 紀

三 次

　 充 和

日 置

　 敦 子

池 田

　 拓 男

皆 村

　 武 一

福 田

　 章

山 下

　 實

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

六 十 三 名
◆ 歯 学 部 基 金【 四 十 四 万 円 】

鹿 児 島 大 学 歯 学 部 後 援 会

【 五 万 円 】

荒 川

　 綾 子

太 田

　 博 見

柳 田

　 敏 孝

田 口

　 則 宏

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

南

　 弘 之

梶 原

　 浩 喜

松 本

　 祐 子

か じ は ら 歯 科 医 院

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

十 名
◆ 鹿 児 島 大 学 病 院 基 金【 百 万 円 】

株 式 会 社 サ ニ タ リ ー一 般 財 団 法 人 親 和 会

【 五 十 万 円 】

社 会 医 療 法 人 緑 泉 会

【 三 十 万 円 】

坂 本

　 泰 二

【 二 十 万 円 】

佐 野

　 輝

【 十 一 万 円 】

浜 田

　 長 輝

【 十 万 円 】

岡 野

　 晃

杉 浦

　 剛

吉 浦

　 敬

佐 潟

　 芳 久

医 療 法 人 潤 愛 会 鮫 島 病 院医 療 法 人 和 芳 会 小 林 中 央 眼 科公 益 社 団 法 人 昭 和 会

【 五 万 円 】

鶴 丸

　 髙 久

宮 内

　 ス ミ ヨ

菊 谷

　 さ お り

岡 本

　 康 裕

九 綿 設 備 工 業 株 式 会 社株 式 会 社 大 城

【 三 万 円 】

岩 下

　 正 美

轟 木

　 睦 美

赤 崎

　 安 昭

杉 村

　 光 隆

山 口

　 忠 雄

山 下

　 聖 二

武 田

　 泰 生

な か む ら 歯 科 医 院

【 二 万 円 】

又 木

　 雄 弘

【 一 万 円 】

濱 洲

　 穂 積

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

尾 﨑

　 建

春 田

　 壽 英

石 塚

　 賢 治

大 園

　 信 栄

南

　 弘 之

青 崎

　 真 一 郎

田 邊

　 弘 美

片 平

　 剛 吉

植 村

　 弘 子

宮 薗

　 幸 江

畠

　 広 子

薗 田

　 誠 二

嘉 戸

　 英 二

小 寺

　 ユ リ 子

大 石

　 充

於 保

　 孝 彦

中 村

　 雅 之

西 之 薗

　 直 記

西 谷

　 佳 浩

小 林

　 裕 明

古 川

　 良 尚

大 脇

　 哲 洋

中 川

　 昌 之

大 塚

　 隆 生

山 村

　 未 美

脇 野

　 龍 也

赤 崎

　 雄 一

下 之 園

　 俊 之

古 里

　 嘉 啓

吉 本

　 幸 司

萩 元

　 美 恵 野

白 濵

　 一 喜

西 郷

　 康 正

政 元

　 い ず み

橘

　 榮

浅 山

　 恵 子

奥 野

　 真 湖

新 内

　 俊 昭

井 本

　 浩

医 療 法 人 一 誠 会 三 宅 病 院医 療 法 人 静 和 会 み な と 病 院田 原 内 科公 益 財 団 法 人鹿 児 島 県 民 総 合 保 健 セ ン タ ー医 療 法 人 明 輝 会医 療 法 人 ク オ ラ医 療 法 人 玉 水 会株 式 会 社 ジ ャ ス ト タ イ ム 二 十 四鹿 児 島 水 処 理 株 式 会 社有 限 会 社 渕 上 事 務 器医 療 法 人 厚 生 会電 新 デ ジ ッ ク 株 式 会 社有 限 会 社 ミ ツ ゾ ノ 防 水株 式 会 社

M
i
s
u
m
i

川 内 市 医 師 会 立 市 民 病 院有 限 会 社 毎 日 工 芸 社株 式 会 社 し ん ぷ く株 式 会 社 愛 歯出 水 郡 医 師 会 広 域 医 療 セ ン タ ー霧 島 市 立 医 師 会 医 療 セ ン タ ー

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

八 十 一 名
◆ 練 習 船 基 金【 五 万 円 】

遠 矢

　 良 樹

【 五 千 円 】

鮎 川

　 秋 徳

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

辻 口

　 忠 男

西 元

　 頌 二

幅 野

　 明 正

村 岡

　 祐 輔

岩 元

　 善 巳

濱 崎

　 健 一

増 永

　 利 朗

犬 童

　 弘 文

安 樂

　 和 彦

鬼 丸

　 久 徳

東

　 論 史

鹿 児 島 ド ッ ク 鉄 工 株 式 会 社

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

七 名
◆ 医 学 部 医 学 科 教 育 基 金【 二 万 円 】

宮 原

　 広 典

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

中 村

　 雅 之

松 山

　 賢 治

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

二 名
◆ 教 育 学 部 附 属 学 校 園 基 金【 十 万 円 】

山 口

　 武 志

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

有 倉

　 巳 幸

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

一 名

◆ 動 物 病 院 基 金【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

瀬 戸 口

　 浩

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

四 名
◆ 日 本 野 球 誕 生 百 二 十 五 周 年

　 中 馬 庚 先 生 記 念 試 合 基 金

【 一 万 円 】

内 野

　 公 貴

渡 邊

　 睦

【 四 千 円 】

梶 田

　 和 宏

【 三 千 円 】

鈴 木

　 道 雄

【 千 円 】

佐 藤

　 由 美

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

亀 山

　 正 樹

田 邊

　 幾 之 助

山 口

　 幸 太 郎

松 田

　 典 久

桃 木 野

　 聡

児 玉

　 勇

尾 辻

　 憲 昭

中 村

　 浩 一

立 山

　 佳 人

米 田

　 貴 子

米 田

　 敏 雄

小 森

　 誠 吾

小 橋 口

　 桂 嗣

前 田

　 晶 子

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

三 十 七 名
◆ 工 学 部 創 立 七 十 五 周 年

　 記 念 事 業 基 金

【 十 万 円 】

渡 邊

　 睦

【 五 万 円 】

竹 迫

　 清

曽 我

　 和 弘

【 三 万 円 】

江 口

　 之 浩

廣 崎

　 雅 之

【 一 万 円 】

原

　 英 基

【 ご 芳 名 の み 掲 載 希 望 の 寄 附 者 様 】

田 口

　 哲 志

加 藤

　 孝 明

岡 村

　 純 也

木 方

　 十 根

福 島

　 誠 治

城 森

　 直 人

山 崎

　 洋 樹

西 野

　 法 朋

佐 伯

　 憲 二

藤 本

　 啓 輔

二 宮

　 秀 興

千 田

　 修 司

松 崎

　 健 一 郎

高 口

　 裕 芝

【 掲 載 を 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 】

七 名

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の 寄 附 者 様 ご 芳 名 一 覧
鹿 大 ｢ 進 取 の 精 神 ｣ 支 援 基 金 へ の ご 協 力 を 賜 り ま し た 皆 様 に 心 よ り お 礼 申 し 上 げ ま す 。 お 受 け い た し ま し た 寄 附 金 は 、 基 金 の 目 的 に 沿 っ て 有 意 義 に 活 用 さ せ て い た だ

き ま す 。ご 寄 附 い た だ き ま し た 皆 様 方 へ の 感 謝 の 意 を 込 め ま し て 、ご 芳 名 等 を 掲 載 さ せ て い た だ き ま す 。

な お 、 ご 意 向 に よ り 、 ご 芳 名 等 の 掲 載 を ご 希 望 さ れ な い 寄 附 者 様 に つ き ま し て は 、 本 誌 に 掲 載 い た し て お り ま せ ん 。 今 後 と も 、 鹿 児 島 大 学 へ の ご 支 援 、 ご 協 力 を 賜 り ま す

よ う お  願 い  申 し 上 げ ま す 。

令 和 3 年 3 月   国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学   学 長 　 佐 野 輝

【 2 0 2 0 年 1 月 か ら 2 0 2 0 年 1 2 月 ま で の 寄 附 者 様 】 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）

◆ 一 般 資 金

及 び

修 学 支 援 事 業 基 金

K A D AI J O U R N A L N o. 2 1 61 7



鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

進 め ! 
鹿 大 生

鹿 児 島 大 学 は 、 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 と し て 、 学 生 の グ ロ ー バ ル 教 育

の 推 進 や 地 域 に 貢 献 す る 人 材 の 育 成 な ど 教 育 研 究 支 援 の 強 化 に 取 り 組 む

た め 、 鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 を 創 設 し 、 寄 附 の ご 協 力 を お 願 い し て お

り ま す 。 つ き ま し て は 、 本 基 金 の 趣 旨 に ご 賛 同 い た だ き 、 皆 様 の ご 協 力 を 賜

り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

な お 、 本 学 へ の 寄 附 に つ き ま し て は 、 所 得 税 法 、 法 人 税

法 上 の 優 遇 措 置 の 対 象 と な り ま す 。

【 お 問 い 合 わ せ 先 】 　 鹿 児 島 大 学 総 務 課 基 金 ・ 渉 外 係

T E L ：0 9 9- 2 8 5- 3 1 0 1 　 F A X ：0 9 9- 2 8 5- 7 0 3 4

E- m ail ： s- ki ki n @ k u a s. k a g o s hi m a- u. a c.j p

基 金 ホ ー ム ペ ー ジ ： htt p s: / / w w w. k a g o s hi m a- u. a c.j p / kif u ki n /

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の ご 寄 附 の お 願 い

教 育 学 研 究 科 教 育 実 践 総 合 専 攻 2 年

石 山 裕 輝  さ ん

鹿 児 島 県 の 伝 統 的 工 芸 品 ・ 薩 摩 琵 琶 の 製 作 を 通 じ 、 古 来 の す ぐ れ た 技 術 を 次 世 代 に 伝 え る

I s hi y a m a Y u ki

石 山 裕 輝 さ ん は 、  鹿 児 島 県 の
伝 統 的 工 芸 品 の  一  つ で あ る 薩 摩琵 琶 の 製 作 復 活 に 取 り 組 む と同 時 に 、  学 校 教 育 を 通 じ て 次 代に 伝 統 技 術 を 継 承 す る 活 動 に取 り 組 ん で  い ま す 。

第  一  工 業 大 学 時 代 は 航 空 工 学
を 学 ん で  い ま し た が 、  教 育 に  つ  いて 学 び を 深 め る た め 、  本 学 の 教育 学 研 究 科 に 進 学 。  薩 摩 琵 琶 製作 の 復 活 に 取 り 組 む 、  同 科 の 寺床 勝 也 教 授 と 先 輩  ・  惠 谷 林 太 郎さ ん の 思 い を 聞 き 、  薩 摩 琵 琶 に関 心 を 抱 き ま し た 。  「 川 辺 仏 壇 の職 人 で あ る 父 親 の 仕 事 場 が 幼  い頃 の 遊 び 場 だ  っ  た の  で 、  木 工 が 好き だ  っ  た と  い  う こ と も あ り ま す 」

研 究 科  へ  の 入 学 と 同 時 に 、  講
師 と し て 附 属 中 学 校 の 教 壇 に立 ち 、  技 術 科 の 全 カ リ キ  ュ  ラ  ム を担 当 し て  い ま す 。  伝 統 技 術 に  つ  いて の 単 元 で は 、  製 作 中 の 琵 琶 とカ ン ナ 、  ノ ミ な ど の 工 具 を 教 室に 持 ち 込 み 、  触 れ て 、  聴 い  て 、  感じ る 、  石 山 さ ん な ら で は の 授 業を 展 開 。  日 頃 、  滅 多 に さ わ る 機会 の な  い 和 楽 器 に 直 に 触 れ 、  生徒 た ち は 興 味 津 々  で す 。  「 昔 の すぐ れ た 技 術 が 現 代 の 技 術 に  つ なが  っ  て  い  る こ と も 知  っ  て ほ し  い  。  後継 者 不 足 の 今 、  少 し で も 興 味 を持  っ  て く れ る 子 が 現 れ て く れ たら 嬉 し  い  で す 」  。  代 々 受 け 継 が れて き た  「 も の づ く り ス ピ リ  ッ  ツ 」を 胸 に 、  次 代  へ  の 啓 発 活 動 に 意欲 を 燃 や  し ま す 。

薩 摩 琵 琶 製 作 を 教 わ っ た 先

輩 の 惠 谷 林 太 郎 さ ん と

限 ら れ た 時 数 の 中 で 、 生 徒 自 身 が 感 じ 取 り 、 思 考 を 深 め

る 授 業 を 展 開 し ま す

音 色 を 知 る た め 取 り 組 む 弾

奏 の 練 習 。 発 表 会 に も チ ャ

レ ン ジ

ケ ヤ キ な ど の 硬 木 を 手 作 業 に

よ っ て 時 間 を か け て 作 り 上 げ ま

す

座 右 の 銘
「  い ま か ら 、  こ こ か ら 」

落 ち こ ん だ と き 、 つ ら い と き 、 た の し い と き 、 嬉 し い と き 、 ど ん

な 時 で も い ま か ら こ こ か ら 、 前 向 き に 、 そ し て お ご る こ と な く 、

進 ん で い け る 言 葉 で す 。

• 第 1 0 回 食 と 健 康 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム
  「 食 と 健 康 で 創 る ！ 鹿 児 島 の 新 た な 成 長 産 業 」 を 開 催

2 月 1 日 、 鹿 児 島 県 工 業 倶 楽 部
と 共 同 で 「 第 1 0 回 食 と 健 康 に 関
す る シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 催 し 、 企
業 関 係 者 や 一 般 市 民 な ど 約 1 6 0 名
が 参 加 し ま し た 。

は じ め に 、 佐 野 輝 学 長 と 岩 元
正 孝 鹿 児 島 県 工 業 倶 楽 部 会 長 に よ
る 挨 拶 の 後 、 塩 田 康 一 鹿 児 島 県 知
事 に よ る 基 調 講 演 が あ り ま し た 。

続 い て 、 堀 内 正 久 医 歯 学 総 合 研 究 科 教 授 が 、 効 果 的 な 食 べ 合 わ
せ 「 食 材 連 携 」 に つ い て 講 演 し 、 鹿 児 島 の 食 産 業 と 働 く 女 性 を 支
援 す る 方 策 と し て 「 高 校 給 食 」 を 提 案 し ま し た 。 ま た 、 礒 田 博 子
筑 波 大 学 生 命 環 境 系 教 授 の 講 演 で は 、 構 築 す る 食 資 源 の 機 能 性 評
価 シ ス テ ム に よ る 国 内 外 と の 共 同 研 究 、 鹿 児 島 の ム ラ サ キ イ モ の
抗 老 化 機 能 の 実 験 成 果 な ど が 披 露 さ れ ま し た 。

今 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 の た め 、 参 加 は 事 前 申
し 込 み の み 、 収 容 人 員 の 半 数 以 下 で 受 付 を 終 了 し 、 当 日 は 、 検 温 ・
消 毒 等 万 全 の 対 策 を 行 い 、 シ ン ポ ジ ウ ム は 盛 会 裏 に 終 了 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 【 寄 稿 】「 樟 寿 会 便 り 」
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 深 刻 な 拡 大 は 、 こ の 一 年 余 り の 間

に 、 私 た ち の 日 常 の 生 活 様 式 や 社 会 の 在 り 方 を 一 変 さ せ ま し た 。
こ う し た 中 で 、 私 た ち の 樟 寿 会 の 活 動 の 在 り 方 も 大 き な 影 響 を 受
け て 、 令 和 ２ 年 度 の 総 会 と 懇 親 会 は 中 止 を 余 儀 な く さ れ ま し た 。
ま た 、 樟 寿 会 の あ ら た な 体 験 型 活 動 の 試 み と し て 企 画 し て い た 旧
薩 摩 藩 の 「 錫 山 鉱 山 遺 跡 」 見 学 会 も 中 止 せ ざ る を 得 ま せ ん で し た 。
こ の よ う に 活 動 の 在 り 方 に 大 き な 制 約 が 生 ま れ た コ ロ ナ 禍 の 下
で 、 ど の よ う に し て 樟 寿 会 の 目 的 を 実 現 す る の か 。 こ の こ と が 樟
寿 会 運 営 の 課 題 と な っ た 一 年 で も あ り ま し た 。

と こ ろ で 、 人 と 人 と の 身 近 な 接 触 が 制 約 さ れ 、 不 要 不 急 の 外 出
の 自 粛 が 求 め ら れ る 時 だ か ら こ そ 、 あ ら ゆ る 知 恵 と 手 段 を 駆 使 し
て お 互 い に 情 報 を 発 信 し 、 メ ッ セ ー ジ を 伝 え 合 う こ と が 必 要 で 有
意 義 で も あ る で し ょ う 。 そ こ で 、 樟 寿 会 の 活 動 に こ れ ま で 以 上 に
樟 寿 会 の メ ー リ ン グ リ ス ト を 積 極 的 に 活 用 す る こ と と し 、 会 員 が
メ ー リ ン グ リ ス ト を 通 し て お 互 い に 情 報 や メ ッ セ ー ジ を 気 軽 に 発
信 し 合 え る 「 ひ ろ ば 」 を 開 設 す る こ と に し ま し た 。

こ の 「 ひ ろ ば 」 に は 、 私 た ち の 期 待
に 応 え て 、 元 学 長 の 田 中 弘 允 先 生 が 「 大
学 の 再 構 築 を 考 え る 」 の テ ー マ で 、 元
法 文 学 部 で 鉱 物 資 源 学 が 専 門 の 志 賀 美
英 先 生 が 「 薩 摩 藩 営 錫 山 鉱 山 の 遺 構 に
つ い て 」 の テ ー マ で 、 そ れ ぞ れ 興 味 深
く 貴 重 な 情 報 を 寄 せ て く だ さ い ま し た 。

「 ひ ろ ば 」 に 寄 せ ら れ た こ れ ら の 情 報 は 、
樟 寿 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 載 す る 予
定 で す 。 コ ロ ナ 禍 は い ま だ に 収 束 の 兆 し
が 見 え な い 状 況 で す が 、 こ の 「 ひ ろ ば 」 に は 、 一 人 で も 多 く の 会
員 が 、 い つ で も 気 軽 に 参 加 し て く だ さ い ま す よ う 期 待 し て い ま す 。

な お 、 メ ー ル ア ド レ ス を 開 示 し て い た だ い た 会 員 は 、 樟 寿 会 メ ー
リ ン グ リ ス ト へ の ア ク セ ス が で き ま す 。 メ ー ル ア ド レ ス を お 持 ち
で 、 ま だ ア ド レ ス を 開 示 さ れ て い な い 会 員 は 、 ふ る っ て 樟 寿 会 の
坂 東 義 雄 幹 事 長 （ 連 絡 先 が 不 明 な 場 合 は 、 鹿 児 島 大 学 総 務 部 総 務
課 総 務 係 s s o u m @ k u a s. k a g o s hi m a - u. a c.j p ） ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

錫 山 鉱 山 遺 構 の 島 津 家 家 紋 入 り

坑 口 （ 志 賀 美 英 先 生 提 供 ）

K A D AI J O U R N A L

htt p s: / / w w w. k a g o s hi m a - u. a c.j p /

C O N T E N T S

特 集  2

研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て

世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進

～ ウ イ ル ス 学 研 究 の い ま 、 そ し て こ れ か ら ～

ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー
［ 鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス ］

潜 入 ル ポ ～ 学 び の 部 屋 ～  8

「 グ ロ ー バ ル  社  会 を 生 き る 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

森 田 豊 子 特 任 准 教 授

先  輩  か  ら  の  メ ッ  セ  ー  ジ  1 0

非 営 利 型 一 般 社 団 法 人 南 風

代 表 理 事 ／ 施 設 長

秦 泉 寺 弘 さ ん

S c h ol ar I n t er vi e w ～ 研 究 室 か ら ～   1 2

法 文 学 部

上 原 大 祐 准 教 授

知  の タ ネ  1 4

歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト の 開 発

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

歯 科 生 体 材 料 学 分 野

菊 地 聖 史 教 授

鹿  大 ト ピ ッ ク ス  1 6

奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産

推 薦 地 に 関 す る 連 携 協 定 を 締 結

ほ か

進 め ！ 鹿 大 生  1 9

教 育 学 研 究 科 教 育 実 践 総 合 専 攻 2 年

石 山 裕 輝 さ ん

鹿  大 プ  ラ ス  2 0

マ ス ク ケ ー ス （  麻  の  葉  ）

N O. 21 6
2 0 2 1 WI N T E R

K A D AI J O U R N A L N o. 2 1 6 1 8



鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

進 め ! 
鹿 大 生

鹿 児 島 大 学 は 、 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 と し て 、 学 生 の グ ロ ー バ ル 教 育

の 推 進 や 地 域 に 貢 献 す る 人 材 の 育 成 な ど 教 育 研 究 支 援 の 強 化 に 取 り 組 む

た め 、 鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 を 創 設 し 、 寄 附 の ご 協 力 を お 願 い し て お

り ま す 。 つ き ま し て は 、 本 基 金 の 趣 旨 に ご 賛 同 い た だ き 、 皆 様 の ご 協 力 を 賜

り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

な お 、 本 学 へ の 寄 附 に つ き ま し て は 、 所 得 税 法 、 法 人 税

法 上 の 優 遇 措 置 の 対 象 と な り ま す 。

【 お 問 い 合 わ せ 先 】 　 鹿 児 島 大 学 総 務 課 基 金 ・ 渉 外 係

T E L ：0 9 9- 2 8 5- 3 1 0 1 　 F A X ：0 9 9- 2 8 5- 7 0 3 4

E- m ail ： s- ki ki n @ k u a s. k a g o s hi m a- u. a c.j p

基 金 ホ ー ム ペ ー ジ ： htt p s: / / w w w. k a g o s hi m a- u. a c.j p / kif u ki n /

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の ご 寄 附 の お 願 い

教 育 学 研 究 科 教 育 実 践 総 合 専 攻 2 年

石 山 裕 輝  さ ん

鹿 児 島 県 の 伝 統 的 工 芸 品 ・ 薩 摩 琵 琶 の 製 作 を 通 じ 、 古 来 の す ぐ れ た 技 術 を 次 世 代 に 伝 え る

I s hi y a m a Y u ki

石 山 裕 輝 さ ん は 、  鹿 児 島 県 の
伝 統 的 工 芸 品 の  一  つ で あ る 薩 摩琵 琶 の 製 作 復 活 に 取 り 組 む と同 時 に 、  学 校 教 育 を 通 じ て 次 代に 伝 統 技 術 を 継 承 す る 活 動 に取 り 組 ん で  い ま す 。

第  一  工 業 大 学 時 代 は 航 空 工 学
を 学 ん で  い ま し た が 、  教 育 に  つ  いて 学 び を 深 め る た め 、  本 学 の 教育 学 研 究 科 に 進 学 。  薩 摩 琵 琶 製作 の 復 活 に 取 り 組 む 、  同 科 の 寺床 勝 也 教 授 と 先 輩  ・  惠 谷 林 太 郎さ ん の 思 い を 聞 き 、  薩 摩 琵 琶 に関 心 を 抱 き ま し た 。  「 川 辺 仏 壇 の職 人 で あ る 父 親 の 仕 事 場 が 幼  い頃 の 遊 び 場 だ  っ  た の  で 、  木 工 が 好き だ  っ  た と  い  う こ と も あ り ま す 」

研 究 科  へ  の 入 学 と 同 時 に 、  講
師 と し て 附 属 中 学 校 の 教 壇 に立 ち 、  技 術 科 の 全 カ リ キ  ュ  ラ  ム を担 当 し て  い ま す 。  伝 統 技 術 に  つ  いて の 単 元 で は 、  製 作 中 の 琵 琶 とカ ン ナ 、  ノ ミ な ど の 工 具 を 教 室に 持 ち 込 み 、  触 れ て 、  聴 い  て 、  感じ る 、  石 山 さ ん な ら で は の 授 業を 展 開 。  日 頃 、  滅 多 に さ わ る 機会 の な  い 和 楽 器 に 直 に 触 れ 、  生徒 た ち は 興 味 津 々  で す 。  「 昔 の すぐ れ た 技 術 が 現 代 の 技 術 に  つ なが  っ  て  い  る こ と も 知  っ  て ほ し  い  。  後継 者 不 足 の 今 、  少 し で も 興 味 を持  っ  て く れ る 子 が 現 れ て く れ たら 嬉 し  い  で す 」  。  代 々 受 け 継 が れて き た  「 も の づ く り ス ピ リ  ッ  ツ 」を 胸 に 、  次 代  へ  の 啓 発 活 動 に 意欲 を 燃 や  し ま す 。

薩 摩 琵 琶 製 作 を 教 わ っ た 先

輩 の 惠 谷 林 太 郎 さ ん と

限 ら れ た 時 数 の 中 で 、 生 徒 自 身 が 感 じ 取 り 、 思 考 を 深 め

る 授 業 を 展 開 し ま す

音 色 を 知 る た め 取 り 組 む 弾

奏 の 練 習 。 発 表 会 に も チ ャ

レ ン ジ

ケ ヤ キ な ど の 硬 木 を 手 作 業 に

よ っ て 時 間 を か け て 作 り 上 げ ま

す

座 右 の 銘
「  い ま か ら 、  こ こ か ら 」

落 ち こ ん だ と き 、 つ ら い と き 、 た の し い と き 、 嬉 し い と き 、 ど ん

な 時 で も い ま か ら こ こ か ら 、 前 向 き に 、 そ し て お ご る こ と な く 、

進 ん で い け る 言 葉 で す 。

• 第 1 0 回 食 と 健 康 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム
  「 食 と 健 康 で 創 る ！ 鹿 児 島 の 新 た な 成 長 産 業 」 を 開 催

2 月 1 日 、 鹿 児 島 県 工 業 倶 楽 部
と 共 同 で 「 第 1 0 回 食 と 健 康 に 関
す る シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 催 し 、 企
業 関 係 者 や 一 般 市 民 な ど 約 1 6 0 名
が 参 加 し ま し た 。

は じ め に 、 佐 野 輝 学 長 と 岩 元
正 孝 鹿 児 島 県 工 業 倶 楽 部 会 長 に よ
る 挨 拶 の 後 、 塩 田 康 一 鹿 児 島 県 知
事 に よ る 基 調 講 演 が あ り ま し た 。

続 い て 、 堀 内 正 久 医 歯 学 総 合 研 究 科 教 授 が 、 効 果 的 な 食 べ 合 わ
せ 「 食 材 連 携 」 に つ い て 講 演 し 、 鹿 児 島 の 食 産 業 と 働 く 女 性 を 支
援 す る 方 策 と し て 「 高 校 給 食 」 を 提 案 し ま し た 。 ま た 、 礒 田 博 子
筑 波 大 学 生 命 環 境 系 教 授 の 講 演 で は 、 構 築 す る 食 資 源 の 機 能 性 評
価 シ ス テ ム に よ る 国 内 外 と の 共 同 研 究 、 鹿 児 島 の ム ラ サ キ イ モ の
抗 老 化 機 能 の 実 験 成 果 な ど が 披 露 さ れ ま し た 。

今 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 の た め 、 参 加 は 事 前 申
し 込 み の み 、 収 容 人 員 の 半 数 以 下 で 受 付 を 終 了 し 、 当 日 は 、 検 温 ・
消 毒 等 万 全 の 対 策 を 行 い 、 シ ン ポ ジ ウ ム は 盛 会 裏 に 終 了 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 【 寄 稿 】「 樟 寿 会 便 り 」
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 深 刻 な 拡 大 は 、 こ の 一 年 余 り の 間

に 、 私 た ち の 日 常 の 生 活 様 式 や 社 会 の 在 り 方 を 一 変 さ せ ま し た 。
こ う し た 中 で 、 私 た ち の 樟 寿 会 の 活 動 の 在 り 方 も 大 き な 影 響 を 受
け て 、 令 和 ２ 年 度 の 総 会 と 懇 親 会 は 中 止 を 余 儀 な く さ れ ま し た 。
ま た 、 樟 寿 会 の あ ら た な 体 験 型 活 動 の 試 み と し て 企 画 し て い た 旧
薩 摩 藩 の 「 錫 山 鉱 山 遺 跡 」 見 学 会 も 中 止 せ ざ る を 得 ま せ ん で し た 。
こ の よ う に 活 動 の 在 り 方 に 大 き な 制 約 が 生 ま れ た コ ロ ナ 禍 の 下
で 、 ど の よ う に し て 樟 寿 会 の 目 的 を 実 現 す る の か 。 こ の こ と が 樟
寿 会 運 営 の 課 題 と な っ た 一 年 で も あ り ま し た 。

と こ ろ で 、 人 と 人 と の 身 近 な 接 触 が 制 約 さ れ 、 不 要 不 急 の 外 出
の 自 粛 が 求 め ら れ る 時 だ か ら こ そ 、 あ ら ゆ る 知 恵 と 手 段 を 駆 使 し
て お 互 い に 情 報 を 発 信 し 、 メ ッ セ ー ジ を 伝 え 合 う こ と が 必 要 で 有
意 義 で も あ る で し ょ う 。 そ こ で 、 樟 寿 会 の 活 動 に こ れ ま で 以 上 に
樟 寿 会 の メ ー リ ン グ リ ス ト を 積 極 的 に 活 用 す る こ と と し 、 会 員 が
メ ー リ ン グ リ ス ト を 通 し て お 互 い に 情 報 や メ ッ セ ー ジ を 気 軽 に 発
信 し 合 え る 「 ひ ろ ば 」 を 開 設 す る こ と に し ま し た 。

こ の 「 ひ ろ ば 」 に は 、 私 た ち の 期 待
に 応 え て 、 元 学 長 の 田 中 弘 允 先 生 が 「 大
学 の 再 構 築 を 考 え る 」 の テ ー マ で 、 元
法 文 学 部 で 鉱 物 資 源 学 が 専 門 の 志 賀 美
英 先 生 が 「 薩 摩 藩 営 錫 山 鉱 山 の 遺 構 に
つ い て 」 の テ ー マ で 、 そ れ ぞ れ 興 味 深
く 貴 重 な 情 報 を 寄 せ て く だ さ い ま し た 。

「 ひ ろ ば 」 に 寄 せ ら れ た こ れ ら の 情 報 は 、
樟 寿 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 掲 載 す る 予
定 で す 。 コ ロ ナ 禍 は い ま だ に 収 束 の 兆 し
が 見 え な い 状 況 で す が 、 こ の 「 ひ ろ ば 」 に は 、 一 人 で も 多 く の 会
員 が 、 い つ で も 気 軽 に 参 加 し て く だ さ い ま す よ う 期 待 し て い ま す 。

な お 、 メ ー ル ア ド レ ス を 開 示 し て い た だ い た 会 員 は 、 樟 寿 会 メ ー
リ ン グ リ ス ト へ の ア ク セ ス が で き ま す 。 メ ー ル ア ド レ ス を お 持 ち
で 、 ま だ ア ド レ ス を 開 示 さ れ て い な い 会 員 は 、 ふ る っ て 樟 寿 会 の
坂 東 義 雄 幹 事 長 （ 連 絡 先 が 不 明 な 場 合 は 、 鹿 児 島 大 学 総 務 部 総 務
課 総 務 係 s s o u m @ k u a s. k a g o s hi m a - u. a c.j p ） ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

錫 山 鉱 山 遺 構 の 島 津 家 家 紋 入 り

坑 口 （ 志 賀 美 英 先 生 提 供 ）
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「 グ ロ ー バ ル  社  会 を 生 き る 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

森 田 豊 子 特 任 准 教 授

先  輩  か  ら  の  メ ッ  セ  ー  ジ  1 0

非 営 利 型 一 般 社 団 法 人 南 風

代 表 理 事 ／ 施 設 長

秦 泉 寺 弘 さ ん

S c h ol ar I n t er vi e w ～ 研 究 室 か ら ～   1 2

法 文 学 部

上 原 大 祐 准 教 授

知  の タ ネ  1 4

歯 科 治 療 ロ ボ ッ ト の 開 発

大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科

歯 科 生 体 材 料 学 分 野

菊 地 聖 史 教 授

鹿  大 ト ピ ッ ク ス  1 6

奄 美 大 島 及 び 徳 之 島 の 世 界 自 然 遺 産

推 薦 地 に 関 す る 連 携 協 定 を 締 結

ほ か

進 め ！ 鹿 大 生  1 9

教 育 学 研 究 科 教 育 実 践 総 合 専 攻 2 年

石 山 裕 輝 さ ん

鹿  大 プ  ラ ス  2 0

マ ス ク ケ ー ス （  麻  の  葉  ）
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研 究 体 制 の 統 合 ・ 再 編 に よ っ て
世 界 水 準 の ウ イ ル ス 学 研 究 を 推 進
～ ウ イ ル ス 学  研  究 の い ま 、 そ し て こ れ か ら ～

特 集

ド ロ ー ン に よ る 空 撮 ！
今 回 は 「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」

m o vi e

21 621 6
1

m o vi e鹿 大 K A D AI J O U R N A L

● 編 集 ・ 発 行 ／ 鹿 児 島 大 学 広 報 セ ン タ ー

〒 8 9 0 - 8 5 8 0 鹿 児 島 市 郡 元 一 丁 目 2 1 番 2 4 号 　 T E L : 0 9 9 - 2 8 5 - 7 0 3 5 　 F A X : 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 5 4 　 E - m ail : s b u n s h o @ k u a s . k a g o s hi m a - u. a c.j p

2 0 2 1 年 3 月 発 行

　 本 学 は 、 多 彩 で 豊 か な 鹿 児 島 の 地 域 資 源 を 生 か し た 教 育 、 研

究  、 地  域  貢  献  等 を 進 め て い ま す 。 そ の  中 で 、 医  学 、 歯  学 に 関 す る 教

育 、 研 究 お よ び 医 療 実 践 の 機 能 が 集 約 さ れ て い る の が 桜 ヶ 丘 キ ャ

ン パ ス で す 。 医 ・ 歯 学 部 が 教 育 の 分 野 、 医 歯 学 総 合 研 究 科 と 保 健

学 研 究 科 が 研 究 の 分 野 、 診 療 に つ い て は 鹿 児 島 大 学 病 院 が 中 心

と な っ て  担  っ て い ま す 。こ れ ら 各  部  局  の  緊  密  な  連  携  の も と 、 南  九  州

に お い て 求 め ら れ る 高 度 な 医 療 ・ 医 学 を 牽 引 す る と 同 時 に 、 国 際

社 会 に 貢 献 す る「 グ ロ ー カ ル 」 な 研 究 、 教 育 を 推 進 し て い ま す 。

　  前  々  号  で  は  郡  元  キ ャ ン パ  ス か  ら 、 今  号  で  は  桜 ヶ 丘  キ ャ ン パ  ス か

ら 、 雄  大 な 桜 島 は ど こ か ら で も 本  学 を 見 守 っ て く れ て お り ま す 。

　 「 2 0 1 9  か ご し ま の 新 特 産 品 コ ン ク ー ル 」 （ か ご し ま の 新 特 産 品 コ ン ク ー ル 実 行 委 員 会 主 催 ） の 工 芸 ・ 生 活 用 品 部 門

に て 、 最 高 賞 と な る 鹿 児 島 県 知 事 賞 を 受 賞 し た 「 あ づ ま バ ッ グ 」 （ 本 学 ・ 環 境 色 彩 学 研 究 会 と 亀 﨑 染 工 に よ る 共 同 研

究 開 発 商 品 ） の モ チ ー フ と し て 使 わ れ た 「 麻 の 葉 」 柄 の マ ス ク ケ ー ス で す 。 一 般 的 な サ イ ズ の 不 織 布 マ ス ク （ サ ー ジ

カ ル マ ス ク ） が 収 納 可 能 。 箱 付 で 贈 り 物 に も お す す め で す 。

ケ ー ス に マ ス ク を 収 納 し 畳 ん で ボ タ ン を 止 め る

と コ ン パ ク ト に 。 表 面 は 「 か ご ん ま の 色 ® 」 を

組 み 合 わ せ て 描 い た お し ゃ れ な 「 麻 の 葉 」 柄 で す 。

マ ス ク ケ ー ス （ 麻 の 葉 ）

鹿 大 プ ラ ス で は 、 鹿 児 島 大 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 販 売 し て い る 鹿 児 島

大 学 の 研 究 ・ 教 育 活 動 の 成 果 と し て 完 成 し た 商 品 を 紹 介 し ま す 。

素 材 ： 表 地 　 綿 1 0 0 ％ （ 1 1  号 帆 布 ） 裏 地 　 綿 1 0 0 ％

染 色 ： 本 染 め

高 さ 約 1 3 c m ×  幅 2 6 c m （ 広 げ た サ イ ズ ） ／ 撥 水 加 工 4 , 1 8 0  円 （ 税 込 ）

お 求 め ・ お 問 い 合 わ せ 先 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー （ 鹿 児 島 大 学 正 門 横 ）

鹿 大 プ ラ ス

☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 6 4 　 開 館 時 間 ： 月 曜 日 ～ 金 曜 日 （ 休 日 ・ 祝 祭 日 を 除 く ） 　 ９ ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 （ 昼 休 み 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0 ）

今 号 の 表 紙 「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」

ド ロ ー ン に よ る
空 撮 ！ 今 回 は

「 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス 」
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